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緒 言

北海道の水産業は農畜産業とともに大変盛んであり,

水産加工業も盛んである｡ もちろん, 水産廃棄物につい

ての有効利用もすでに行われており, 魚粉として加工・

利用されてきた｡ しかし, BSEと肉骨粉がクローズアッ

プされた際に, 水産廃棄物から作られる魚粉についても

いろいろな検討が行われた｡ また, 水産廃棄物の処理は,

環境問題, エネルギー問題とも関連した北海道の重要課

題の一つであり, 経済・社会的な問題としても生ごみの

有効利用を検討する必要が生じている｡ 近年, これまで

行われてきた化石燃料を使った乾燥化による保存利用法

を見直す時期にきている｡

北海道の主要な水産物である鮭は, 孵化事業の安定化

により漁獲量が安定してきている｡ 鮭の加工も年々盛ん

になり, 十勝の産業として, 鮭節の新規開発とその生産,

利用の検討が進んでいる｡ しかし, 鮭節を作る際にでる

内臓は, 量も少ないことから, 現在は産業廃棄物として

捨てられている｡ しかし, 鮭の内臓は, 水分の多い水産

廃棄物の生ごみであり, 乾燥化には化石燃料を多く使う

点, 臭いが出ることによる住民への悪臭問題, 乾燥過程

で生じる二次的な酸化生成物や魚臭などの問題など, 重

要な検討課題を含んだ廃棄物である｡フィッシュサイレー

ジの研究は, ブリなどでも最近検討されている１,２) が鮭

の内蔵ではまったく検討されていない｡ 本課題は, 鮭内

臓の有効利用法の検討を目的として, 鮭の内臓にギ酸を

添加してpHを低下させることによる腐敗防止効果, フィッ

シュサイレージの有効性, 液肥としての効果について明

らかにしようとした｡

実 験 方 法

１. 鮭の内臓を用いたフィッシュサイレージの調製３)

鮭の内臓は, 鎌田醤油 (帯広市) より恵与していただ

いた物を用い, 内臓や血液などを含む廃棄物全体を各試

験に10㎏程度用いた｡ 重量を測定して, 重量割合に対し

てギ酸を0.2％, ２％, ３％, ４％, ５％になるように
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鮭の内臓から作ったフィッシュサイレージの
特徴とその利用

小嶋 道之１・市田 卓志２・清水 勇輝２・鈴木 敏文２

Features and utilization of fish silage made from salmon bowels

Michiyuki KOJIMA１, Takuji ICHIDA２, Yuki SHIMIZU２, Toshifumi SUZUKI２

(受理：2004年４月30日)

摘 要
鮭の内臓は, ギ酸で pH4.2以下に保存したところ, 室温でサイレージにすることができた｡ この

フィッシュサイレージは, 室温で１年以上貯蔵可能であった｡ 豚を用いたキャフェテリア方式での

試験では, フィッシュサイレージよりも通常の配合飼料の方を好んで食べたが, 単品で与えた時に

はフィッシュサイレージを食べる事を確認した｡ また, フィッシュサイレージは1/500濃度の液肥

として与えて野菜の生育量を調査したところ, 全ての野菜でコントロールのそれらよりも1.2倍以

上増加していた｡ 鮭内臓の酸処理貯蔵は低エネルギーな方法であり, 家畜の液体飼料および液肥を

作る低コストな方法として提案する｡

キーワード：フィッシュサイレージ, 鮭内臓, ギ酸



添加した｡ ギ酸を添加して調製した鮭の内臓は, ギ酸の

濃度別に耐酸性の手付き容器に入れ, 蓋をして室温に保

存した｡ 経日的に pHの変動, 色調, 臭い, 腐敗の有無

などを検討した｡ また, ３ヶ月, ６ヶ月, 12ヶ月後の変

動も検討した｡ 鮭内臓の一般成分は, 凍結乾燥後に粉末

化して常法に従い測定した４,５)｡ また, フィッシュサイ

レージの成分分析は, 十勝農業協同組合連合会に依頼し

て行った｡

２. 豚を用いたフィッシュサイレージの嗜好性

豚を使い, 調製したフィッシュサイレージの嗜好性試

験を２種類の方法 (１) 単一飼料の採食による方法 (２)

キャフェテリア方法で, 帯広農業高校の協力を得て行っ

た｡ 試験に用いた豚は, 大ヨークシャーのオス２頭, デュ

ロック (メス１頭) と雑種 (メス２頭) の５頭である｡

飼料はA群：２－５％ギ酸添加フィッシュサイレージ,

B群：生オカラのみ, C群：２－５%ギ酸添加フィッシュ

サイレージと生オカラの混合物, D群：配合飼料, E群：

水を, 夕方の給餌時間前, 15時30分に与えて嗜好性試験

を行った｡

３. 液肥としての効果

鮭の内臓を用いてフィッシュサイレージ化を開始

(2002年６月) し, 室温に１年以上貯蔵した物を使用し

た｡ この時間経過したフィッシュサイレージが液肥とし

て利用できるかどうかは, 野菜に対する生育効果として

調査した｡ 液肥は, 原液に対して水で500倍に希釈して

用いた｡ 帯広畜産大学実験圃場で, 2003年５月より播種､

苗植えを開始した｡ 液肥希釈液を与えた試験区と, 水の

みを与えた対照区で作った｡ 評価する野菜としては, 緑

黄色野菜類：ホウレンソウ, 根菜類：ニンジン, 豆類：

大豆, 果物類：イチゴ等を用い, 畑の除草は, 隔週に手

作業で行い, 毎週, 月, 水, 金曜日の午前11：00より,

同量の液肥と水をそれぞれの野菜に与えた｡

実験結果および考察

１. 鮭の内臓を用いたフィッシュサイレージの特徴

ギ酸無添加やギ酸濃度が0.2％では, サイレージ化で

きず腐敗した｡ しかし, ギ酸濃度２％以上を添加した場

合には, ２－３か月程度で固形物は消化分解して容器の

底に沈んだ状態となった｡ 使用する容器やギ酸濃度にも

よるが, 約４ヶ月後にはフィッシュサイレージとして利

用可能と判断した (Table １)｡ ４ヵ月後の鮭内臓フィッ

シュサイレージは, pH が開始時より0.2－0.6程度上昇

していた (Fig. １) が, 腐敗臭はまったくしなかった｡

また, ２%ギ酸添加フィッシュサイレージの pH 上昇程

度から推定して, 一年間経過後の pH は4.2以下と考え

ていたが, １年経過後の pHはどの容器のフィッシュサ

イレージもこの範囲以下であり, 腐敗することなく室温

で１年以上保存できた｡ すなわち, 鮭の内臓はｐH4.2

以下に保存すれば, 室温でも腐敗せずにサイレージ化で

きることを確認した｡

２. フィッシュサイレージの豚における嗜好性試験

フィッシュサイレージの有効性を検討する目的で, 豚

に与えた時の嗜好性を調べた｡ 単品として与えた場合に

は, 液状のフィッシュサイレージも粉状のオカラも食べ

ることを確認した｡ また, キャフェテリア方法として２

種の餌をそれぞれ組み合わせてバットで与えて検討した

ところ, 配合飼料とフィッシュサイレージを与えると,

配合飼料は食べたが, フィッシュサイレージは臭いをか

ぐだけであった｡ また, 水, フィッシュサイレージ, オ

カラ, 配合飼料をそれぞれのバットで与えたところ, 配

合飼料はよく食べ, たまに水を飲んだが, オカラやフィッ

シュサイレージは臭いをかぐだけで食べなかった｡ 今回

使用した豚は, 配合飼料で飼われているので, いつもの

餌である配合飼料を食べたと考えた｡ しかし, 単品で与

えた場合にはフィッシュサイレージやオカラを食べたこ

とから, 今後, 餌として置き換えることが可能であると

推察した｡ フィッシュサイレージは, 高蛋白源である

(Table 2, A, B) ので, 豚などの家畜の餌として利用

が期待される｡

小嶋 道之・市田 卓志・清水 勇輝・鈴木 敏文
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Table 1. ４ヵ月間､ 室温で貯蔵したフィッシュサイレージ
の性状

グループ１ グループ２ グループ３

Ｂ (２％) Ｄ (３％) Ｅ (４％) Ｆ (５％) Ｈ (２％) Ｉ (２％)

固体(㎏) 0.80 3.16 3.86 5.02 3.55 0.26

液体(㎏) 12.35 12.09 11.39 10.23 11.70 4.24

水分(％) 93.09 79.30 74.70 67.10 76.70 94.20

pH 3.52 3.28 3.09 2.96 3.59 3.46

色 濃褐色 濃褐色 濃褐色 薄褐色 薄褐色 濃褐色

におい 弱 臭 弱 臭 弱 臭 強 臭 強 臭 弱 臭

括弧内の数字は添加した蟻酸の量を示している｡

Fig. 1. ４ヶ月間のフィッシュサイレージの pH変化

２



３. 液肥としての有効性

� 緑黄色野菜：ホウレンソウ

５/30に播種して, ７/７に調査した｡ ホウレンソ

ウを収穫して, 株数と重量などを測定し比較したとこ

ろ, 肥料ありと肥料なしの発芽率は平均1.6倍, 生育

重量は平均1.4倍の違いがみられた｡ ホウレンソウに

おいては, 液肥の効果のある事が認められた (Table

３)｡

� 根菜類：ニンジン

５/30に播種して, ７/24に間引きを行い, 45本ず

つとした｡ 間引きした時のニンジンの全重量は, 液肥

有りの方が液肥無しの1.4倍であった｡ また, 10/10に

収穫して食用部分の重量の調査を行ったところ, 肥料

ありのニンジン重量は, 肥料なしのそれに比べ平均

1.2倍の重量であった (Table ３)｡

� 果物類：イチゴ

５/30に苗を植えた｡ イチゴの花の開花時期はすで

に過ぎていたので, 果実の収量ではなくランナーの長

さと本数の比較で評価した｡ ８/25に検査したが, 液

肥を与えたイチゴのランナーの長さは, 肥料なしのも

のより約1.2倍長く, 本数も平均で１本多かった

(Table ３)｡

� 豆類：ダイズ

５/30に播種して, 10/10に収穫した｡ 大豆の生育

は, どちらも全体的に良くなかったが, 肥料ありの方

が肥料無しに比べ, ２倍以上の種子重量であった

(Table ３)｡ 大豆の生育が悪い理由は, 実験圃場の

土壌による病害に原因があると考えられる｡

また, 三田村は, バイオガスプラントの原料として

このフィッシュサイレージを乳牛のふん尿に10-15％

添加することで, バイオガス生成量が数％上昇するこ

とを報告した６)｡ 今後, 北海道十勝において, このフィッ

シュサイレージが実用化され, 多方面に利用されるこ

とを期待したい｡

謝辞：鮭の内臓を恵与くださった鎌田醤油㈱技術部の鹿

島信康氏, 豚の嗜好性試験にご協力いただきまし

た帯広農業高校の前田康晴教諭に深謝いたします｡

また, 帯広畜産大学実験圃場で野菜の生育試験を

してくれた青山将君 (平成13年度帯広畜産大学別

科入学) に感謝いたします｡ この研究は, 帯広畜

産大学学術研究助成プロジェクトの特定研究およ

鮭の内臓から作ったフィッシュサイレージの特徴とその利用
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Table ２. 鮭の内臓�およびフィッシュサイレージ�の一般
成分組成

� 鮭の内臓
一 般 成 分 内 臓 内臓＋イクラ

(g/100g) (g/100g)

水 分 6.1 3.3
タ ン パ ク 質 77.9 69.6
脂 質 6.0 12.3
灰 分 5.2 3.0
糖 質 8.9 14.0

(mg/100g) (mg/100g)

ナ ト リ ウ ム 742 205
鉄 844 559

リ ン 24.6 18.0
亜 鉛 0.97 0.21

銅 0.17 0.03
カ リ ウ ム 20.70 3.57
カ ル シ ウ ム 1.87 2.43
マグネシウム 1.43 1.27

� フィッシュサイレージ
一 般 成 分 液 体 乾 燥 物

％ ％

水 分 84.6 －
乾 物 重 15.4 －
粗 タ ン パ ク 11.4 74.0
デ ン プ ン 0.5 3.2
灰 分 0.7 4.7
細 胞 内 容 物 13.4 87.1
総 繊 維 1.3 8.2
高消化性繊維 0.5 3.0
低消化性繊維 0.8 5.2
カ ル シ ウ ム 0.05 0.35
リ ン 0.17 1.10
マグネシウム 0.02 0.13
カ リ ウ ム 0.12 0.81

Table ３. 野菜の生育試験

� ホウレンソウの生育量 (同重量 (数) の種子を蒔いて39日目)
液 肥 発芽本数(本) 新鮮重量(g)
有 り 650 2200
無 し 395 1525

� ニンジンの生育量 (同重量 (数) の種子を蒔いて調査)
(2-1) 間引きしたニンジンの測定値 (播種から56日目)
液 肥 間引き本数(本) 全重量(g) 葉の重量(g) 根の重量(g)
有 り 1073 775 635 140
無 し 1082 540 440 100

(2-2) 45本のニンジンの測定値 (播種から134日目)
液 肥 全重量(㎏) 葉の重量(㎏) 根の重量(㎏)
有 り 10.745 1.86 9.08
無 し 9.240 1.50 7.93

� イチゴの生育量 (各４つの苗を植えて88日目)
液 肥 ランナーの長さ (㎝) と本数 (数)
有 り 121.7 (９) 105.5 (10) 124.6 (11) 132.3 (７)
無 し 104.4 (９) 97.2 (９) 105.8 (６) 105.6 (９)

括弧内はランナーの本数を示した｡

� ダイズ全体と種子の収穫量 (同数の種子を播種から134日目)
液 肥 全新鮮重量(g) さや付き種子(㎏) 種子(g) さや等(㎏)
有 り 2.38 1.25 737.0 0.90
無 し 1.05 0.53 334.4 0.35

３



び21世紀 COEプログラム研究の一環で行われた｡
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Abstract

Treatment of salmon bowels at pH 4.2 or less

with formic acid was examined as a method for

preparing silage for storage at room temperature.

This fish silage could be stored for over １ year at

room temperature. Although a pig preferred its

usual feed to the fish silage in a cafeteria system

test, it ate the fish silage if it was given alone. In

addition, when used as a liquid fertilizer at １:500

dilution, it increased the biomass in all tested vege-

tables 1.2-fold over control. We therefore propose

acid treatment of salmon bowels as a low energy

and low cost method for preparing silage or liquid

fertilizer.

Key words：Fish silage, Salmon bowels, Formic acid
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緒 言

日本全体には中小を含めて約15,000以上の豆腐業者が

あり, 年間に約80万トン以上のオカラが排出されており,

その10倍量程度の廃液が捨てられている｡ 最近, オカラ

を利用する試みが再燃してきているが, それでも大部分

は産業廃棄物として処理されている｡ オカラには, カル

シウム, タンパク質など飼料としての有効な成分が多く

含まれていて, 飼料として利用する農家もあるが, 日持

ちがしない点に問題がある｡ また, 豆腐加工業者から出

る廃液はほとんど利用されずに下水処理されている｡ 最

近, 廃棄物処理の問題は, 企業の責任として位置付けら

れ, また環境リサイクルの観点から, 産業廃棄物の有効

利用可能な成分の回収とその活用法についての試みが始

まっている｡ これらの事を考慮して, 豆腐製造過程で出

る廃棄物の有効利用について模索した｡ 本課題では, オ

カラと同時に出る豆腐ホエーを使って乳酸菌を増殖し,

pH を調製した乳酸菌入りオカラ発酵飼料について検討

した｡ 酸処理豆腐ホエーの調製法と利用法について報告

する｡

実 験 方 法

１. 実験室レベルにおける豆腐製造過程と廃棄物

１-１. 大豆の吸水と生呉の調製

洗った大豆 (100g) は水 (1300�) に浸して一夜吸

水させ, 給水した大豆と残りの水を使い, 滑らかになる

程度までミキサーですりつぶす｡

１-2. 豆乳とオカラの調製

大きめの深鍋に生呉と同量の水を沸騰させておき, そ

こに生呉を加えて再び沸騰させる｡ 沸騰したら弱火にし

て10分間, よく混ぜ加熱する｡ 加熱した呉は, 布袋でか

たくしぼる｡ しぼった液体は豆乳, 布袋に残ったものは

オカラである｡

１-３. 豆腐の製造と豆腐ホエー

豆乳の温度は70～75℃に保温して, 湯で三倍に薄めた

ニガリ100�を全体に加えてゆっくり混合する｡ この作

業は三回くらいに分けて行う｡ 豆乳が凝固したら, 型箱

にさらし布を敷き, すくって入れ, 押しぶたをのせて重

しをのせる｡ このとき出る廃液が豆腐ホエーであり, 固

形物は豆腐である｡
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摘 要
豆乳100�に市販の0.03�酢酸を加えてオートクレーブ (121℃, 15分間) すると, 大豆タンパ

ク質は凝固した｡ ロ液は, 淡黄色の酸処理豆腐ホエーであり, この酸処理豆腐ホエー (pH4.0前後)

で乳酸菌を培養することができた｡ また, 酸処理した凝固タンパク質は家畜の飼料として利用可能

であった｡ この酸処理手法は, 豆腐製造過程での廃液 (豆腐ホエー) にも利用でき, 未利用資源で

ある豆腐ホエーが, 乳酸菌培養用の培地として有効であることを明らかにした｡ また, 豆腐残査

(OKARA) に添加して, 保存期間の延長が可能であった｡

キーワード：豆腐製造, 豆腐ホエー, 酢酸処理, 乳酸菌発酵, オカラ



２. 豆腐ホエーを使った乳酸菌の培養

２-1. 豆乳ホエーによる乳酸菌の培養

７種類の大豆から調製した豆腐ホエー (200�) に乳

酸菌１-３) をそれぞれ0.5�加えて振とう培養した｡ 乳

酸菌は, Lactobacillus casei 34143 (熱帯果実果肉起源

の植物性乳酸菌), Lactobacillus plantarum 6214 (パ

イナップル果肉起源の植物性乳酸), Enterococcus

(Streptococcus) faecalis TH15 (大豆発酵食品テンペ

起源) を使用した｡ 乳酸菌の増殖は培養液の pHで検討

した｡ すなわち, 加えた乳酸菌の生育により, 培地 pH

が低下する事を指標にして, 乳酸菌の生育を判定した｡

乳酸菌の大量培養条件について, ３種類の乳酸菌1-3)

(34143・TH15・6214) を用いて検討した｡ すなわち,

乳酸菌用の液体培地で培養して, 遠心分離により菌体を

回収し, 液体培地で希釈して吸光値を一定に合わせ, 菌

数を同じにした種菌を作った｡ 植える乳酸菌の種菌液の

吸光値は0.8ABSに合わせ, ２�の乳酸菌液を豆腐ホエー

液体培地 (200�) に加えて振とう培養を行った｡ 乳酸

菌の増殖は２時間おきに吸光値を測定して, 吸光値の変

化が見られなくなるまで続けた｡ 乳酸菌の菌数測定や培

地調製は常法に従った４)｡

２-2. 酸処理豆腐ホエーの調製

マイクロピペットで測定した２種類の酸 (酪酸と酢酸)

を豆乳もしくは豆腐ホエーに添加し, pH の変動を pH

メーターで測定した｡ また, 豆乳が pH4.0になるように

添加した時の酸量を測定した｡ pH 調整後の試料はオー

トクレーブ (121℃, 15分) にかけて pH の変化と状態

変化を調査した｡ 豆乳や豆乳ホエーに酢酸を加えて, タ

ンパク質を凝固して除いた液は酸処理豆腐ホエーとした｡

また, 豆乳100ml に酢酸を添加する最適量は, 酢酸を

0.01� から0.05� まで加えてオートクレーブにかけ,

凝固する量から判断した｡ 凝固タンパク質の湿重量は,

ガーゼで水分をある程度取り除き, 重量測定して求めた｡

乾重量は, 室温で３日間風乾させ, 固形物の重さとした｡

また, 数週間室温に放置して, カビの生える程度を観察

した｡

３. 酸処理オカラに対する牛の嗜好性

豆乳100�に１�の酢酸もしくは２�の酪酸を加え,

それをオカラ１㎏ に添加してよく混合した酸処理オカ

ラを調製した｡ 酸処理オカラは１週間分以上をまとめて

作り, 密閉した袋に１日分ごとに分けて貯蔵した｡ また,

酸添加オカラの貯蔵期間における嗜好性への影響も検討

した｡ 今回使用したホルスタイン牛は, オカラのみを与

えて生育している50頭の中からランダムに18頭を選び６

頭毎のグループとして７日間試験した｡ 酸処理オカラは,

１日１回, 夕方の搾乳前に100g 与えて嗜好性を検討した｡

統計処理

測定は３回以上繰り返し, ダンカンの有意差検定を行

い解析した (P<0.05)｡

結果および考察

１. 豆腐製造工程における収率

７種類の大豆を使用して, 製造過程での豆腐ホエーな

どの収率を測定した (Table １)｡ 大豆100g に水1300m

l を加えて得た豆乳量は, 1150－1200�の範囲にあった｡

それに, 市販のにがりを加え, 195-240g の豆腐を得た｡

また, 豆腐ホエーは800－1000�, オカラは70－110g

(湿重量) 得られた｡ すなわち, 大豆重量に対して８～

10倍の豆腐ホエー, ほぼ同重量のオカラが出る計算にな

る｡ 現在, この豆腐ホエーおよびオカラは, ほとんど利

用されないで廃棄されている｡

２. 豆腐ホエーを使った乳酸菌の培養条件

にがりを加えて豆腐を作った残渣である豆腐ホエーに

は, 乳酸菌の培養時間の経過や保存温度の低下などによ

りタンパク質様の残渣が生じたため, 乳酸菌の増殖を比

色法で検討することができなかった｡ そこで, 乳酸菌用

の BCP 加プレートカウント寒天培地 (日水) で100万

倍希釈したものを0.5�培養したところ, 使用した３種

の乳酸菌どれもが増殖している事を確認した｡

また, タンパク質様の残渣を取り除いた豆腐ホエーを

使って, ２種類の乳酸菌を液体培地で培養して, 培養後

２時間ごとに吸光値を測定した｡ 測定開始後４時間では

増殖はごくわずかであったが, 培養12時間を過ぎた頃か

ら吸光値が増え始め, 約30時間の振とう培養で飽和状態

になった｡ 増殖率は, TH15の方が34143よりも高かっ

た (Fig. 1)｡

小嶋 道之・青山 将
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Table 1. 豆腐製造過程の収率

No. 品 種 豆乳(�) 豆腐(g) 豆腐ホエー(�) オカラ(g)
1 市販大豆A 1200 240 950 90
2 市販大豆 B 1200 210 900 70
3 函 館 黒 1150 215 850 105
4 い わ い 黒 1200 210 950 110
5 中 生 光 黒 1200 235 850 100
6 ト カ チ 黒 1150 200 800 70
7 丹 波 黒 1200 195 1000 75

Fig. 1. 乳酸菌培養液の吸光度変化

６



３. 酸処理豆腐ホエーの利用

ｐHを4.0程度にして, 乳酸菌以外の微生物の増殖を

抑えることを考えた｡ すなわち, 豆乳100�に対して酢

酸は0.95�, 酪酸は2.0� を加える事で, 豆腐ホエーの

pH は4.0に達した (Fig. 2)｡ 酪酸よりも酢酸を加えた

ほうがｐH の低下が速かった｡ 豆腐ホエーは, 酪酸を

加えるより酢酸を加えた方が少量で pHを低下させられ

る｡ また, オートクレーブした豆腐ホエーを搾って凝固

タンパク質を除き, そのロ液に酸を加えてｐH4.0にす

ると, さらに若干のタンパク質の沈殿が認められた｡ こ

れらのことを考慮して, 豆乳もしくは豆腐ホエーに酢酸

を加えて pH4.0とした後にオートクレーブにかけ, 凝固

タンパク質をガーゼなどで除去する事で凝固物を完全に

除き, 得られた酸処理豆腐ホエーを乳酸菌の培地とする

操作手順とした｡ 最終的な収率は, 酢酸添加でも酪酸添

加でもほぼ同様で, 凝固タンパク質：廃液 (酸処理豆腐

ホエー) の割合は, １：９であった｡

豆乳100�に加える酢酸の最適な添加量について検討

した (Fig. 3a, 3b)｡ 酢酸0.02� 添加により沈殿物が

見え始めたが, 完全には凝固しなかった｡ ガーゼで絞っ

たときに網目から微粒子が流れ出て, ロ液が濁っていた｡

加えた酢酸の量と豆腐ホエーの pHおよび固形物の重さ

から, タンパク質が凝固する最少の酢酸添加量は0.03�

であった (Fig. 3a)｡ また, 酢酸の添加量が少ないと,

密度が低いために水を多く含み, 湿重量は重く, 酢酸の

添加量が多いとその逆で, 湿重量は軽くなった｡ しかし,

乾重量はほとんど同じであった (Fig. 4)｡ また, 湿重

量から乾重量を引いたものを水分としたが, 0.15%以上

の酢酸添加では, 凝固タンパク質に含まれる水分含量の

変動は見られなかった｡ 酢酸の添加量が少ないほど, 凝

固タンパク質に含まれる水分含量が高い事が示された｡

0.03%および0.7%酢酸添加豆腐ホエーを用いて, 乳酸

菌の増殖試験を行ったところ, 添加時の乳酸菌液の吸光

値は0.8であったが, 培養後の前者の吸光値は1.21±

0.075, 後者のそれは1.26±0.074であり, ともに乳酸菌

の増殖が認められた｡ 酢酸の濃度の違いによる増殖に差

はほとんど認められなかった｡

酸処理で凝固したタンパク質は, 室温で風乾しながら

３週間後のカビの状態を調査したところ, 0.7％酢酸処

理タンパク質にはまったくカビが確認されなかった｡ し

かし, 水分の多い0.03%の凝固タンパク質には多くのカ

ビが認められた｡ カビの量は, 酸の添加量にほぼ比例し

て認められた｡

豆腐製造過程で生じる豆腐ホエーの利用

― 7―

Fig. 2. 豆乳に酢酸および酪酸を添加したときの pH変化

Fig. 3. 豆乳100�が凝固する pHと凝固したタンパク質量
(湿重量)
(a) 豆乳タンパク質が凝固する最少の酢酸量の確認
と凝固したタンパク質量

(b) 酢酸を添加したときの pH変化と凝固したタンパ
ク質量

Table 2 豆腐ホエーを培地に用いた乳酸発酵によるpHの変化

No. 品 種
pH

培養０日 培養７日 培養12日
1 市販大豆A 5.8 4.3 4.0
2 市販大豆 B 6.0 4.6 4.3
3 函 館 黒 5.7 4.5 4.3
4 い わ い 黒 6.1 4.6 4.3
5 中 生 光 黒 6.1 4.9 4.8
6 ト カ チ 黒 6.2 4.7 4.4
7 丹 波 黒 5.9 4.7 4.4

a,b: P<0.05

g

Fig. 4. 酢酸添加量によりできた酸処理凝固タンパク質の乾
燥重量と水分含量

７



４. 牛の酸処理オカラに対する嗜好性

調製した酢酸および酪酸処理オカラは, １週間貯蔵し

てもカビなどの腐敗は認められず, 臭いは酸臭のままで

あった｡ また, 全ての餌に対して, 牛の嗜好性はよく,

１週間の試験終了時まで酸処理オカラを全て食べること

が判明した｡ それによって, 体調不良や糞への影響はまっ

たく見られなかった｡ ただし, 試験した牛は, 通常オカ

ラのみを食べている事から, サイレージや配合飼料を与

えている牛に対する嗜好性とはかなり異なる可能性があ

る｡ 優良なサイレージの酸量は, 乳酸0.7－1.5％, 酢酸

0.3－0.5％で酪酸はほとんど検出されない｡ 今回の添加

量は, 酢酸で0.1％, 酪酸で0.2％に相当する｡ 酢酸は範

囲内であったが, 酪酸は通常のサイレージ臭としては無

いものである｡ しかし, 酪酸が含まれている餌でも, 牛

の嗜好性にはほとんど影響を与えないことが判明した｡

謝辞：豆乳および豆腐ホエーを恵与していただいた㈲中

田食品の貴戸武司氏, 乳酸菌を分譲していただい

た岡山大学の宮本卓先生に深謝いたします｡ この

研究は, 帯広畜産大学学術研究助成プロジェクト

の特定研究および21世紀 COE プログラム研究の
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Abstract

In the current studies, we found that addition

of 0.03 ml acetic acid to 100 ml soy milk caused it

to solidify when autoclaved for 15 min at 121℃.

The whey remaining after this process is light yel-

low in color, has a pH of approximately 4.0, and

acted as an effective medium for culturing lactic

acid bacteria. To investigate the potential of the

solidified protein as a feed for domestic animals,

the protein was fed to a Holstein cow over a week

and was usually more than 95% consumed. These

studies show that the acid treatment technique

could also allow use of waste water (tofu whey)

generated in the tofu-making process for culturing

lactic acid bacteria. Finally, acid treated tofu whey

and lactic acid bacteria were added to tofu residue

(OKARA), and it was possible to extend the stor-

age period of the tofu residue by over ７ days.

Key words：Tofu making, Tofu whey, Acetic acid

treatment, Lactic acid bacteria. Ferm-

entation, OKARA
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Introduction

Roads are infrastructure indispensable to modern

life, but they also have a tremendously negative

impact on the environment. Often, roads become

negative structure, especially to wildlife, fragment-

ing habitats and movement routes and causing

road kills and injuries.

Traffic accidents, and in particular car accidents,

are one of the most prevalent direct human-caused

forms of wildlife mortality (Banks 1979). In fact,

according to a survey investigating causes of death

for wild birds in eastern Hokkaido, collisions with

cars are the leading causes of death along with

window collisions, and rare species such as

Blakiston's Fish Owl (Ketupa blakistoni) and Gos-

hawks (Accipiter gentilis) are also killed in such

collisions (Yanagawa 1993, Yanagawa & Shibuya

1996). Meanwhile, traffic accidents involving wild-

life may also occasionally lead to serious accidents

resulting human death or injuries. In that respect,

several studies have been conducted on accidents

involving large animals like Sika-deer (Cervus

nippon)(Tamada & Matsuda 1994, Noro & Yanagawa

2002).

Studies on road kills of wildlife and measures

against them are urgently needed both from the

standpoint of wildlife and human life protection,

yet no satisfactory studies have thus far been con-

ducted. Since road kills of medium- and small-sized

mammals, reptiles and amphibians are less likely

to result in human injuries, some studies conducted

on the mortality of such animals merely report on

accidents involving one or more cases for each spe-

cies (Kawabe et al. 1999 , Kawabe & Nakaoka 2000,

Akisawa & Yanagawa 2000, Kawabe & Tanaka

2003), and few of them provide a general under-

standing of the accidents and possible preventive

measures. This report therefore describes the cur-

rent condition of traffic accidents involving me-

dium- and small-sized mammals, reptiles and am-

phibians in eastern Hokkaido, northern Japan.
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Road kills of medium- and small-sized mammals, reptiles
and amphibians in eastern Hokkaido

Hisashi YANAGAWA and Masae AKISAWA

北海道東部における中・小型哺乳類,
爬虫類および両生類の交通事故

柳川 久・秋沢 成江
(受理：2004年４月30日)

摘 要
北海道東部において, 中・小型哺乳類, 爬虫類および両生類の交通事故が調査された｡ 中・小型

哺乳類455個体, 爬虫類17個体, 両生類1051個体の交通事故死体が, 1996年４月～1998年３月の２

年間で拾得された｡ 哺乳類では, オオアシトガリネズミの事故が最も多く152個体, 次いでエゾリ

ス94個体, キタキツネ85個体であった｡ 爬虫類の交通事故は少なく, 4種類17個体のみであった｡

両生類では, ほとんどがエゾアカガエル (1044個体) であった｡

キーワード：交通事故, 哺乳類, 爬虫類, 両生類, 日本



Results and Discussion

At first, data were collected by regularly inspect-

ing predetermined routes, which did not provide a

sufficient amount of data. For this reason, dead

animals were thereafter collected with the help of

information provided by many peoples: teachers,

graduate and undergraduate students at Obihiro

University of Agriculture and Veterinary Medicine;

Wild Bird Society of Japan, Tokachi; The Red

Squirrel Club; members of environmental NGOs

such as the Nature Conservation Society of

Tokachi; workers from the Tokachi Subprefectural

Office; municipal government workers from Obihiro

and other cites. Therefore, data collection efforts

were not consistent throughout the period of the

study, and relative comparisons such as the ratio

of mortalities to total travel distance are not avail-

able. But for now, this is believed to be the best

data ever gathered regarding traffic accidents in-

volving wildlife.

Table 1 shows the number of medium- and small-

柳川 久・秋沢 成江
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Table1. Number of road kills of medium- and small-sized mammals, reptiles and amphibians recorded in eastern Hokkaido, from April 1996 to March 1998.

Scientific name
Month

Total
J F M A M J J A S O N D

MAMMAL
INSECTIVORA

Sorex gracillimus － － － － － － － － 1 3 － － 4
S. caecutiens － － － 1 － － 3 2 5 2 － － 13
S. unguiculatus － － － 1 2 7 10 44 66 22 － － 152
Unidetified shrew － － － － － － － － 7 1 － － 8
CHIROPTERA

Myotis frater － － － － － － － － 1 － － － 1
Plecotus auritus － － － － － － － 1 － － － － 1
Murina ussuriensis － － － － 1 － 1 － － － － － 2
Unidentified bat － － － － － － － 2 － － － － 2
LAGOMORPHA

Lepus timidus － － － － 1 3 － － － － － － 4
RODENTIA

Sciurus vulgaris 4 6 8 4 3 7 12 11 17 12 6 4 94
Tamias sibiricus － － － － 1 － 2 10 4 2 － － 19
Pteromys volans － 1 － － － － － － － － － － 1
Clethrionomys rufocanus － － 1 － － 2 1 2 4 1 1 － 12
Apodemus argenteus － － － － － － － － 1 － － － 1
A. peninsulae － － － － － － － 2 － － － － 2
A. speciosus － － － － － － 1 1 1 － － － 3
Rattus norvegicus － － － － 2 2 1 3 5 4 4 1 22
R. rattus － － － － － － － 2 2 － － － 4
Mus musculus － － － － － － － － 2 － － － 2
Unidetified mouse 1 － － － － － － － － － － － 1
CARNIVORA

Vulpes vulpes － 3 5 7 9 8 17 12 9 8 4 3 85
Nyctereutes procyonoides － － 1 2 1 1 1 1 1 2 － － 10
Martes zibellina － 2 － 1 － － 2 － － － － 1 6
Mustela itatsi － － － 1 － － － － － 1 － － 2
M. nivalis 1 － － － － － － － － － － － 1
M. vison － － － － － 1 － 1 1 － － － 3
Mammal total 23 spp. 6 12 15 17 20 31 51 94 127 58 15 9 455

REPTILE
Takydromus tachydromoides － － － － － － － 1 － － － － 1
Elaphe climacophora － － － － 1 2 － 3 3 － － － 9
E. quadrivirgata － － － － － 1 － 1 － － － － 2
E. conspicillata － － － － － － 2 － 2 － － － 4
Unidentified snake － － － － － － － 1 － － － － 1
Reptile total 4 spp. 0 0 0 0 1 3 2 6 5 0 0 0 17

AMPHIBIAN
Hynobius retardatus － － － － － － － 1 4 － － － 5
Rana pirica － － － 858 18 7 3 19 94 45 － － 1044
Hyla japonica － － － － － － 1 － 1 － － － 2

Amphibian total 3 spp. 0 0 0 858 18 7 4 20 99 45 0 0 1051
Total 6 12 15 875 39 41 57 120 231 103 15 9 1523



sized mammals, reptiles and amphibians found dead

on roads in eastern Hokkaido, mainly in the

Tokachi area, over a period of two years between

April 1996 and March 1998. Large mammals such

as Brown Bears (Ursus arctos) and Sika-deer and

pets such as dogs (Canis familiaris) and cats (Felis

catus) were excluded from this survey. Those

found of with no visible external injuries or bruises

and therefore considered to have died from other

causes were also excluded from these data.

Collected mortalities revealed 23 species of me-

dium- and small-sized mammals killed in traffic. It

was also discovered that, with the exception of bats

whose habitat distribution and number of species

are unknown, most species were killed in road acci-

dents. Only four species with relatively limited

habitat distribution (high-altitude, high-latitude)

were not recorded as road kills in this survey:

Pikas (Ochotona hyperborea), two rare species of

voles (Clethrionomys rutilus and C. rex) and Er-

mines (Mustela erminae). However, other survey

has reported on a Pika killed in traffic accident in

the southern Tokachi area (Kawabe & Nakaoka

2000).

One hundred fifty-two dead Big-clawed Shrews

(Sorex unguiculatus) were recorded, the highest

number collected among medium- and small-sized

mammals. Most of them were found in the fall be-

tween August and October. Considering the fact

that many Big-clawed Shrews die of natural causes

in the fall, this number may include bodies run

over after they were already dead. Therefore, it is

highly probable that the estimated number of Big-

clawed Shrews is higher than the actual number of

road kills.

The second highest after Big-clawed Shrews were

Red Squirrels (Sciurus vulgaris), with 94 road

kills. Red squirrels are fundamentally arboreal.

However, as they often walk on the ground to

feed, store and move, they are frequently involved

in road kills. For example, in Minnesota in the

USA (Sargeant & Forbes 1973), the top three spe-

cies which died in traffic accidents all belonging to

the squirrel family. Among them, the Thirteen-

lined Ground Squirrel (Spermophilus tridecemli-

neatus) is a terrestrial squirrel but the remaining

two species (Gray Squirrel, Sciurus carolinensis and

Fox Squirrel, S. niger) belonging to the arboreal

squirrel family. In eastern Finland (Korhonen &

Nurminen 1987), the Red Squirrel , which is a sub-

species of the same species as the Red Squirrel of

Hokkaido, were the most likely animals to be in-

volved in traffic accidents after the Hedgehog

(Erinaceus europaeus) and the Arctic Hare (Lepus

timidus).

Traffic accidents involving Red Squirrels were

less frequent in winter and spring and more fre-

quent in summer and fall. Increases in the number

of accidents seem to involve more than one factor,

including squirrel factors (e.g. change in the num-

ber of individuals crossing roads due to changes in

population size and activity level) and human fac-

tor (e.g. changes in traffic volumes and in automo-

bile speeds). The reasons the accidents were less

frequent in winter and spring may be due to the

human factor in that automobile speeds are slower

due to snowy or ice-bound roads, and the squirrel

factor in that the activity ranges of squirrels are

limited in theses seasons due to increased consump-

tion of stored food. On the other hand, the reasons

that traffic accidents are more frequent in summer

and fall are probably due to the fact that traffic

volumes and automobile speeds increase in these

seasons; the fact that squirrel movements increase

due to increases in their population size as a result

of addition of new-born individuals and due to the

subsequent dispersion of theses individuals; and the

fact that squirrels travel more to collect food for

strage and for other activities (Yanagawa 1998).

Accidents involving Red Foxes (Vulpes vulpes)

came in third. It is believed that the high number

of Red Fox death not only reflect its large popula-

tion, but also its feeding behavior; that is, their de-

pendence on people for food by approaching

roadway to obtain food from sightseers (Tsukada

1995). Many dead foxes were found in July and

August, many of which were thought to be young

foxes born in the same year judging by the size of

their bodies (adult: 9, young: 13, age unknown: 7).

Mortalities of theses top three species were sig-

nificantly high in comparison with other mammals,

accounting for 72.7% of the total number of me-

dium- and small-sized mammal casualties. Other

species found in relatively large numbers (ten or

北海道東部における中・小型哺乳類, 爬虫類および両生類の交通事故
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more mortalities) among medium- and small-sized

mammals were as follows: Brown Rats (Rattus

norvegicus), 22 mortalities; Siberian Chipmunks

(Tamias sibiricus), 19; Laxmann's Shrews (Sorex

caecutiens), 13; Bedford's Red-backed Voles (Cleth-

rionomys rufocanus), 12; and Raccoon Dogs (Ny-

ctereutes procyonoides), 10.

Regarding reptiles and amphibians, among thise

species inhabiting the Tokachi area, only three spe-

cies were not confirmed as road kills: Red-eared

Turtles (Chrysemys scripta), Japanese Mamushis

(Agkistrodon blomhoffii) and Japanese Skinks

(Eumeces latiscutatus). It is thought that the three

species only have one habitat in the Tokachi area

(Sato 1992), so it can be easily imagined that they

live in a very small area with minor populations.

Overall, road kills of reptiles were low, with only

17 mortalities, all of which were found between

May to September.

For amphibians, a great majority of the

mortalities were Ezo Brown Frogs (Rana pirica)

with 1,044 cases, accounting for 99.3% of all am-

phibians mortalities. Few other species were found

in the course of this survey. Accidents involving

Brown Frogs were apparently affected by seasonal

factors, with the peak being in the spring and fall.

Spring, in particular, claimed the largest number

of mortalities, probably because of migration for

breeding during this season (Akisawa & Yanagawa

2000). The peak in fall is probably due to migration

for hibernation.
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with English summary]

ABSTRACT

Road kills of medium- and small-sized mam-

mals, reptiles and amphibians were surveyed in

eastern Hokkaido, northern Japan. Four hundreds

and fifty-five carcasses of medium- and small-sized

mammals, 17 carcasses of reptiles and 1051 car-

casses of amphibians were collected from April 1996

to March 1998. In mammals, the species with the

highest number of casualties due to traffic acci-

dents was the Big-clawed Shrew with a total of 152

killed, followed by Red Squirrel (94) and Red Fox

(85). Road kills of reptiles were low, with only 17

mortalities of four species. In amphibians, a great

majority of the mortalities were Ezo Brown Frogs

with 1,044 casualties.

Key words：Road kill, Mammal, Reptile, Amphib-

ian, Japan
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緒 論

Sclerotinia trifoliorumは子嚢菌亜門(Ascomyconia)・

盤菌綱 (Discomycetes)・ビョウタケ目 (Helotiales)・

菌核菌科 (Sclerotiniaceae) に属する病原性糸状菌であ

る｡ 菌糸成長適温は15～20℃で, 本菌は常温において病

原性を発現するが, 33℃以上では成育できず (Matsuura

1946), S. trifoliorumはこの点からは常温性菌核病菌

と考えられる｡ しかしながら, 本菌は０℃付近において

も成育可能でかつ病原性を有することから, その分布は

全国的であり, 中でも北海道, 東北, 北陸などの積雪地

帯においては積雪下で発病する雪腐菌核病菌として知ら

れているので, 低温菌即ち低温性雪腐菌核病菌と考えら

れる｡ 従って, S. trifoliorumは最終的には低温性通性

雪腐菌核病菌に分類される (Matsumoto 1994)｡

S. trifoliorumの宿主としては, マメ科植物 (アルファ

ルファ, レンゲ, アカクローバ, シロクローバ, クリム

ソンクローバ, アルサイククローバ, ソラマメ, ベッチ

― 15 ―
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低温性通性雪腐菌核病菌 Sclerotinia trifoliorumの
アルファルファ培養において産生される

ポリガラクツロナーゼ活性

渡辺 剛志・波川 啓土・斉藤 泉１・�澤 俊英

Polygalacturonase activity produced by alfalfa culture of
the psychrotrophic facultative snow mold Sclerotinia trifoliorum

Tsuyoshi WATANABE, Yoshitada NAMIKAWA,
Izumi SAITO１, and Toshihide TAKASAWA

(受理：2004年４月30日)

要 旨
低温性通性雪腐菌核病菌 Sclerotinia trifoliorumの低温適応現象を解明するために, ５℃及び20

℃で産生するポリガラクツロナーゼ (PGase) 活性の性質を調べた｡ S. trifoliorumのアルファル

ファ培地での培養は５℃では160日間 (最適培養日数), 20℃では45日間 (最適培養日数) 行った｡

５℃及び20℃培養粗抽出液の PGase 活性は, それぞれ30.8±0.4 U/mL (抽出体積462mL, Total

activity 14 200U), 36.5±0.9 U/mL (抽出体積454mL, Total activity 16 600U) であり, 低温

においても PGase 産生量が著しく低下しないことがわかった｡ これら粗抽出液を Bio-Gel P-６

DGゲル濾過クロマトグラフィーによる脱塩操作後に, ５℃及び20℃培養脱塩画分の PGase 活性の

性質を調べた｡ 温度依存性については, 最適温度は５℃及び20℃培養 PGase 活性ともに50℃であ

り, 50℃での活性に対する各温度での相対活性によって両者を較べると, それらの曲線は両者でほ

ぼ一致した｡ 温度安定性については, 残存活性で比較すると, ５℃培養 PGase 活性は15℃～35℃に

おいて僅かであるが20℃培養のものにくらべて不安定性を示した｡ 一方, 45～55℃では若干の安定

性を示した｡ pH 依存性については, ５℃培養 PGase 活性の最適 pH は4.5であり, 20℃培養は4.0

であった｡ 従って, これらの結果は５℃及び20℃培養によって産生された各々の PGase アイソザ

イムが異なることを示した｡

キーワード：Sclerotinia trifoliorum, 低温菌, ポリガラクツロナーゼ, 低温適応, 細胞壁分解酵素



類), キク科植物 (ハハコグサ, ヂシバリ), アブラナ科

植物 (タネツケバナ) 等の双子葉植物が挙げられる｡

S. trifoliorumによる雪腐菌核病の発病は, 秋におけ

る子嚢胞子の宿主への感染によって始まる｡ 冬の積雪下

で菌糸成長が進行し, 春の融雪後, 気温の上昇と共に茎

葉や根を灰白色に軟化, 腐敗させ, 枯死した植物の表面

には綿毛状の白い菌糸と共にネズミ糞状の菌核を形成す

る｡

S. trifoliorumの宿主への侵入は､ 創傷部及び気孔や

水孔等の自然開孔部侵入及びクチクラ (角皮) 侵入のい

ずれも観察される｡ 特に角皮侵入においては､ 植物細胞

上皮を穿孔する菌糸の物理的な力と植物細胞壁を分解す

る一連の酵素群による化学的な力によってなされると考

えられている｡ また､ 植物細胞壁の一次細胞壁や植物細

胞壁間隙物質の主要成分であるペクチン質を分解する細

胞外酵素ペクチナーゼの一種ポリガラクツロナーゼ

(PGase) は, 植物の病原性, 即ち植物の腐化 (マセレー

ション) に深く関与している (Bateman and Basham

1976)｡

ペクチン質は D-ガラクツロン酸 (D-GA) がα-１,

４結合によって重合したポリガラクツロン酸を骨格とし

て, 更にポリガラクツロン酸残基のカルボキシル基の一

部がメチルエステル化された物質で, メチルエステル化

率の低い方から順にポリガラクツロン酸, ペクチン酸,

ペクチン及びペクチニン酸に分類される｡ ペクチナーゼ

にはポリガラクツロナーゼ, ペクチン酸リアーゼ, ペク

チンリアーゼ, 及びペクチンエステラーゼ等がある｡ ペ

クチナーゼは細胞間隙物質であるペクチン質に作用し,

マセレーションを引き起こすと考えられる｡ ここではポ

リガラクツロン酸またはペクチン酸の α-１,４ 結合を

加水分解する酵素であるポリガラクツロナーゼの活性の

性質について調べた｡

この酵素は, これまでに菌類 (Takahashi et al. 2002;

Nagai et al. 2000; Takasawa et al. 1997; Waksman

et al. 1991; Kester and Visser 1990; Schejter and Mar-

cus 1988) , 細菌 (Roberts et al. 1988; Nasuno and

Starr 1966), 酵母 (Gognies 2001; Blanco et al. 1994),

植物 (Kapoor et al. 2000; Pathak et al. 2000; Bonghi

et al. 1992; DellaPenna et al. 1986) 及び線虫 (Stepha-

nie et al. 2002) 等の広い範囲にその分布が知られてき

た｡

我々は, PGase を標的にして, 低温菌の低温環境への

適応機構を酵素分子レベルで解明することを目的として

いる｡ 本研究では, S. trifoliorumをアルファルファに

おいて５℃及び20℃でそれぞれ培養し, その粗抽出液中

に含まれる PGase の活性測定から, 低温域 (５℃) と

常温域 (20℃) で産生される PGase 活性の性質を比較

検討した｡ また､ 小麦フスマ培養に於いて産生されたポ

リガラクツロナーゼ活性 (Watanabe et al. 2003) と

も比較検討した｡

試薬及び実験方法

試薬

試薬は以下の会社のものを使用した｡ Potato-

Dextrose-Agar (以下 PDA) (Difco Laboratories); ア

ルファルファペレット (川西農協); Coomassie Bril-

liant Blue (以下 CBB) G-250 (半井化学薬品工業, 電

気泳動用特製 Lot No. M７R3031); リン酸 特級 (85%

(w/w)), メタノール 特級 (99.8% (w/w)), アジ化ナ

トリウム 化学用 (90.0% (w/w)), Hyflo Super-Cel,

氷酢酸 特級, 酢酸ナトリウム 特級, フェノール ア

ミノ酸分析用, 硫酸 精密分析用, 無水炭酸ナトリウム

特級, シアン化カリウム 特級, ヘキサシアノ鉄 (Ⅲ)

酸カリウム (フェリシアン化カリウム) 特級, 硫酸鉄

(Ⅲ) アンモニウム12水和物 特級, ラウリル硫酸ナト

リウム 生化学用 (和光純薬工業); D－ガラクツロン酸

(D-GA) １水和物, ポリガラクツロン酸 (以下 PGA)

(From orange; Loss on drying 7.2%; Purity 89%), 3-

[N-Morpholino] propane sulfonic acid (以下MOPS),

２-[N-Morpholino]ethanesulfonic acid (以下 MES),

Bovine Serum Albumin (以下 BSA) (Crystallized

and lyophilized) (Sigma)｡

菌体の培養

PDA培地での培養: PDA粉末3.9g をイオン交換蒸留

水 (以下純水) 100mL 中で加熱攪拌し溶解させ, オー

トクレーブ滅菌 (121℃ (ca.2.2kg/�) , 20分間) した｡

クリーンベンチ内で１シャーレ当たり約20mL の PDA

水溶液を分注し, S. trifoliorumの菌核を移植した｡ S.

trifoliorum は, この PDA 培地上で20℃で約２週間培

養した｡

アルファルファ培地での培養: アルファルファ約70g

に純水100mL を加え混合し, 次に, これを500mL 三角

フラスコに移し, オートクレーブ滅菌を行った｡ クリー

ンベンチ内で滅菌アルファルファ培地に, PDA 培地１

シャーレ当たり５フラスコに移植した｡ その後５℃にお

いて160日間, 20℃において45日間培養した｡

粗抽出液の調製

粗抽出液は以前に述べた方法 (Takeuchi 2002) に従っ

て調製した｡ 抽出は１フラスコ当たり, 10mM酢酸ナト

リウム-酢酸 (pH4.5) 緩衝液 (以下 S. buffer) 200mL

で行った｡

渡辺 剛志・波川 啓土・斉藤 泉・高澤 俊英
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ポリガラクツロナーゼ (PGase) 活性測定法

PGase 活性は, 酵素反応総体積2.2mL (１% (w/v)

PGA-0.1M 酢酸ナトリウム－酢酸 (pH4.5) 緩衝液基質

溶液2.0mL, 酵素溶液及び S. buffer 0.2mL) 系 (サン

プリング体積10μL) を用いて還元糖を鉄試薬高感度還

元糖定量法 (Ikuma et al. 2001; Ikeura et al. 2003)

によって決定し, その遊離速度から求めた｡ 遊離速度は

rate-assay 法 (0, 3, ６及び９分) によって決定した｡

酵素活性の１Unit は還元糖の遊離速度１μmol/min と

定義した｡

Bio-Gel P-６ DGゲル濾過クロマトグラフィー

５℃培養粗抽出液400mL (Total activity 12 320U)

及び20℃培養粗抽出液350mL (Total activity 14

700U) をそれぞれ, あらかじめ S. buffer で平衡化した

Bio-Gel P-６ DGカラム (φ4.4cm×94cm, カラム体積

１ 429mL) に供し, 約2.4カラム体積 (３ 400mL) の S.

buffer を用いて溶出した｡ カラムからのタンパク質の

溶出モニターは280nmでの吸光度 (A280) の測定によっ

て行った｡ 溶出画分は20mL ずつをフラクションコレク

ター (Pharmacia-LKB) を用いて集め, 得られた各画

分について PGase 活性を測定した｡ また, カラムから

の塩の溶出状態をモニターするために電気伝導度 (CD-

35MⅡ, M&S Instruments Inc.) を測定した｡ PGase

活性画分をプールし, 脱塩活性画分を得た (５℃培養

441mL, ３ 232U; 20℃培養 584mL, 13 666U)｡

pH 依存性

５℃及び20℃培養についてのPGase 活性の測定は各々

の粗抽出液からの Bio-Gel P-６ DG活性画分を用いて,

pH3.0, 3.5, 4.0, 4.5, 5.0, 5.5, 6.0, 6.5, 7.0及び7.5にお

いて行った｡ pH3.0, 3.5及び4.0基質緩衝液は0.1M 酢酸

ナトリウム-HCl 緩衝液を, pH4.5, 5.0及び5.5は0.1M

酢酸ナトリウム-酢酸緩衝液を, pH6.0及び6.5は0.1M

MES-NaOH 緩衝液を, pH7.0及び7.5は0.1M MOPS-

NaOH 緩衝液を用いた｡ 酵素活性測定は2.2mL (１%

(w/v) PGA 基質溶液２mL, 酵素溶液0.02mL 及び S.

buffer 0.18mL) 系 (サンプリング体積10μL) におい

て40℃で行った｡

温度依存性

５℃培養においては粗抽出液からのBio-Gel P-６ DG

活性画分を, 20℃培養においては20℃培養粗抽出液の粘

度が低く, 活性測定が容易だったために, この場合のみ

粗抽出液を用いた｡ 酵素反応温度を５～70℃の範囲で,

１% (w/v) PGA-0.1M 酢酸ナトリウム-酢酸 (pH4.5)

緩衝液基質溶液２mL 及び酵素溶液0.02mL 及び S.

buffer 0.18mLを用いて2.2mL系 (サンプリング体積10

μL) で PGase 活性の測定を行った｡

温度安定性

５℃及び20℃培養における PGase 活性の温度安定性

は Bio-Gel P-６ DG 活性画分を用いて５～55℃の温度

にそれぞれ30分間暴露後, PGase 活性測定を１% (w/v)

PGA-0.1M 酢酸ナトリウム-酢酸 (pH4.5) 緩衝液基質

溶液２mL 及び酵素溶液0.02mL を用いて, 2.2mL 系

(サンプリング体積10μL) において40℃で行った｡

結 果

５℃及び20℃培養粗抽出液の PGase 活性含量

５℃・160日及び20℃・45日アルファルファ培養粗抽

出液の PGase 活性はそれぞれ30.8±0.4U/mL (抽出体

積462mL, Total activity 14 230U) , 36.5±0.9U/mL

(抽出体積454mL, Total activity 16 570U) であり, 20

℃培養に於いて PGase 活性の産生量が約20%高かった｡

pH 依存性

酵素活性の酵素反応混液 pHに対する依存性を調べる

ために基質溶液の pHを変化させて活性を測定した｡ 結

果は図１に示す｡ ５℃及び20℃培養に於いて産生された

PGase 活性の pH 依存性は両者の間で大きく異なって

いた｡ ５℃培養において PGase 活性の最適 pH は pH

4.5であり, 20℃では pH4.0であった｡ ５℃培養は pH4.5

での活性に対する相対活性によって20℃培養と較べると,

低 pH 側 (pH3.0～4.0) においては低い値を示したが,

中性 pH域 (pH5.5～6.5) においては高い値を示した｡
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図１. 低温性雪腐菌核病菌 S. trifoliorum ５℃及び20℃
Alfalfa 培養粗抽出液 Bio-Gel P-６ DG 活性画分の PGase 活
性 (pH4.5相対活性) の pH依存性の比較.

, 5 Alfalfa Bio-Gel P-6 DG
, 20 Alfalfa Bio-Gel P-6 DG
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温度依存性

５℃及び20℃アルファルファ培養において得られた

PGase 活性の酵素反応温度に対する変化を調べるため

に, ５～70℃の温度範囲で pH4.5・2.2mL 系で PGase

活性の測定を行った｡

図２に示すように, ５℃及び20℃培養における PGase

活性の最適温度は共に50℃であり, 更に両者の温度依存

性曲線について著しい違いは観察されなかった｡

温度安定性

５℃及び20℃培養 Bio-Gel P-６ DG 活性画分の酵素

活性の温度に対する安定性を調べるために, それぞれの

酵素溶液を各温度 (５℃-55℃) に30分間暴露し, 2.2mL

系・40℃で酵素活性を測定した｡

５℃及び20℃培養 Bio-Gel P-６ DG 活性画分につい

て, ５℃での活性に対する残存活性によって比較した

(図３)｡ ５℃培養活性画分は20℃活性画分と較べると15

℃-35℃での温度範囲すなわち常温域において若干の失

活が観察された｡ 両画分共, 残存活性は40℃から大きく

低下し始め, 20℃培養活性画分については50℃で完全に

失活した｡ 一方, ５℃培養活性画分については50℃では

未だ完全に失活せず, 55℃においても若干の残存活性を

有していた｡

考 察

低温性通性雪腐菌核病菌 S. trifoliorumは, 積雪下の

低温において雪腐病を, 更に常温に於いては菌核病を,

引き起こす病原菌である｡ この菌が産生するポリガラク

ツロナーゼは, 植物の腐化に深く関与していると考えら

れる｡ まず我々は, 常温 (20℃) 及び低温 (５℃) での

アルファルファ培養における最適培養条件における

PGase 産生量を比較した｡ その結果, 低温培養でも常温

培養でも活性含量は大きくは違わず, ５℃培養の PGase

産生量は20℃のそれの84.4%を産生していた｡ 以前行っ

た小麦フスマを用いた同様の実験では５℃培養の

PGase産生量は20℃のそれの82.1%であり今回のアルファ

ルファでの５℃PGase 産生量と20℃PGase 産生量の比

が保存されていた｡ この事実は低温では雪腐病を, 更に

常温でも菌核病を引き起こし, 何れの温度に於いても病

原性を有する点と深く関連していると考えられる｡

アルファルファ培養と小麦フスマ培養 (５℃培養1.33

U/mL; 20℃培養1.62U/mL) (Watanabe et al. 2003)

では, 常温培養でも低温培養においても明らかに PGase

産生量が異なり, アルファルファ培養はフスマ培養に較

べて約23倍多く産生した｡ これは S. trifoliorumの宿

主が小麦フスマではなくアルファルファであることと関

連があると思われる｡ 一方, 双子葉類の一次細胞壁は,

単子葉類にくらべてペクチン質の含量が約10倍も高く

(Darvill 1980) , 従ってポリガラクツロナーゼ誘導物

質含量が高いためにアルファルファ培養におけるポリガ

ラクツロナーゼ産生が高かった可能性も考えられる｡

S. trifoliorumは常温に於いて菌核病を発病させるだ

渡辺 剛志・波川 啓土・斉藤 泉・高澤 俊英
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図２. 低温性雪腐菌核病菌 S. trifoliorum５℃Alfalfa 培養粗
抽出液 Bio-Gel P-６ DG活性画分及び20℃Alfalfa 培養粗抽出
液の PGase 活性 (50℃相対活性) の温度依存性の比較.

, 5 Alfalfa Bio-Gel P-6 DG
, 20 Alfalfa

図３. 低温性雪腐菌核病菌 S. trifoliorum ５℃及び20℃ Al-
falfa 培養粗抽出液 Bio-Gel P-６ DG 活性画分の PGase 活性
の温度安定性の比較｡ ５℃保存の PGase 活性の平均値を100%
とした相対活性で示した.

, 5 Alfalfa Bio-Gel P-6 DG
, 20 Alfalfa Bio-Gel P-6 DG
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けでなく, 低温でも雪腐病を発病することから, ５℃で

産生される PGase は, 20℃培養に較べて低温において

高い活性を示す, 即ち, 低温酵素である可能性が考えら

れた｡ それゆえに５℃培養 Bio-Gel P-６ DG脱塩画分

と20℃培養粗抽出液の温度依存性を調べ, 低温域に於い

て高い活性を示すかどうかを50℃での活性に対する相対

活性で確認した｡ 至適温度は共に50℃であり, 両曲線は

ほぼ同じ傾向を示した｡ このことから５℃培養 PGase

は, 低温域に於いて高い相対活性を示さず, 20℃培養

PGase との違いは明らかではなかった｡ 従って, 温度依

存性からは顕著な低温適応現象は観察されなかった｡

一方, ５℃及び20℃培養 Bio-Gel P-６DG画分の温度

安定性については, ５℃培養 PGase は, 常温域で若干の

温度不安定性を示し, 低温酵素としての特徴を有してい

るものと思われた｡ しかしながら 高温域では, 20℃の

それと同様な傾向で失活し, 変性温度は両者の間に違い

がないと判断される｡ しかしながら, 完全失活温度につ

いては20℃培養 PGase 活性は50℃で完全に失活したが,

５℃培養 PGase 活性は55℃においても若干残存し, ５

℃培養 PGase 活性の失活温度は55℃より高かった｡ 以

上の点から５℃培養 PGase 活性は, 常温域では20℃培

養 PGase 活性に比べて不安定であったが, 完全には失

活しにくい構造を有しているものと考えられる｡ しかし

ながら, 現時点では, その様な構造の具体性については

言及できない｡

５℃及び20℃培養 Bio Gel P-６DG 画分の pH 依存

性については, ５℃培養 PGase 活性の至適 pHが4.5, 20

℃培養の至適 pHが4.0であり, 両者に明らかな違いが確

認された｡ このことから５℃及び20℃培養で産生される

PGase アイソザイムは, 同じものではないことが明らか

であり, 培養温度によって異なる PGase アイソザイム

が産生された事が示された｡

以上の結果をまとめると, 培養温度の違い (５℃及び

20℃) によって, 産生されたポリガラクツロナーゼアイ

ソザイムは酵素活性の pH依存性が異なっているので構

造的に異なるアイソザイムで, ５℃培養において産生さ

れたアイソザイムは温度不安定性を示し, 低温酵素の特

徴を有していた｡ しかしながら, ５℃培養アイソザイム

は温度依存性の結果からは顕著な低温適応現象は観察さ

れなかった｡ この事実は前述したように S. trifoliorum

は低温性通性雪腐菌核病菌であり, 低温でも常温でもど

ちらに於いても病原性を有する点と関係しているのかも

しれない｡

しかしながら, 常温培養にくらべて低温培養では培養

温度５℃における PGase 活性が低いので, 低温積雪下

での雪腐菌核病については, 常温での菌核病に較べて,

症状の進行速度は遅いものであろうと考えられる｡
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Summary

In order to clarify cold adaptation phenomenon

of the psychrotrophic facultative snow mold

Sclerotinia trifoliorum, the properties of polygalact-

uronase (PGase) activity produced in 5℃-and 20℃-

culture were examined in the crude extracts. S.

trifoliorum was cultured in the alfalfa medium at

5℃ for 160 days and at 20℃ for 45 days. The

PGase activities in the crude extracts of the 5℃-

and 20℃-culture were 30.8±0.4 U/mL (Extracted

volume, 462 mL; Total activity, 14 200 U ), 36.5±

0.9U/mL (Extracted volume, 454 mL; Total activity,

16 600 U), respectively. It was shown that PGase

production did not remarkably decrease in the low-

temperature environment. After desalting of these

crude extracts by the Bio-Gel P-6 DG gel filtration

chromatography, the properties of PGase activities

of the 5℃-and 20℃-culture desalting fractions were

examined. As to the temperature dependence, the

optimum temperature for the enzyme reaction at

pH 4.5 was 50℃ for both 5℃-and 20℃-culture.

Both cultures were compared by the relative activ-

ity against the activity at 50℃, and both depend-

ency-curves almost agreed within an experimental

error. In the thermostability, compared with the 20
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℃-culture by remaining activity, the 5℃-culture

PGase activity showed slightly more instability at

15℃-35℃, but a little more stability at 45℃-55℃.

For the pH dependence, the optimum pH of 5℃-

culture PGase activity was 4.5, and 20℃-culture

was 4.0. Therefore, this fact shows that PGase

isoenzymes produced by 5℃-and 20℃-culture were

different from each other.

Key words：Sclerotinia trifoliorum; psychrotroph;

polygalacturonase; cold adaptaition; cell

wall degrading enzyme
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緒 論

好冷性糸状菌である雪腐大粒菌核病菌 Sclerotinia

borealisは土壌凍結期間の長い北海道東部を中心とした

寒冷地に分布する子のう菌類ビョウタケ目キンカクキン

科に属する植物病原菌である｡ 麦類であるオオムギやコ

ムギ (Tomiyama 1955), 芝草であるペントグラス

(Groves and Bowerman 1955; Jamalainen 1949), お

よび牧草であるオチャードグラス (Matsumoto and

Sato 1983; Noshiro 1980) 等に対して病原性を示す｡

この菌は, 宿主植物の葉や茎の組織の内外に黒色菌核を

形成し, これを腐敗させる｡ 感染した茎や葉は, 雪解け

後乾燥し, 灰白色となり, 枯死した茎葉にはネズミ糞状

の菌核がみられる｡ 土中で越夏した菌核は, 晩秋に発芽

して, 茶褐色の漏斗状の子のう盤を形成し, 感染源とな

る子のう胞子を飛散させる｡ 宿主植物体に付着した子の

う胞子は, 積雪とともに発芽して, 宿主に侵入する｡ ま

た, この菌は, 天然においては０～５℃の積雪下で生息

し, 実験的にも５℃で最も良い成長を示すが, 20℃では

成長を示さず, 好冷菌 (Psychrophile) に分類される｡

S. borealisは常温菌に比べて好乾的な環境で良好な

菌糸成長を示す (Terami and Kawakami. 1999) こと

が報告されている｡ 本研究においては, Terami and

Kawakami. (1999) の報告において菌糸成長促進効果

を示したソルビトール, KC1, グリセリン, マンニトー

ル, シュークロースの中で, もっとも促進効果の高かっ

たマンニトールを添加した potato dextrose agar

(PDA) 培地において, S. borealisの培養を試み, 無

添加での培養における菌糸成長と比較検討した｡

実験材料及び方法

試薬

PDA は 日本ベクトン･ディッキンソン (東京都) か

ら購入したものを使用した｡ D-マンニトール (特級)

及び次亜塩素酸ナトリウム溶液 (化学用, 有効塩素：５

％ (w/w)) は 和光純薬工業 (大阪市) からのものを
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要 旨
Potato dextrose agar (PDA) 培養に於いて, 好冷性雪腐大粒菌核病菌 S. borealisの菌糸成

長は菌糸を移植した場合でも菌核を移植した場合でも同じように, 0.25M及び0.5M D-マンニトー

ルを添加することによって著しく促進された｡ 促進効果については菌糸を培養した場合の方が, 菌

核を培養した場合に較べて, より大きかった｡ 単位面積当たりの PDA培地量に対する成長の早さ

については, 培地量が多い場合 (20mL) の方が少ない場合 (10mL) に比べて成長の速度がより

早かった｡

キーワード：雪腐病菌 Sclerotinia borealis, 好乾性, D-マンニトール, PDA, 好冷性



使用した｡

PDA培地での培養

PDA3.9g をレンジで加熱した熱水 (純水) 80mL に

加え, 加熱撹拌して完全に溶解させ, これを純水で100

mL にメスアップし, 3.9% (w/v) PDA 溶液を調製し

た｡ この PDA 溶液を三角フラスコ中で, 121℃・2.2㎏

/� で20分間オートクレーブ滅菌した｡ 滅菌処理した

PDA 溶液を, クリーンベンチ内で滅菌済みのシャーレ

に20mL づつ分注して室温まで放冷し, 固化させた｡ ス

ラント培地中で保存しておいた S. borealis (北海三共

株式会社農業科学研究所 (北広島市)) の菌糸を竹串を

用いて無菌的に取り出し, シャーレ中の PDA培地上に

移植した｡ これを５℃ (インキュベータ内) で約２ヶ月

間静置培養した｡

マンニトール存在下 PDA 培地での S. borealisの培養

とその成長曲線

レンジで加熱した熱水 (純水) 80mL に PDA3.9g 及

び D-マンニトール約11.94g を加え, 加熱撹拌して完全

に溶解させ, これを純水で100mL にメスアップし,

0.5Mマンニトール－3.9% (w/v) PDA溶液を調製した｡

0.25M マンニトール－3.9% (w/v) PDA 溶液は, D-マ

ンニトール 約5.97gをはかりとり, 0.5Mマンニトール－

3.9% (w/v) PDA 溶液と同じ手順で調製した｡ これら

の PDA 溶液を三角フラスコ中で, 121℃で20分間オー

トクレーブ滅菌した｡ 滅菌処理したPDA溶液を, クリー

ンベンチ内で滅菌済みのシャーレ (φ９㎝) に20mL づ

つ分注して室温まで放冷し, 固化させた｡

菌核から培養する場合には, スラント培地中に保存さ

れた S. borealisの菌核を竹串を用いて無菌的に取り出

し, この菌核をビーカー内の約５％ (v/v) 次亜塩素酸

ナトリウム溶液 (有効塩素0.25％ (w/w)) に約10分間

浸けて滅菌した｡ その後, 菌核をピンセットで取り出し,

別のビーカー中の滅菌した純水で洗い, さらに別のビー

カー中の滅菌した純水で洗った｡ 水洗いした菌核を滅菌

済みのシャーレ中の濾紙上で, メスを用いて輪切りにし,

シャーレ中の0.25M 又は0.5M マンニトール-PDA 培地

上に移植した｡ これを５℃ (インキュベータ内) で静置

培養した｡

菌糸から培養する場合には, PDA 培地上で培養され

た S. borealisの菌糸を PDA培地ごとコルクボーラー

No. ５ (φ１㎝) でくりぬき, シャーレ中の0.25M 又

は0.5M マンニトール－PDA 培地上に移植した｡ これ

を５℃ (インキュベータ内) で静置培養した｡

成長菌糸の長径と短径をノギス (ステンＭ型15㎝, 新

潟精機株式会社 (新潟県三条市)) で測定し, その値に

よる面積を楕円形として求め, その面積値を菌の成長度

として評価した｡

結果及び考察

S. borealisは常温菌に比べて好乾的な環境で菌糸成

長を示すと云う報告 (Terami and Kawakami. 1999)

に従って, D-マンニトールを PDA培地に添加すること

が菌糸成長に対して促進効果を示すか否かを調べた｡

まず, 本菌は, 培地単位面積当たりの栄養源が少ない

場合, 成育に必要な栄養源を確保するために, 菌糸を広

範囲に伸ばすことで成育に必要な栄養を確保しようとす

るであろうという想定のもとで, 同じ D-マンニトール

濃度 (0.5M) で容量の異なる培地 (10mL 及び20mL)

上において菌核培養に於ける菌糸成長を観察した｡

0.5M D-マンニトール-PDA培地において培地量が少な

い場合, 即ち単位面積当たりの栄養が乏しい場合

(10mL) 及び多い場合 (20mL) の菌糸の成長度合いを

調べた｡ 結果を図１に示す｡ 各培地量条件において３シャー

レについての菌糸面積の平均値を培養日数に対してプロッ

トした｡ 今回, 培地量の違い (10mL 及び20mL) によ

る菌糸成長速度の違いは培養初期 (～15日) では大きく

なかった｡ これは菌核を移植したために菌核が菌糸成長

を開始するまで時間を要したのが原因と考えられる｡ し

かしながら, 菌糸成長の活発な培養期間中盤 (20日～)

から培地量の多いほうが, 即ち PDA培地の厚さが厚い

ほうが予想に反して菌糸面積の増加即ち菌糸成長が早かっ

た (ca. 50％up)｡ 通常の考え方では, S. borealisの菌

糸成長に必要な養分体積量はほぼ一定と考えられるので,

菌糸面積は培地の厚さに反比例する｡ 従って, 一定の養

分量は菌糸面積及び PDA培地の厚さによって決まり,

培地の厚さが２倍になった場合には一定養分液量が同じ

であれば面積は１/２になるはずである｡ 従って, 成長

に使われる養分量が同じであれば菌糸面積は培地量10

mL の場合に比べて, 培地量20mL の場合には１/２に

なると推測される｡ この結果は, 菌体が成長するにつれ

て必要とする栄養源の量も増加するために, 面積当たり

の養分が多ければ多い程成長に対する刺激が強く, 単位

面積当たり栄養の豊富な方が菌糸成長に対する制約が少

なく活発に成長し易かったということを示している｡

次に D-マンニトール濃度が菌糸成長に与える影響を

しらべた｡ D-マンニトールを含まない PDA培地上で培

養した菌核断片を D-マンニトール濃度の異なった0.25

M 及び0.5M D-マンニトール-PDA 培地 (20mL) に移

植し S. borealisの菌糸成長の状況を調べた｡ シャーレ

ごとの成長のばらつきを調べるために, 各マンニトール

濃度条件について３シャーレずつ作成した｡ 各マンニトー

ル濃度条件における３シャーレの菌糸面積の平均値を培
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養日数に対してプロットしたものを図２に示す｡ この場

合に於いても菌核培養であったので培養初期 (～12日)

では菌糸成長が活発に進行しなかったため, コントロー

ル及びサンプル群の成長速度の間にほとんど違いは観察

されなかった｡ 培養中期以降は D-マンニトールを含む

培地と含まない培地では, 菌糸の成長に歴然とした差が

みられた｡ しかしながら, D-マンニトール濃度の違い

(0.25M及び0.5M) による影響は殆どなかった｡ 従って

菌核培養に於ける菌糸成長の促進効果を得るには0.25M

D-マンニトールで充分であると結論できる｡

更に, 菌核を移植した培養と同じ条件で菌糸 (開始面

積: φ１㎝) を移植した場合には更に歴然とした違いが

観察された｡

図３は各マンニトール濃度条件における３シャーレの

菌糸面積の平均値を培養日数に対してプロットしたもの

である｡ 即ち, 菌糸移植の場合, マンニトール非存在下

では菌糸は54日目まではほとんど成長が進まなかった｡

一方, マンニトール存在下では37日目までは菌糸は順調

に成育したが, その後は54日目まで顕著な成長を示さな

かった｡

以上の結果, PDA培地に於いてはD-マンニトールを

添加することによって菌糸成長は菌糸移植の場合でも菌

核移植の場合でも同様に, 著しく (２-３倍) 促進され

ることが分かった｡ これは培地へのマンニト－ルの添加

によって菌糸細胞内外の浸透圧の差が小さくなり, 菌が

栄養源を取り入れやすくなったためであると考えられる｡
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: 10mL PDA culture
: 10mL PDA culture
: 20mL PDA culture

図１. 0.5M D－マンニトール存在下 PDA培地上での S. bore-
alis菌核培養に於ける培地体積の違いに対する菌糸の成長曲
線. 0.5M D－マンニトール存在下 PDA 培地上で S. borealis
菌核を５℃で培養した. 成長した菌糸の断面積を楕円形とし
て見積もり, 成長度合としてプロットした.

2

:0.25M Mannitol
:0.5M Mannitol
:Control

図２. 0－0.5M D－マンニトール存在下 PDA 培地上での S.
borealis菌核培養における菌糸の成長曲線. 0－0.5M D－マン
ニトール存在下 PDA 培地上で S. borealis菌核を５℃で培養
した. 成長した菌糸の面積を楕円形として見積もり, 成長度
合としてプロットした. 実験は３重に行った.

2

:0.25M Mannitol
:0.5M Mannitol
:Control

図３. 0－0.5M D－マンニトール存在下 PDA 培地上での S.
borealis菌糸培養における成長曲線. 0－0.5M D－マンニトー
ル存在下 PDA 培地上で S. borealis菌糸を５℃で培養した.
成長した菌糸の面積を楕円形として見積もり, 成長度合とし
てプロットした. 実験は３重に行った.
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Summary

Growth of psychrophilic snow mold Sclerotinia

borealis on the potato dextrose agar (PDA) culture

was remarkably promoted by adding 0.25M and

also 0.5M D-mannitol, either when the sclerotium

was transplanted and when the hypha was

innoculated. The promoting effect was greater

when the hypha was cultivated than in the case in

which the sclerotium was cultivated. The growth

speed for PDA medium quantity per unit area

where the medium volume was large (20mL) was

faster than the case of small amount (10mL) .

Key words：Snow mold Sclerotinia borealis, Xe-

rophilic, D-mannitol, PDA, Psychrophilic.
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は
じ
め
に

江
馬
修
の

『

山
の
民』

に
対
し
て
大
岡
昇
平
は
、｢

恐
ら
く
こ
れ
ま
で
に
わ
が
国
で
書
か
れ
た

最
も
す
ぐ
れ
た
歴
史
小
説
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ｣

(｢

江
馬
修

｢

山
の
民｣｣)

る
、
と
最
高
級
の

評
価
を
与
え
た
。
一
九
六
三
年
六
月
か
ら
翌
年
の
十
一
月
に
か
け
て
、『
文
学
界』

に
断
続
的
な

が
ら
十
三
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
評
論
の
後
半
六
回
を
、
大
岡
は
歴
史
小
説
を
論
じ
る
こ
と

に
あ
て
て
い
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
取
り
あ
げ
展
開
さ
れ
た
そ
の
歴
史
小
説
論
の
ひ
と
つ
の
到

達
点
が
、
先
の
評
価
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
以
後
も
そ
の
評
価
に
基
本
的
に
変
化

は
な
か
っ
た
。
一
九
六
八
年
八
月
、『

全
集
・
現
代
文
学
の
発
見』

(

学
芸
書
林)

と
題
さ
れ
た
全

十
六
巻
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
、｢

第
十
二
巻

歴
史
へ
の
視
点｣

の
編
集
、
解
説
を
行
な
っ
て
い

た
大
岡
は
、
た
ぶ
ん
一
巻
全
部
を
使
っ
て
も
入
り
切
ら
な
い
で
あ
ろ
う
長
編

『

山
の
民』

の
一
部

を
収
録
す
る
。『

山
の
民』

の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
へ
の
収
録
は
む
ろ
ん
は
じ
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
も

｢

解
説｣

に
お
い
て
大
岡
は
、｢

歴
史
の

｢

自
然｣

を
破
壊
せ
ず
に
そ
の
中
の
劇
的
な

契
機
を
取
り
出
す
と
い
う
方
向
に
お
い
て
最
高
の
成
果
を
収
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。｣

と
述
べ

て
い
る
。
さ
ら
に
は
最
初
の
発
言
か
ら
ち
ょ
う
ど
十
年
、｢

歴
史
小
説
の
問
題｣

(『

文
学
界』

、
74
・

６)

に
お
い
て
も
、｢

私
の
知
る
限
り
、
現
在
物
語
体
の
リ
ア
リ
ズ
ム
に
よ
る
最
上
の
歴
史
小
説｣

と
述
べ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
も
の
い
い
に
は
、
最
初
の
発
言
に
は
な
い
微
妙
な
い
い
方
が
含
ま
れ

て
い
る
が
、
今
は
そ
の
こ
と
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
岡
は
一
貫
し
て
高
い

評
価
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の

『

山
の
民』

と
い
う
作
品
に
つ
い
て
、
一
度
き
っ
ち
り
と
し
た
形
で
検
討
し
て
お
き
た
い

と
思
っ
た
の
は
む
ろ
ん
大
岡
の
論
に
接
し
た
際
で
あ
っ
た
が
、
歴
史
小
説
や
歴
史
記
述
に
関
す
る

そ
の
他
の
発
言
、
あ
る
い
は
歴
史
を
対
象
と
し
た
大
岡
自
身
の
諸
作
品
を
細
か
に
見
て
い
く
過
程

で
、
そ
れ
は
是
非
と
も
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
し
て
立
ち
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

拙
著

『

大
岡
昇
平
と
歴
史』

(

�
林
書
房
、
02
・
５)

で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
歴
史
と
文
学

あ
る
い
は
歴
史
小
説
と
歴
史
記
述
の
問
題
に
つ
い
て
最
も
持
続
的
に
取
り
組
み
、
か
つ
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
そ
の
最
も
す
ぐ
れ
た
成
果
を
達
成
し
て
い
た
の
が
大
岡
昇
平
だ
っ
た
と
い
え
る
か
ら
で
あ

り
、
ま
た
そ
の
際
に
は『

山
の
民』

に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

加
え
て
い
え
ば
、
大
岡
の

『

山
の
民』

に
関
す
る
発
言
は
作
品
論
と
し
て
は
決
し
て
十
全
な
も
の

で
あ
っ
た
と
は
い
え
ず
、
ま
た
大
岡
の
論
に
触
発
さ
れ
た
形
で
書
か
れ
た
そ
の
後
の

『

山
の
民』

に
関
す
る
論
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
大
岡
の
も
の
を
い
く
ば
く
も
超
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
あ
る
意
味
で
は
そ
れ
も
仕
方
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
。
と

い
う
の
は
、
こ
の
作
品
を
十
全
に
論
じ
る
た
め
に
は
い
く
つ
か
の
極
め
て
煩
雑
か
つ
膨
大
な
手
続

き
が
要
求
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
大
岡
は
む
ろ
ん
そ
の
こ
と
を
わ
き
ま
え
て
い
た
。｢

江
馬
修

｢

山
の
民｣｣

(『

文
学
界』

、
64
・
９))

の
冒
頭
、
大
岡
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

江
馬
修

『

山
の
民』

研
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こ
の
作
品
は
戦
争
中
の
一
九
三
八
―
四
〇
年
に
、
三
冊
本
と
し
て
自
費
出
版
さ
れ
、
昭
和
二

十
四
年
冬
芽
書
房
か
ら
、
約
四
百
枚
書
き
足
し
て
出
版
さ
れ
た
。
二
十
六
年
角
川
文
庫
に
収
め

ら
れ
た
が
、
著
者
は
そ
れ
で
も
満
足
せ
ず
、
さ
ら
に
千
枚
が
書
き
足
さ
れ
、
二
千
五
百
枚
の
四

部
の
定
本
に
殖
え
た
の
で
あ
っ
た
。(

昭
和
三
十
三
年

理
論
社)

こ
れ
は
一
つ
の
作
品
の
成

立
の
過
程
と
し
て
、
異
常
で
あ
る
。

大
岡
は

『

山
の
民』
の
た
び
重
な
る
改
稿
に
注
目
し
、
そ
れ
を

｢

異
常｣

、
つ
ま
り
は
か
な
り

特
殊
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
認
め
て
い
た
。
だ
け
で
は
な
く
、
大
岡
は
実
際
角
川
文
庫
版
と
理
論
社

版
の
い
く
つ
か
の
異
同
を
指
摘
し
、
本
文
全
体
に
つ
い
て

｢

も
し
篤
志
家
が
調
べ
て
み
れ
ば
、
一

人
の
作
家
に
お
け
る
思
想
と
技
巧
の
成
長
に
つ
い
て
、
教
訓
的
な
結
果
が
得
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。｣

と
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。
大
岡
は
ま
た
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
た
。

江
馬
修
は
高
山
の
生
れ
で
、
戦
争
中
帰
郷
し
て
、
郷
土
史
雑
誌

｢

ひ
だ
び
と｣

の
編
集
を
し

て
い
た
。
そ
の
時
の
実
地
踏
査
と
古
文
書
研
究
か
ら｢
山
の
民｣

の
初
稿
が
生
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
作
品
を
支
え
る
の
は
、
こ
う
い
う
地
方
生
活
に
つ
い
て
の
知
識
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
大
岡
は
、
島
崎
藤
村
の『

夜
明
け
前』

を
ひ
き
合
い
に
出
し
、｢｢

山
の
民｣

にマ
マ

は
、
幕
末
維
新
の
地
方
生
活
に
つ
い
て
、
比
較
に
な
ら
な
い
知
識
と
探
求
に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ
れ

て
い
る
の
あ
る
。｣

と
強
調
し
て
い
た
。『

夜
明
け
前』

と
い
う
作
品
に
つ
い
て
は
、『

山
の
民』

と
は
ま
さ
に
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
論
じ
ら
れ
、
か
つ
論
じ
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と

お
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
む
ろ
ん
、
近
代
の
歴
史
小
説
と
し
て
す
ぐ
れ
た
作
品
と
認
め
ら
れ
て
い
る

か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
欠
点
も
少
な
か
ら
ず
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
大
岡
の

『
山
の

民』

評
価
は
、
お
お
よ
そ

『

夜
明
け
前』

の
否
定
面
の
克
服
と
い
う
方
向
で
行
な
わ
れ
て
い
た
と

い
っ
て
差
し
つ
か
え
な
い
。
最
後
に
も
う
ひ
と
つ
、
次
の
発
言
に
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

大
原
騒
動
、
梅
村
騒
動
の
編
年
史
は
、
岡
村
利
平
の

｢

飛
�
編
年
史
要｣

(

大
正
十
年)

に

よ
っ
て
、
一
応
の
基
礎
を
お
か
れ
て
い
た
。｢

山
の
民｣

初
稿
は
こ
れ
ら
に
基
い
て
書
か
れ
た

と
推
定
さ
れ
る
の
だ
が
、
戦
後
江
馬
に
度
重
な
る
改
作
を
強
い
た
の
は
、
戦
後
の
維
新
史
研
究

の
進
歩
と
関
係
が
あ
ろ
う
。

大
岡
は
た
び
重
な
る
改
稿
の
ひ
と
つ
の
要
因
と
し
て
、｢

戦
後
の
維
新
史
研
究
の
進
歩｣

を
あ

げ
て
い
る
。
む
ろ
ん
そ
の
こ
と
も
重
要
な
指
摘
に
は
ち
が
い
な
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
こ
こ
で
注
意

し
た
い
の
は
、
こ
の
作
品
が
い
っ
た
い
何
に

｢

基
い
て
書
か
れ
た｣

の
か
と
い
う
点
を
問
題
に
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
歴
史
小
説

『

山
の
民』

の
資
料
に
つ
い
て
で
あ
る
。
大
岡
は

岡
村
利
平
の

『

飛
�
編
年
史
要』

を
あ
げ
、｢

こ
れ
ら
に
基
い
て
書
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る｣

と

述
べ
て
い
る
。｢

推
定
さ
れ
る｣

と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
大
岡
は
そ
れ
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
わ

け
で
は
お
そ
ら
く
な
か
っ
た
。
ま
た
、
岡
村
の
書
一
冊
を
あ
げ
て
い
る
だ
け
に
も
か
か
わ
ら
ず

｢

こ
れ
ら
に
基
づ
い
て｣

と
い
っ
て
い
る
の
は
、
他
に
想
定
さ
れ
る
資
料
を
そ
の
時
点
で
は
特
定

し
得
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
同
時
に
、
し
か
し
当
然
他
の
資
料
も
用
い
ら
れ
て
い

る
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
い
え

ば
、
引
用
部
冒
頭
の

｢

大
原
騒
動｣

は

｢

青
山
騒
動｣

と
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
大
原
騒
動
と
は

安
永
年
間
に
さ
か
の
ぼ
る
昔
に
同
じ
飛
�
に
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
作
中
で
も
触
れ
ら
れ
て
い

る
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
作
品
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
は
青
山
騒
動
と
梅
村
騒
動
と
い
わ
れ
る

こ
の
二
つ
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
大
岡
の
発
言
か
ら
、『

山
の
民』

論
に
要
求
さ
れ
る
手
続
き
を
ま
と
め
て
み
れ
ば
次
の

よ
う
に
な
る
。

一
、
改
稿
過
程
の
検
討

二
、
郷
土
研
究
の
検
討

三
、
依
拠
資
料
の
検
討

大
岡
は
ご
く
一
部
の
改
稿
を
検
討
し
た
以
外
、
実
際
に
行
な
う
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
日
本
の

歴
史
小
説
を
概
観
し
な
が
ら
展
開
さ
れ
た
歴
史
小
説
論
に
そ
れ
を
求
め
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り
無

理
な
注
文
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
論
全
体
か
ら
い
え
ば
、
む
し
ろ

『

山
の
民』

は
破
格
の
扱
い

で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
連
載
の
ほ
ぼ
一
回
分
と
い
う
や
や
度
を
越
し
た
と
い
う
べ
き
量
の
こ

と
ば
を
、『

山
の
民』

一
作
に
費
や
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
大
岡
に
も
し
十
分
な
余
裕
が
あ
っ

た
な
ら
ば
、
そ
の
後
し
か
る
べ
く
実
行
に
移
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
は
、
そ
の
後
の

大
岡
の
仕
事
を
考
え
る
に
単
な
る
夢
想
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
あ
い
に
く
大
岡
に
は
そ
の
よ
う

な
時
間
は
な
か
っ
た
。
大
岡
に
と
っ
て
は
よ
り
切
実
か
つ
喫
緊
な
仕
事
が
控
え
て
い
た
。
そ
れ
か

ら
二
年
あ
ま
り
後
の
一
九
六
七
年
一
月
か
ら
大
岡
は
、『

中
央
公
論』

に

『

レ
イ
テ
戦
記』

の
連

載
を
開
始
す
る
。

『

山
の
民』

に
関
す
る
仕
事
を
大
岡
は
つ
い
に
実
行
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
課
題

だ
け
は
的
確
に
指
摘
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
も
大
岡
一
人
に
だ
け
任
せ
ら
れ
る
べ
き
筋
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合
い
の
仕
事
で
は
あ
る
ま
い
。
後
の
論
者
が
す
べ
か
ら
く
そ
の
課
題
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
っ
た

と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
う
る
さ
く
い
え
ば
大
岡
の
発
言
に
は
不
十
分
な
点
や
、
あ
る
い

は
は
っ
き
り
と
し
た
あ
や
ま
り
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
引
用
し
た
部
分
に
限
っ
て
も
い
く
つ
か
の

あ
や
ま
り
が
あ
る
。
依
拠
資
料
に
関
す
る
発
言
に
つ
い
て
は
先
に
指
摘
し
た
が
、
改
稿
に
関
す
る

部
分
に
も
そ
れ
は
あ
っ
た
。
大
岡
は
、
こ
の
作
品
が

｢

一
九
三
八
―
四
〇
年
に
、
三
冊
本
と
し
て

自
費
出
版
さ
れ｣
た
と
述
べ
、
そ
れ
を

｢

初
稿｣

と
見
て
い
た
よ
う
だ
が
、｢

初
稿｣

は
実
は
そ

れ
以
前
に
あ
っ
た
。
大
岡
も
言
及
し
て
い
た
江
馬
自
身
編
集
の
雑
誌

『

ひ
だ
び
と』

に
、
一
九
三

五
年
一
月
か
ら
翌
三
六
年
十
二
月
ま
で
連
載
さ
れ
た
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
こ
に
掲
載

さ
れ
た
の
は

｢

三
冊
本｣

の
う
ち
の
第
一
部
と
第
二
部
に
あ
た
る
二
冊
分
で
、
三
冊
目
の
第
三
部

は
自
費
出
版
の
際
に
新
た
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
第
三
部
の
み
は
自

費
出
版
本
が
初
稿
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
細
か
な
点
を
指
摘
す
れ
ば
、
次
の
冬

芽
書
房
か
ら
の
出
版
を

｢

昭
和
二
十
四
年｣
と
し
て
い
る
が
、
二
十
四
年
か
ら
二
十
五
年
の
あ
や

ま
り
で
あ
る
。

改
稿
に
つ
い
て
述
べ
る
際
に
大
岡
は
、
実
は

｢
江
馬
修

｢

山
の
民｣

(

昭
和
二
十
六
年

角
川

文
庫)

の

｢

ま
え
が
き｣

に
よ
る
と｣

、
と
こ
と
わ
っ
て
い
た
。
で
あ
る
な
ら
、
先
の
あ
や
ま
り

は
大
岡
の
あ
や
ま
り
で
は
な
く
江
馬
自
身
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
自
作
に

関
す
る
あ
や
ま
り
、
む
ろ
ん
そ
れ
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
そ
う
そ
う
あ
る
こ
と
で
は

な
い
。
そ
し
て
実
際
、
江
馬
は
ま
ち
が
っ
た
こ
と
を
い
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
少
々
屁

理
屈
め
い
た
い
い
ま
わ
し
に
な
る
が
、
江
馬
は

『

ひ
だ
び
と』

へ
の
掲
載
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い

な
か
っ
た
が
、
自
費
出
版
本
が
い
わ
ゆ
る

｢

初
稿｣

で
あ
る
と
も
い
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
だ
が
い
う
ま
で
も
な
く
、
江
馬
の
も
の
い
い
か
ら
は
自
費
出
版
本
が
初
稿
で
あ
る
と
判
断
さ

れ
て
も
仕
方
が
な
く
、
そ
の
意
味
で
大
岡
の
判
断
が
ず
さ
ん
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

大
岡
に
ず
さ
ん
と
い
う
べ
き
点
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

｢

初
稿｣

と
判
断
し
た
自
費

出
版
本
を
お
そ
ら
く
は
見
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
自
費
出
版
本
の

｢

序｣

に
は
、『

ひ
だ

び
と』

掲
載
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
付
け
加
え
て
い
え
ば
、
大
岡
は
冬
芽
書
房

版
も
た
ぶ
ん
実
際
に
は
見
て
い
な
か
っ
た
。
冬
芽
書
房
版
が

｢

二
十
六
年
角
川
文
庫
に
収
め
ら
れ

た｣

の
は
そ
の
と
お
り
だ
が
、
大
岡
は
角
川
文
庫
版
だ
け
し
か
見
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
冬

芽
書
房
版
の
出
版
を｢

昭
和
二
十
四
年｣

と
あ
や
ま
っ
て
い
た
の
は
そ
の
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

大
岡
も
言
及
し
て
い
た

『

山
の
民』

の

｢

ま
え
が
き｣

末
尾
に
、｢

一
九
四
九
年
一
〇
月
三
〇
日｣

と
い
う
日
付
け
が
付
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
不
審
な
の
は
、
そ
の

｢

ま
え
が
き｣

を
大

岡
は
角
川
文
庫
版
の
そ
れ
と
見
て
い
た
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
他
の
と
こ
ろ
で
は
は
っ
き
り
と

｢

角
川
版

｢

ま
え
が
き｣｣

と
述
べ
て
い
た
。
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
角
川
版
に
記
さ
れ
て
い
た
日
付

が
冬
芽
書
房
版
の
出
版
年
で
あ
る
は
ず
は
も
と
よ
り
あ
る
ま
い
。
大
岡
も
記
し
て
い
た
よ
う
に
、

角
川
文
庫
版
の
出
版
は

｢

二
十
六
年｣

(

一
九
五
一
年)

で
あ
り
、
そ
の
本
の

｢

ま
え
が
き｣

の

日
付
が
二
年
前
の

｢

一
九
四
九
年｣

と
い
う
の
は
常
識
的
に
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の

く
い
ち
が
い
に
、
大
岡
は
気
が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
様
子
で
あ
る
。
大
岡
が

｢

角
川
版

｢

ま
え
が

き｣｣

と
い
っ
て
い
た
も
の
は
、
実
は
冬
芽
書
房
版
の

｢

ま
え
が
き｣

で
あ
っ
た
。

ず
さ
ん
と
い
え
ば
大
岡
は
確
か
に
ず
さ
ん
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
を
改
め
か
つ
大
岡
が
残
し

た
課
題
に
取
り
組
む
と
い
う
形
で

『

山
の
民』

を
論
じ
る
の
が
、
後
の
論
者
の
役
割
で
あ
ろ
う
。

残
念
な
が
ら
、
そ
の
後
の
ほ
と
ん
ど
の
論
者
は
大
岡
の
発
言
を
み
ず
か
ら
検
証
し
よ
う
と
は
せ
ず
、

ま
た
大
岡
の
残
し
た
課
題
に
進
ん
で
取
り
組
も
う
と
も
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
の

『

山
の
民』

論

が
大
岡
の
も
の
を
ど
れ
ほ
ど
も
超
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
も
、
け
だ
し
当
然
で
あ
っ
た
と
い

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
た
だ
一
人
だ
け
そ
れ
に
取
り
組
ん
だ
人
物
が
い
た
。
一
九
九
二
年
か
ら
各
雑
誌
に
書
き

つ
ぎ
、『

江
馬
修
論』

(

お
う
ふ
う
、
00
・
２)

で
一
応
の
完
結
に
至
っ
た
永
平
和
雄
で
あ
る
。
永

平
の
論
に
は
、
す
で
に
触
れ
た
大
岡
の
さ
ま
ざ
ま
な
不
備
の
一
部
に
つ
い
て
の
指
摘
も
あ
り
、
ま

た
の
ち
の
論
者
の
い
わ
ば
代
表
的
な
人
物
、
菊
池
昌
典
、
中
山
和
子
、
本
多
秋
五
ら
に
対
す
る
具

体
的
な
批
判
も
あ
る
。
た
だ
、
永
平
の
論
は
先
に
ま
と
め
た
課
題
の
第
一
、
改
稿
過
程
の
検
討
が

そ
の
中
心
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
郷
土
研
究
に
つ
い
て
の
検
討
も
一
部
行
な
い
、
ま
た
依
拠
資
料

に
つ
い
て
も
口
を
閉
ざ
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
永
平
は
初
稿

『

ひ
だ
び
と』

か
ら
自
費

出
版
本
、
自
費
出
版
本
か
ら
冬
芽
書
房
版
、
そ
し
て
理
論
社
版
へ
と
い
う
改
稿
の
過
程
を
、
本
文

全
体
に
わ
た
っ
て
検
討
し
た
の
で
あ
る
。
大
岡
の
発
言
か
ら
三
十
年
以
上
を
へ
だ
て
て
は
じ
め
て

実
現
し
た
永
平
の
改
稿
過
程
の
検
討
は
、
高
く
評
価
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
大
岡
が
望

ん
で
い
た

｢

篤
志
家｣

が
や
っ
と
現
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
永
平
の
論
に
も
不
満
な
点
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
郷
土
研
究
や
依
拠
資
料
に

つ
い
て
の
検
討
ま
で
に
は
ほ
と
ん
ど
達
し
て
い
な
か
っ
た
点
は
問
わ
な
い
。
改
稿
過
程
に
限
っ
て

も
そ
れ
は
十
分
に
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
不
満
は
改
稿
過
程
の
検
討

そ
れ
自
体
に
あ
っ
た
。
ま
ず
指
摘
す
べ
き
な
の
は
、
た
ぶ
ん
永
平
の
論
を
読
む
者
の
多
く
が
抱
く

で
あ
ろ
う
感
想
だ
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
全
体
と
し
て
そ
の
内
容
を
把
握
す
る
の
が
容
易
で
は
な

い
と
い
う
点
で
あ
る
。
作
品
を
一
度
も
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
と
い
う
人
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
ひ

と
と
お
り
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
人
で
も
全
体
を
理
解
す
る
の
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、

『

山
の
民』

と
い
う
作
品
そ
れ
自
体
の
書
か
れ
方
や
、
か
な
り
の
長
編
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
関

わ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
改
稿
自
体
の
さ
れ
方
や
そ
れ
が
数
度
に
及
ぶ
と
い
っ
た
こ

と
も
関
わ
っ
て
い
な
い
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
ら
を
で
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き
る
限
り
克
服
す
べ
く
何
ら
か
の
工
夫
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
改
稿
過
程
に
関
す
る
検
討
は
ま
さ
に

蓄
積
ゼ
ロ
の
は
じ
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
ま
た

『

山
の
民』

が
現
在
で
も
あ
ま
り
多
く
読
ま
れ
て

い
る
と
は
い
え
な
い
、
少
な
く
と
も

『

夜
明
け
前』

に
比
べ
れ
ば
読
ま
れ
て
い
な
い
作
品
で
あ
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
永
平
の
論
は
そ
の
よ
う
な
配
慮
に
欠
け
て

い
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
た
ぶ
ん
そ
の
こ
と
と
も
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の

だ
が
、
永
平
の
論
は
全
体
と
し
て
同
じ
こ
と
の
く
り
か
え
し
が
極
め
て
多
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
、

改
稿
箇
所
の
比
較
の
た
び
ご
と
に
同
じ
結
論
に
至
る
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
よ

り
は
、
同
じ
結
論
に
至
る
箇
所
を
選
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
べ
き
か
も
れ
な
い
。
永

平
は
む
ろ
ん
す
べ
て
の
改
稿
箇
所
に
触
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
と

い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
改
稿
の
程
度
は
は
な
は
だ
し
く
、
ま
た
こ
の
作
品
は
長
い
の

で
あ
る
。『

山
の
民』

の
改
稿
過
程
の
検
討
は
確
か
に
困
難
な
作
業
に
は
ち
が
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
他
の
細
か
な
不
満
や
異
議
に
つ
い
て
は
論
の
中
で
そ
の
つ
ど
触
れ
る
。
最
後
に
蛇
足
な
が
ら

付
け
加
え
て
い
っ
て
お
け
ば
、
永
平
の
論
に
は
誤
植
が
極
め
て
多
か
っ
た
。
し
か
も
、
本
文
の
引

用
に
そ
れ
が
は
な
は
だ
し
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
永
平
の
論
を
参
照
し
な
が
ら
、『
山
の
民』

の
改
稿
過
程
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
こ
う
と
思
う
。
先
に
ま
と
め
た
課
題
の
第
二
、
郷
土
研
究
や
、
第
三
の
依
拠
資
料
の
問

題
も
当
然
改
稿
に
関
わ
っ
て
い
た
部
分
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
、
ま
ず
は
改

稿
過
程
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
い
わ
ば
段
階
的
に
次
の
課
題
へ
と
い
う
形
で
進
め
て
い

こ
う
と
思
う
。
た
だ
あ
ら
か
じ
め
い
っ
て
お
く
な
ら
ば
、
第
二
と
第
三
の
課
題
の
検
討
は
双
方
合

わ
せ
て
行
な
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
郷
土
研
究
も
、
い
わ
ば
作
品
の
依
拠
資
料
の
ひ
と
つ
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

永
平
も
引
用
し
て
い
た
よ
う
に
、『

山
の
民』

の
出
版
状
況
に
つ
い
て
は
天
児
直
美
の
ま
と
め

た
も
の
が
便
宜
だ
が
、
そ
れ
に

『

ひ
だ
び
と』

掲
載
の
初
稿
、
及
び
天
児
が
そ
の
出
版
状
況
を
記

し
て
い
る

｢

後
記｣

が
付
さ
れ
て
い
た
、
江
馬
没
後
十
年
を
記
念
し
て
出
版
さ
れ
た
春
秋
社
版
、

さ
ら
に
は
他
の
出
版
を
加
え
て
少
々
修
正
を
施
し
た
も
の
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
、
初
稿

『

ひ
だ
び
と』

二
部
作

｢

飛
�
の
維
新｣

｢

梅
村
速
水｣

35
〜
36
年

二
、
学
会
版
三
部
作

｢

雪
崩
す
る
国｣

｢

奔
流｣

｢

途
上｣

38
〜
40
年

こ
の
版
の
第
一
部

｢

雪
崩
す
る
国｣

か
ら

｢

一

高
山
御
役
所｣

、
第
二
部

｢

奔
流｣

か

ら

｢

三

労
働
と
諦
念｣

、
第
三
部

｢

途
上｣

か
ら

｢

五

ほ
や
を
食
ふ
人
々｣

の
み
が

『

岐
阜
県
文
学
全
集』

(

郷
土
出
版
社)

の
第
四
巻
に
収
録

95
年

三
、
隆
文
堂
版

(

た
だ
し
第
一
部

｢

雪
崩
す
る
国｣

の
み
改
作
出
版)

47
年

四
、
冬
芽
書
房
版
三
部
作

｢

な
だ
れ
す
る
国｣

｢

梅
村
速
水｣

｢

蜂
起｣

49
〜
50
年

五
、
角
川
文
庫
版

(

冬
芽
書
房
版
を
収
録)

51
年

六
、
理
論
社
版
四
部
作

｢

ひ
だ
の
国｣

｢

梅
村
速
水｣

｢

ホ
ヤ
を
食
う
人
び
と｣

｢

蜂
起｣

58
年こ

の
版
の
第
四
部

｢

蜂
起｣

の
み
が

『

全
集
・
現
代
文
学
の
発
見』

(

学
芸
書
林)

の
第

十
二
巻
に
収
録

68
年

七
、
北
溟
社
版(

理
論
社
版
を
改
定
し『

江
馬
修
作
品
集』

の
第
一
巻
と
第
二
巻
に
収
録)

73
年

八
、
濃
飛
文
庫
版

(

角
川
文
庫
版
を
、
装
丁
を
改
め
て
大
衆
書
房
よ
り
発
売)

78
年

九
、
春
秋
社
版

(

冬
芽
書
房
版
を
収
録)

85
年

同
じ
春
秋
社
か
ら
新
装
版
を
出
版

97
年

出
版
年
を
西
暦
に
改
め
た
以
外
は
ほ
ぼ
天
児
の
書
き
方
に
し
た
が
っ
た
。
新
た
に
加
え
た
一
の

初
稿
に
つ
い
て
は
、
他
と
合
わ
せ
る
た
め
に
便
宜
上

｢

二
部
作｣

と
し
た
。
実
際
は

｢

飛
�
の
維

新｣

に
は｢

第
一
編｣

、｢

梅
村
速
水｣

に
は｢

第
二
編｣

と
記
さ
れ
て
い
る
が
そ
れ
は
と
も
か
く
、

江
馬
は
こ
の
二
編
で
完
結
と
は
、
す
な
わ
ち
二
部
作
と
し
て
は
も
と
よ
り
考
え
て
は
い
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
修
正
し
た
部
分
は
ま
ず
、
二
の
学
会
版
に
つ
い
て
で
あ
る
。
天
児
は
そ
れ
を

｢

自
家

版｣

と
呼
び
、
永
平
も
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
た
。
む
ろ
ん
そ
れ
で
も
か
ま
わ
な
い
の
だ
が
、
発
行

所
が
一
応

｢

飛
�
考
古
土
俗
学
会｣

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
略
し
て
学
会
版
と
し
た
。
他
の
版
が

基
本
的
に
は
発
行
所
を
冠
し
た
呼
び
方
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
外
は
八
の
濃
飛
文
庫
版

だ
が
、
そ
れ
は
角
川
文
庫
版
と
い
う
呼
称
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
そ
の
ま
ま
に
し
た
。
も
う
ひ
と

つ
の
修
正
は
、
二
、
四
、
六
の
末
尾
に
は
そ
れ
ぞ
れ
枚
数
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
省
い
た

こ
と
で
あ
る
。
の
ち
に
触
れ
る
が
、
ど
う
見
積
っ
て
も
そ
れ
ら
に
は
妥
当
性
に
欠
け
る
も
の
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
天
児
は

『

全
集
・
現
代
文
学
の
発
見』

へ
の
収
録
は
一
項
を
た
て
ず
、

理
論
社
版
の
部
分
に
付
記
の
よ
う
な
形
で
記
し
て
い
た
の
で
、『

岐
阜
県
文
学
全
集』

へ
の
収
録

も
同
様
に
扱
っ
た
。
い
ず
れ
も
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
へ
の
、
し
か
も
一
部
の
収
録
だ
か
ら
で
あ
る
。
春

秋
社
の
新
装
版
も
一
項
を
た
て
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で
、
や
や
性
質
を
異
に
す
る
が
そ
れ
と

同
様
な
扱
い
と
し
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
新
装
版
は
完
全
に
元
版
と
一
致
し
、
文
字
ど
お
り
装

丁
を
改
め
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、『

岐
阜
県
文
学
全
集』

に
つ
い
て
は
少
々
述
べ
て
お

く
べ
き
こ
と
が
あ
る
。

『

山
の
民』

の
よ
う
な
長
編
を
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
収
録
す
る
こ
と
に
は
、
そ
も
そ
も
無
理
が
生

じ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。『

全
集
・
現
代
文
学
の
発
見』

へ
の
収
録
も
第
四
部
の
み
で
あ
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り
、
編
集
に
携
わ
っ
た
大
岡
昇
平
に
と
っ
て
も
苦
渋
の
選
択
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
は

『
岐
阜
県
文
学
全
集』

に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
記
し
た
よ
う
に
、
第
一
部
か
ら

第
三
部
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
か
ら
取
っ
て
あ
る
の
も
工
夫
の
結
果
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
だ

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
か
ら
の
ご
く
ご
く
一
部
の
収
録
に
、
は
た
し
て
ど
れ
ほ
ど
の
意
味
が
あ
る

の
か
は
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。｢

解
説｣

に
お
い
て
西
村
宏
一
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

収
録
し
た
第
二
部
の

｢

三

労
働
と
諦
念｣

に
、｢

後
の
版
で
は
な
ぜ
か
削
ら
れ
て
い
て
、
今
目

に
触
れ
に
く
い｣

部
分
が
含
ま
れ
て
い
た
と
し
て
も
で
あ
る
。
出
す
ぎ
た
提
案
で
あ
る
こ
と
を
承

知
で
い
え
ば
、
そ
れ
な
ら
ば
む
し
ろ
全
部
を
収
録
し
た
も
の
か
あ
る
い
は
復
刻
版
の
出
版
を
考
え

る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
た
と
え
ば
北
溟
社
版
や
春
秋
社
版
の
よ
う
に
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、

西
村
も

｢

今
目
に
触
れ
に
く
い｣
と
い
っ
て
い
た
よ
う
に
、
学
会
版
は
そ
の
後
一
度
も
出
版
さ
れ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
三
部
作
と
し
て
完
結
し
た
は
じ
め
て
の
も
の
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
全
集
を
企
画
し
た
郷
土
出
版
社
は
奥
付
に
し
た
が
う
な
ら
ば
岐
阜
市
に
あ
り
、

出
版
の
動
機
や
使
命
感
と
い
っ
た
も
の
は
十
分
に
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て

『

山
の
民』

の

出
版
も
、
と
り
わ
け
学
会
版
の
出
版
も
そ
れ
に
か
な
わ
ぬ
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
最
後

に
重
大
な
誤
記
の
指
摘
を
ひ
と
つ
。
巻
末
に
は
何
と
春
秋
社
版
を
底
本
に
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い

た
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
ま
ち
が
い
が
起
こ
り
得
る
の
か
理
解
に
苦
し
む
が
、
巻
末
に
は
は
っ
き
り

と

｢『

山
の
民
上
・
下』

(

春
秋
社
、
一
九
八
五
年)｣

と
記
さ
れ
て
い
た
。

初
稿
の
雑
誌
掲
載
を
含
め
て

『

山
の
民』

の
出
版
は
先
の
九
種
に
な
る
が
、
文
庫
版
そ
の
他
へ

の
収
録
や
一
部
の
み
の
出
版
を
除
け
ば
、
天
児
も
い
う
よ
う
に
大
き
く
分
け
て
二
の
学
会
版
、
四

の
冬
芽
書
房
版
、
六
の
理
論
社
版
の
三
種
に
な
る
。
し
か
し
、
初
稿

『

ひ
だ
び
と』

に
冬
芽
書
房

版
の
第
三
部
や
理
論
社
版
の
第
三
部
、
第
四
部
に
あ
た
る
部
分
が
欠
如
し
て
い
る
と
は
い
え
、
や

は
り
そ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
全
部
で
四
種
と
い
う
の
が

主
な
検
討
の
対
象
と
な
る
。
永
平
が
扱
っ
て
い
た
の
も
そ
の
四
種
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
四
種
、
つ
ま
り
は
三
回
の
改
稿
を
ひ
と
つ
ず
つ
区
切
っ
て
検
討
し
て
い
こ
う
と
思
う
。
そ

れ
も
ま
た
永
平
と
同
様
で
あ
る
。

だ
が
、
実
際
に
検
討
を
進
め
る
段
と
な
っ
て
問
題
と
な
る
の
は
、
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
に
つ
い

て
で
あ
る
。
冬
芽
書
房
版
は
角
川
文
庫
や
濃
飛
文
庫
、
そ
し
て
春
秋
社
版
と
し
て
も
出
版
さ
れ
、

か
つ
比
較
的
最
近
春
秋
社
の
新
装
版
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
理
論
社
版
も
ま
た
、『

江
馬
修
作
品

集』

の
一
部
と
し
て
北
溟
社
版
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
い
え
ば
、
理
論
社
版
は
知
り
得
る

限
り
で
第
二
刷
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
学
会
版
は

『

岐
阜
県
文
学
全
集』

へ
の
一
部
収

録
を
除
い
て
、
そ
の
後
一
度
も
出
版
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
し
か
も
自
費
出
版
で
あ
っ
た
。
冬
芽

書
房
版
の

｢

ま
え
が
き｣

に
よ
れ
ば
、
各
冊
千
二
三
百
冊
し
か
刷
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
も
っ
と

も
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
売
り
つ
く
し
た
と
も
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
く
り
か
え
す
ま
で
も
な
く
、

初
稿
は
雑
誌
掲
載
、
し
か
も
一
地
方
の
郷
土
雑
誌
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
春
秋
社
版
の

｢

後
記｣

で
天
児
は
、
執
筆
者
は

｢

当
時
の
民
俗
学
・
考
古
学
の
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
を
網
羅
し｣

、｢

飛
�

地
方
の
民
俗
学
・
考
古
学
・
歴
史
研
究
な
ど
内
容
は
広
範
囲
に
わ
た
り
、
し
か
も
中
央
か
ら
注
目

さ
れ
る
ほ
ど
の
充
実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。｣

と
述
べ
て
い
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
段
階

で
あ
る
郷
土
研
究
の
検
討
の
際
に
考
え
る
が
、
い
わ
ゆ
る
一
般
に
普
及
し
た
雑
誌
で
な
か
っ
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
に
は
途
中
ま
で
で
あ
る
が
歴
史
図
書
社
か
ら
復
刻
版

(

79
・
３

〜
12)

が
出
て
お
り
、『

山
の
民』

の
掲
載
分
は
す
べ
て
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
。

要
す
る
に
、
こ
れ
か
ら
扱
お
う
と
す
る
四
種
の
テ
キ
ス
ト
は
、
と
い
う
こ
と
は
す
な
わ
ち

『

山

の
民』

の
テ
キ
ス
ト
は
と
一
般
化
し
て
い
っ
て
も
い
い
わ
け
だ
が
、
全
体
的
に
十
分
に
普
及
し
て

い
る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
が
あ
ま
り
読
ま
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
少
な
く
と
も
そ

の
ひ
と
つ
の
要
因
は
そ
こ
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
複
数
の
版
に
、
し
か
も
文
庫
本
に

も
収
録
さ
れ
、
か
つ
春
秋
社
新
装
版
と
し
て
現
在
も
容
易
に
入
手
可
能
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
冬

芽
書
房
版
は
そ
れ
な
り
に
普
及
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
版

は
と
て
も
普
及
し
て
い
る
と
は
い
い
難
い
の
で
あ
る
。
理
論
社
版
も

『

江
馬
修
作
品
集』

に
収
録

さ
れ
た
が
、
天
児
直
美
の

『

炎
の
燃
え
つ
き
る
時

江
馬
修
の
生
涯』

(

春
秋
社
、
85
・
９)

に

よ
れ
ば
、
北
溟
社
と
い
う
出
版
社
は
実
は
こ
の
著
作
集
刊
行
の
た
め
に
あ
る
人
物
が
設
立
し
た
も

の
で
、
著
作
集
自
体
も
四
巻
で
中
絶
し
た
の
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
パ
ト
ロ
ン
に
よ
る
自
費
出
版

の
よ
う
な
も
の
で
、
発
行
部
数
も
む
ろ
ん
限
ら
れ
て
い
た
。
奥
付
の
発
行
者
と
し
て
記
さ
れ
て
い

る
君
島
善
次
郎
が
そ
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
る
。
初
稿

『

ひ
だ
び
と』

も
ま
た
、
復
刻
が
あ
る
と
は
い

え
似
た
よ
う
な
状
況
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。『

山
の
民』

掲
載
号
を
す
べ
て
カ
バ
ー

し
た
後
で
の
中
絶
を
む
し
ろ
幸
い
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
最
後
の
学
会
版
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

い
わ
ば
最
も
不
幸
な
テ
キ
ス
ト
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
問
題
は
も
う
ひ
と
つ
あ
る
。
先
に
冬
芽
書
房
版
が
あ
る
程
度
普
及
し
た
も
の
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
と
述
べ
た
が
、
冬
芽
書
房
版
を
収
録
し
た
と
さ
れ
る
後
の
数
種
の
テ
キ
ス
ト
は
そ
れ

ぞ
れ
、
実
際
の
冬
芽
書
房
版
と
は
異
な
っ
て
い
る
点
が
実
は
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
お
お
か
た

は
小
さ
な
相
異
、
な
い
し
は
微
妙
な
相
異
と
い
え
ば
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
の
だ
が
、
し
か
し
改

稿
過
程
を
検
討
し
て
い
く
上
で
は
見
逃
し
難
い
相
異
が
あ
る
こ
と
も
事
実
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

最
も
新
し
い
春
秋
社
版
も
例
外
で
は
な
い
。
た
び
た
び
言
及
し
て
い
る
天
児
の

｢

後
記｣

に
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

校
訂
に
あ
た
っ
て
、
本
文
自
体
は
原
則
と
し
て
底
本
通
り
と
し
た
が
、
明
ら
か
に
誤
記
と
思
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わ
れ
る
個
所
と
誤
植
は
訂
正
し
、
難
読
な
用
字
に
は
平
仮
名
ル
ビ
を
、
地
名
に
は
片
仮
名
ル
ビ

を
付
し
た
。
ま
た
現
在
の
読
者
に
読
み
や
す
い
よ
う
に
、
一
部
用
字
用
語
を
統
一
し
、
表
記
を

改
め
た
。

こ
れ
だ
け
で
も
か
な
り
の
変
更
と
い
え
な
く
も
な
い
の
だ
が
、
現
在
の
出
版
状
況
か
ら
い
え
ば

む
ろ
ん
常
識
の
範
囲
を
越
え
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
変
更
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
ま
た
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
基
準
で
の
変
更
が
す
べ
て
実
行
さ
れ
て
も
い
な
か
っ
た
。
そ

れ
が
故
意
で
な
い
と
す
れ
ば
、
要
す
る
に
ミ
ス
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
で
あ
る
な
ら
、

そ
こ
に
ま
た
二
重
の
校
訂
が
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
理
論
社
版
も
ま
た
同
様
な
事
情
に
あ
っ
た
。

加
え
て
、
先
の
出
版
一
覧
に
も
天
児
の
こ
と
ば
を
そ
の
ま
ま
記
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
北
溟
社
版

は

｢

理
論
社
版
を
改
訂
し｣

た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
改
訂
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で

は
、
少
な
く
と
も
他
の
改
稿
に
比
べ
れ
ば
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
江
馬
自
身
そ
こ
で
手

を
加
え
て
い
た
こ
と
は
確
か
な
の
で
あ
る
。

使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
は
で
き
る
だ
け
普
及
し
て
い
る
も
の
が
望
ま
し
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
し
か
し
、
以
上
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
や
は
り
も
と
も
と
の
版
を
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ

ろ
う
。
改
稿
過
程
の
検
討
と
い
う
性
質
を
考
え
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
現
在
容
易
に
入

手
可
能
な
春
秋
社
新
装
版
と
、
比
較
的
入
手
し
や
す
い
と
思
わ
れ
る
北
溟
社
版
に
つ
い
て
は
、
何

ら
か
の
配
慮
を
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
引
用
に
あ
た
っ
て
は
む
ろ
ん
一
切
の
変
更
は
し
な
い
が
、

旧
漢
字
だ
け
は
現
在
慣
例
と
な
っ
て
い
る
の
で
新
字
に
改
め
る
。

一

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
三
五
年
一
月
か
ら
翌
三
六
年
十
二
月
ま
で
、
雑
誌『

ひ
だ
び
と』

に
全
二
十
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
が
、『

山
の
民』

の
初
稿
で
あ
る
。
た
だ
、
初
稿
の

題
名
は

『

山
の
民』

で
は
な
く
、
一
応

『

雪
崩
す
る
国』

と
い
う
題
名
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
お
こ

う
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
が
い
わ
ば
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
し
て
付
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
い
わ

ゆ
る
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル
と
い
う
べ
き
は

｢

飛
�
の
維
新｣

及
び

｢

梅
村
速
水｣

で
あ
り
、
前
者
に

は

｢｢

雪
崩
す
る
国｣

第
一
編｣

、
後
者
に
は

｢｢

雪
崩
す
る
国｣

第
二
編｣

と
付
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
永
平
は
、｢

飛
�
の
維
新

(

長
編
創
作

｢

雪
崩
す
る
国｣

第
一
編)｣

と
い
っ
た
書
き
方

を
し
て
い
た
が
、
括
弧
は
も
と
も
と
記
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
。
段
落
を
変
え
て
記
さ
れ
る
、

い
わ
ゆ
る
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
一
般
的
な
書
か
れ
方
で
あ
っ
た
。
慣
例
に
し
た
が
う
な
ら
、｢

／｣

(

ス
ラ
ッ
シ
ュ)

を
入
れ
る
か
、
あ
る
い
は
ひ
と
マ
ス
あ
け
て
記
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

も
う
ひ
と
つ
、
永
平
は

｢

雪
崩
す
る
国｣

の
前
に

｢

長
編
創
作｣

と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
第

一
回
の
み
に
あ
る
こ
と
ば
で
以
後
は
す
べ
て
な
い
。
第
二
編
の

｢

梅
村
速
水｣

も
同
様
で
、
こ
ち

ら
の
方
は
永
平
も

｢

梅
村
速
水

(『

雪
崩
す
る
国』

第
二
編)｣

と
、｢

長
編
創
作｣

と
い
う
こ
と

ば
を
入
れ
て
い
な
い
。｢

雪
崩
す
る
国｣

に
な
ぜ
か
こ
ち
ら
の
方
は
二
重
の
鍵
括
弧
が
付
さ
れ
て

い
る
が
、
第
一
編
と
同
様
た
だ
の
鍵
括
弧
で
あ
る
。
加
え
て
い
え
ば
、
第
二
編
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

の
前
後
に
は
す
べ
て

｢
｣
(

ダ
ッ
シ
ュ)

が
付
さ
れ
て
い
た
。
細
か
な
こ
と
を
述
べ
た
つ
い

で
に
も
う
一
点
指
摘
す
る
な
ら
ば
、｢

第
一
編｣

の

｢

編｣

の
文
字
は
第
二
回
か
ら
第
五
回
ま
で

の
四
回
は

｢

篇｣

と
な
っ
て
い
た
。｢

梅
村
速
水｣

の

｢

第
二
編｣

は
す
べ
て

｢

編｣

で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
ち
ら
の
方
に
は
鍵
括
弧
が
一
部
に
欠
け
る
誤
植
が
あ
っ
た
。

第
一
編
、
第
二
編
、
等
し
く
十
回
ず
つ
の
掲
載
で
計
二
十
回
。
た
だ
各
編
休
載
が
あ
り
、
第
一

編

｢

飛
�
の
維
新｣

は
五
月
を
除
い
た
一
九
三
五
年
一
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
十
回
。
十
二
月
は

休
載
で
、
第
二
編

｢

梅
村
速
水｣

は
翌
三
六
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
、
四
月
と
九
月
を
除
い
た

十
回
で
あ
っ
た
。
各
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル
の
あ
と
に
そ
れ
ぞ
れ
回
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
各

編
の
構
成
は
い
ず
れ
も
が
八
章
で
、
回
数
と
は
一
致
し
な
い
。
各
章
は
漢
数
字
の
み
の
記
載
で
あ

る
。次

に
自
費
出
版
の
学
会
版
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は

『

山
の
民』

の
題
名
で
三
部
構
成
。
第
一
部

は

｢

飛
�
の
維
新｣

、
第
二
部
は

｢

奔
流｣

、
第
三
部
は

｢

途
上｣

と
そ
れ
ぞ
れ
に
タ
イ
ト
ル
が
あ

る
。
各
一
冊
ず
つ
の
三
冊
本
で
そ
れ
ぞ
れ
の
出
版
年
月
は
、
一
九
三
八
年
六
月
、
三
九
年
二
月
、

四
〇
年
二
月
と
な
っ
て
い
る
。
各
冊
の
表
紙
及
び
奥
付
に
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
扉
の
タ

イ
ト
ル
に
は
そ
れ
ぞ
れ

｢

長
編
小
説｣

と
い
う
こ
と
ば
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
奥
付

に
は
一
般
に
は
ま
ず
欠
く
こ
と
の
な
い
書
名
の
記
載
が
そ
も
そ
も
な
か
っ
た
。
そ
し
て
な
か
っ
た

と
い
え
ば
、
実
は
著
者
名
の
記
載
も
奥
付
に
は
な
か
っ
た
。
江
馬
修
の
名
前
は

｢

編
集
人
兼
発
行

人｣

と
し
て
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
発
行
所
は
先
に
も
述
べ
た
が
、｢

飛
�
考
古
土
俗
学
会｣

。

知
る
よ
う
に
、
発
行
人
は
発
行
所
の
長
ま
た
は
代
表
者
の
名
前
を
記
す
の
が
一
般
で
あ
る
。
要
す

る
に
実
態
は
自
費
出
版
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
が
、
し
か
し
著
者
名
の
記
載
が
な
い
の
は
、

書
名
の
記
載
が
な
い
こ
と
と
と
も
に
や
は
り
異
例
と
い
う
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
表

紙
及
び
扉
に
は
書
名
と
と
も
に
著
者
江
馬
修
の
名
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

付
け
加
え
て
い
っ
て
お
け
ば
、
発
行
所
と
し
て
記
さ
れ
て
い
た
飛
�
考
古
土
俗
学
会
は
し
か
し
、

単
な
る
名
称
だ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
詳
し
く
は
郷
土
研
究
を
検
討
す
る
際
に
述
べ
る

が
、
か
な
り
実
質
的
な
活
動
が
あ
り
、
雑
誌

『

ひ
だ
び
と』

の
発
行
所
で
も
あ
っ
た
。

初
稿
は
第
一
編
、
第
二
編
と
も
八
章
で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
学
会
版
で
は
大
幅
に
変
更
さ
れ

て
い
る
。
第
一
部
は
十
五
章
、
第
二
部
は
十
章
、
そ
し
て
初
稿
に
は
な
か
っ
た
第
三
部
は
十
二
章
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で
あ
る
。
ま
た
、
各
章
に
は
初
稿
に
は
な
か
っ
た
タ
イ
ト
ル
が
つ
い
て
い
る
。
永
平
は
何
を
勘
違

い
し
た
の
か
そ
れ
を

｢

小
見
出
し｣

と
い
っ
て
い
た
が
、
む
ろ
ん
章
題
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ぞ
れ
に
初
稿
と
同
様
、
漢
数
字
で
章
数
も
冠
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

初
稿
と
学
会
版
に
お
け
る
章
の
数
の
へ
だ
た
り
、
そ
れ
は
当
然
章
と
章
の
対
応
関
係
の
ず
れ
や
、

あ
る
い
は
章
を
構
成
す
る
内
容
そ
れ
自
体
の
ち
が
い
や
ず
れ
と
い
っ
た
こ
と
を
も
意
味
す
る
わ
け

だ
が
、
そ
の
こ
と
は
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
を
比
較
す
る
際
に
は
少
々
や
っ
か
い
な
問
題
で
は
あ
る
。

以
後
の
こ
と
を
考
え
る
に
、
そ
れ
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
冬
芽
書
房
版
で
は
再
び
大
幅
な
変
更
が

加
え
ら
れ
、
理
論
社
版
で
も
ま
た
変
更
が
く
り
か
え
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
理
論
社
版
は

四
部
構
成
へ
と
変
化
す
る
の
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
よ
り
も
問
題
な
の
は
、
今
の
こ
と
と
も
む
ろ
ん

関
わ
っ
て
い
る
の
だ
が
、
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
を
比
較
す
る
上
で
、
ま
た
第
三
、
第
四
の
テ
キ
ス
ト

と
比
較
し
て
い
く
上
で
こ
の
章
と
い
う
単
位
は
少
々
大
雑
把
に
す
ぎ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
と
り

わ
け
作
品
全
体
の
構
成
を
比
較
す
る
た
め
に
は
、
も
う
少
し
小
さ
な
単
位
の
方
が
望
ま
し
い
の
で

あ
る
。
幸
い

『

山
の
民』

に
は
、
章
分
け
に
加
え
て
実
は
も
う
ひ
と
つ
の
さ
ら
な
る
形
式
上
の
分

節
が
存
在
し
た
。
各
章
の
な
か
で
行
な
わ
れ
る
、
一
行
あ
け
に
よ
る
区
分
で
あ
る
。
章
と
同
様
そ

れ
ら
は
基
本
的
に
内
容
の
ま
と
ま
り
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
そ
の
こ
と
は
初
稿
か
ら
行
な
わ
れ
、
理
論
社
版
に
至
る
ま
で
す
べ
て
の
版
に
踏
襲
さ
れ
て
い

た
。
章
分
け
に
加
え
て
こ
の
区
分
を
併
用
す
れ
ば
、
か
な
り
の
程
度
の
細
か
な
単
位
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
文
を
そ
れ
ら
の
単
位
に
分
け
る
こ
と
か
ら
行
な
う
が
、
そ
れ
と
同
時
に
各
単
位
の

内
容
の
ご
く
簡
単
な
要
約
を
付
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
作
品
全
体
の
流
れ
を
把
握
で
き
る
よ
う

に
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
各
単
位
同
士
の
対
応
を
よ
り
は
っ
き
り
と
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
だ
が
、

二
つ
の
テ
キ
ス
ト
の
い
ず
れ
に
も
要
約
を
付
す
の
は
あ
ま
り
に
も
重
複
が
多
く
煩
瑣
に
す
ぎ
る
。

い
ず
れ
か
一
方
を
行
な
え
ば
、
も
う
一
方
は
そ
れ
を
基
本
と
し
て
補
足
を
す
れ
ば
済
む
で
あ
ろ
う
。

で
あ
る
な
ら
、
学
会
版
の
方
を
選
ぶ
の
が
よ
り
よ
い
方
法
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
初
稿
に

は
な
い
第
三
部
が
あ
る
か
ら
と
い
う
こ
と
も
む
ろ
ん
あ
る
が
、
そ
れ
を
除
く
部
分
に
お
い
て
も
お

お
か
た
は
初
稿
を
カ
バ
ー
し
て
い
た
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
第
三
部
を
除
く
と
し

て
も
学
会
版
は
圧
倒
的
に
付
け
加
え
ら
れ
た
部
分
が
多
い
の
で
あ
る
。
先
に
出
版
一
覧
を
ま
と
め

た
際
に
、
天
児
直
美
が
記
し
て
い
た
枚
数
は
妥
当
性
に
欠
け
る
の
で
省
く
旨
を
述
べ
た
が
、
印
刷

さ
れ
た
も
の
の
単
純
な
字
数
と
行
数
で
計
算
す
る
限
り
、
学
会
版
は
原
稿
用
紙
約
一
四
〇
〇
枚
で
、

初
稿
は
そ
の
半
分
に
も
満
た
な
い
約
六
〇
〇
枚
で
あ
っ
た
。
天
児
は
学
会
版
を
約
一
〇
〇
〇
枚
と

記
し
て
い
た
。
ど
の
よ
う
に
計
算
し
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
仮
に
実
際
の
原
稿
を
数
え
た
と

し
て
も
四
〇
〇
枚
の
差
を
生
む
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
数
え
ま
ち
が
い
以
外
の
残
る
可
能
性
は

四
〇
〇
字
詰
の
原
稿
用
紙
で
は
な
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
そ
の
場
合
は
む
ろ
ん
実
際
の
原
稿
を
手
に

し
て
い
た
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
そ
し
て
、
天
児
に
は
実
際
に
そ
の
チ
ャ
ン
ス
が
お
お
い
に
あ
っ

た
と
は
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
天
児
は
江
馬
晩
年
の
十
年
あ
ま
り
の
あ
い
だ
親
し
く
付
き
合
い
、
死

の
数
年
前
か
ら
は
同
棲
す
る
と
い
う
あ
い
だ
が
ら
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
原
稿
用
紙
に
四
〇
〇
字

詰
ま
た
は
二
〇
〇
字
詰
以
外
の
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
、
江
馬
が
学
会

版
を
執
筆
し
た
昭
和
の
は
じ
め
に
存
在
し
て
い
た
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
存
在
し
て
い
た
と
し
て

ど
の
程
度
普
及
し
て
い
た
の
か
は
寡
聞
に
し
て
不
明
で
あ
る
。

話
が
や
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
部
分
に
及
ぶ
の
を
た
め
ら
う
こ
と
な
く
記
し
た
の
は
、
天
児
み
ず

か
ら
が
前
掲

『

炎
の
燃
え
つ
き
る
時

江
馬
修
の
生
涯』

に
お
い
て
江
馬
と
の
関
係
を
詳
細
に
、

と
い
う
よ
り
は
ま
さ
に
赤
裸
々
に
述
懐
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
先
に
北
溟
社
版
の
出
版
事
情
に

関
す
る
際
に
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
こ
の
書
は

『

山
の
民』

や
江
馬
修
を
論
じ
る
上
で
お
お
い
に

資
す
る
と
こ
ろ
の
あ
る
一
書
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
再
び
い
い
及
ん
だ
機
会
に
、
学

会
版
に
関
す
る
こ
と
な
の
で
も
う
ひ
と
つ
だ
け
触
れ
て
お
こ
う
と
思
う
。
そ
れ
は
天
児
が
直
接
教

え
て
く
れ
た
こ
と
で
は
な
い
の
だ
が
、
少
々
気
に
か
け
て
い
た
こ
と
が
ひ
と
つ
の
思
い
出
話
し
に

よ
っ
て
判
然
と
し
た
の
で
あ
る
。

『

山
の
民』

理
論
社
版
の
第
二
刷
が
出
版
さ
れ
た
と
き
の
こ
と
だ
と
い
う
。
先
に
理
論
社
版
は

第
二
刷
を
確
認
し
て
い
る
と
述
べ
た
が
、
初
版
が
本
体
に
カ
バ
ー
を
か
け
た
も
の
だ
っ
た
の
に
対

し
て
、
こ
の
と
き
は
箱
入
り
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
新
装
版
の
出
版
だ
っ
た
と
も
い
え
る

の
だ
が
、
天
児
は
真
新
し
い『

山
の
民』

全
四
冊
を
江
馬
か
ら
手
渡
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
江
馬
は
、

｢

こ
れ
は
あ
げ
て
も
よ
い
が
、
あ
げ
る
と
本
を
大
切
に
し
な
く
な
る
か
ら
、
代
金
を
半
額
だ
け
払

い
な
さ
い｣

と
い
っ
た
。
少
々
偏
屈
な
感
は
あ
る
が
、
筋
が
通
っ
て
い
な
く
も
な
い
。
と
い
う
よ

り
は
、
そ
れ
も
ま
た
親
し
み
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
と
も

か
く
、
そ
の
際
に
天
児
は
署
名
を
頼
み
、
江
馬
は
扉
に
次
の
よ
う
に
記
し
た
と
い
う
。

か
に
か
く
に
物
は
思
わ
ず
ひ
だ
び
と
の

打
つ
す
み
な
わ
の
た
だ
ひ
と
筋マ
マ

に

江
馬

修

｢

筋｣
に
付
し
て
あ
る

｢

マ
マ｣

は
天
児
に
よ
る
。｢

こ
れ
は
万
葉
集
の
な
か
で
特
に
修
が
気

に
入
っ
た
斐ひ

太だ

歌う
た

の
一
つ
で
、
署
名
に
よ
く
使
っ
た
も
の
で
あ
る
。｣

と
天
児
は
説
明
し
て
い
た
。

そ
れ
ま
で
に
少
々
気
に
か
け
て
い
た
こ
と
と
い
う
の
は
、
学
会
版
の
表
紙
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
学
会
版
三
冊
は
、
む
ろ
ん
今
手
も
と
に
あ
る
一
揃
い
だ
け
を
眺
め
て
の
話
し
だ
が
、
少
々
色
合
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い
を
異
に
す
る
も
の
の
一
言
で
い
え
ば
浅
黄
色
と
い
う
べ
き
色
で
、
い
わ
ゆ
る
フ
ラ
ン
ス
装
と
い

わ
れ
る
装
丁
の
書
物
で
あ
る
。
ご
く
恣
意
的
な
連
想
で
は
、
人
文
書
院
の

『

サ
ル
ト
ル
全
集』

を

想
い
出
す
装
丁
な
の
だ
が
、
江
馬
没
後
十
年
を
記
念
し
て
出
版
さ
れ
た
春
秋
社
版
も
こ
の
フ
ラ
ン

ス
装
で
あ
っ
た
。
た
ぶ
ん
、
学
会
版
に
ち
な
ん
だ
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
色
は
、
今

手
も
と
に
あ
る
も
の
は
少
々
黄
ば
ん
で
し
ま
っ
た
が
真
っ
白
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
ち
な

み
に
、『

サ
ル
ト
ル
全
集』

も
色
は
白
だ
っ
た
が
、
カ
バ
ー
は
浅
黄
色
を
さ
ら
に
薄
く
し
た
よ
う

な
色
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
表
紙
の
表
は
著
者
名
と
題
名
だ
け
が
記
さ
れ
た
そ
っ
け
な
い
も
の

だ
が
、｢

山
の
民｣

と
い
う
文
字
だ
け
が
赤
な
い
し
朱
色
と
い
う
べ
き
色
で
印
刷
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
問
題
は
裏
表
紙
な
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
一
見
す
る
と
真
横
か
ら
見
た
靴
の
よ
う
な
も
の
の

左
端
か
ら
一
本
の
線
が
飛
び
出
し
、
反
時
計
回
り
に
ぐ
る
り
と
円
を
描
き
な
が
ら
大
き
く
そ
の
物

体
を
と
り
か
こ
ん
だ
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
よ
う
な
も
の
が
記
さ
れ
て
い
た
。
な
か
な
か
魅
力
的
な
図
案

に
は
じ
め
は
し
ば
し
見
入
っ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
靴
様
の
物
体
が
何
で
あ
る
か
は
ほ
ど
な
く
わ

か
っ
た
。
大
工
さ
ん
の
必
須
道
具
で
あ
る
墨
縄
、
正
確
に
言
え
ば
墨
壺
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

そ
こ
か
ら
飛
び
出
し
円
を
描
い
て
い
た
線
が
文
字
ど
お
り
の
墨
縄
で
あ
る
。
だ
が
ど
う
し
て
墨
縄

な
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
の
が
、
そ
の
と
き
か
ら
抱
い
て
い
た
疑
問
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、

先
の
歌
に
接
し
た
と
き
に
氷
解
し
た
の
で
あ
る
。
い
や
、
氷
解
し
た
と
思
い
込
み
、
今
も
そ
う
思

い
込
ん
で
い
る
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
学
会
版
の
時
点
で
す
で
に
江
馬
が
そ
の
歌
を
知
っ

て
い
た
と
い
う
傍
証
は
今
の
と
こ
ろ
発
見
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
裏
表
紙
の
マ
ー
ク
が
歌
と
連
関
し

て
い
る
と
い
う
証
言
も
見
つ
け
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
万
葉
歌
が
飛
�
地
方
に

広
く
知
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
江
馬
も
早
く
か
ら
知
っ
て
い
た
蓋
然
性
は
小
さ
く
な
く
、
ま
た
そ
の

飛
�
を
舞
台
と
し
た

『

山
の
民』

と
マ
ー
ク
が
連
関
し
て
い
る
蓋
然
性
も
小
さ
く
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
こ
の
マ
ー
ク
が
誰
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
も
の
な
の
か
は
む
ろ
ん
わ
か
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
先
の
歌
は
い
う
ま
で
も
な
く
恋
歌
、
万
葉
集
で
い
え
ば
相
聞
歌
で
あ
る
が
、
天
児

の
想
い
出
話
し
に
は
続
き
が
あ
る
。
天
児
は

『

延
安
賛
歌』

と
い
う
書
を
も
ら
っ
た
と
き
に
も
同

じ
歌
を
記
し
た
署
名
を
も
ら
っ
た
と
い
う
。
こ
の
と
き
も
代
金
の
半
額
を
要
求
さ
れ
た
の
か
ど
う

か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
と
き
天
児
は
、｢

あ
ら
、
こ
の
歌
、
前
に
も
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た｣

と
い
っ
た
ら
、
江
馬
は

｢

急
に
顔
を
ま
っ
赤
に
し
た｣

。
天
児
が
ふ
ざ
け
て
さ
ら
に

｢

先
生
か
ら

大
変
な
恋
歌
を
い
た
だ
き
ま
し
た
わ
。
そ
れ
も
二
度
ま
で
も｣

と
い
う
と
、｢

修
は
い
よ
い
よ
ま
っ

赤
に
な
っ
て
、
顔
を
手
で
お
お
っ
た
の
で
私
の
方
が
驚
い
て
し
ま
っ
た｣

、
と
天
児
は
回
想
し
て

い
た
。
ほ
ほ
え
ま
し
い
と
い
う
よ
り
は
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
む
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
い
え
る
の
だ

が
、
こ
れ
以
上
は
立
ち
入
ら
な
い
。
天
児
が

｢

マ
マ｣

を
付
し
て
い
た
よ
う
に
、｢

筋｣

は

｢

道｣

の
あ
や
ま
り
で
あ
る
。｢

ひ
と
道
に｣

よ
り
は

｢

ひ
と
筋
に｣

の
方
が
語
感
と
し
て
ぴ
っ
た
り
と

す
る
こ
と
か
ら
く
る
覚
え
ち
が
い
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
語
感
は
む
ろ
ん
現
在
の
わ
れ
わ
れ

と
も
一
致
す
る
。

や
や
脇
道
に
そ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
以
下
学
会
版
の
本
文
を
先
に
述
べ
た
単
位
に
分
け
、
ご
く

簡
単
な
要
約
を
付
す
。
た
だ
、
そ
の
際
に
は
少
々
微
妙
な
ケ
ー
ス
が
存
在
す
る
。
引
用
が
絡
ん
で

い
る
場
合
で
あ
る
。『

山
の
民』

に
は
、
文
書
や
書
簡
あ
る
い
は
唄

(

歌)

等
が
引
用
さ
れ
る
こ

と
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
際
に
は
、
一
字
下
げ
、
前
後
一
行
あ
け
で
記
さ
れ
る
の
が
基
本
に
な
っ

て
い
る
が
、
す
べ
て
が
厳
格
に
守
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
引
用
の
行
あ
け

な
の
か
件
の
行
あ
け
な
の
か
判
断
し
難
い
部
分
が
あ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
場
合
は
内

容
で
判
断
す
る
ほ
か
は
な
い
の
だ
が
、
や
は
り
ぶ
れ
が
生
じ
る
の
は
さ
け
ら
れ
な
い
。
そ
の
点
も

考
慮
し
て
、
各
単
位
に
は
ペ
ー
ジ
を
記
し
て
お
く
。
述
べ
た
よ
う
に
、
学
会
版
は
現
在
入
手
し
や

す
い
テ
キ
ス
ト
で
は
な
い
が
、
一
部
の
収
録
を
除
い
て
そ
の
後
一
度
も
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
な
い

以
上
や
む
を
得
な
い
。
ペ
ー
ジ
は
括
弧
内
に
は
じ
め
と
終
わ
り
の
ペ
ー
ジ
を
記
す
。
そ
の
な
か
に

単
独
で
記
さ
れ
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
そ
れ
は
最
大
一
ペ
ー
ジ
の
短
か

い
単
位
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
か
に
は
三
行
た
ら
ず
の
も
の
も
あ
り
、
し
い
て
分
け
る
べ
き
と

は
思
わ
れ
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
す
べ
て
形
式
に
し
た
が
っ
た
。
だ
が
、
た
だ
ひ
と
つ
だ
け
例
外

が
あ
る
。
そ
れ
は
第
一
部
の
４
で
、
最
後
の
六
行
が
一
行
あ
け
で
記
さ
れ
て
い
る
が
あ
え
て
分
け

る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
む
ろ
ん
内
容
も
勘
案
し
て
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
部
分
は
す
べ
て
括
弧
で

く
く
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
書
か
れ
方
は
こ
こ
を
除
い
て
ほ
か
に

は
な
い
。
単
位
に
付
す
番
号
は
全
編
の
通
し
と
は
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
ご
と
と
す
る
。
要
約
に

あ
た
っ
て
は
、
明
確
に
判
断
さ
れ
る
限
り
で
日
付
を
入
れ
る
こ
と
に
努
め
る
。

第
一
部

雪
崩
す
る
国

一

高
山
御
役
所

１

(

慶
応
四
年
一
月
二
十
三
日)

手
代
寺
田
潤
之
助
、
早
駕
籠
で
郡
代
役
所
へ
帰
参
。

(

３
〜
６)

２

寺
田
、
郡
代
新
見
内
膳
へ
情
勢
報
告
。

(

６
〜
10)

３

大
評
定
の
末
、
郡
代
役
所
を
鎮
撫
使
先
発
隊
へ
明
け
渡
す
こ
と
を
決
定
。

(

10
〜
18)

４

評
定
の
決
定
を
町
会
所
・
郡
中
会
所
の
役
人
を
呼
び
報
告
。

(

19
〜
20)

二

地
役
人

５

地
役
人
ら
、
評
定
の
話
し
を
し
な
が
ら
奥
田
大
蔵
の
屋
敷
へ
向
か
う
。

(

21
〜
24)

６

地
役
人
ら
、
奥
田
邸
で
の
相
談
の
結
果
、
天
朝
へ
の
帰
順
を
決
定
。

(

24
〜
31)

７

決
定
後
、
奥
田
邸
で
酒
宴
。

(

31
〜
34)

34
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三

き
の
ふ
と
け
ふ

８

事
情
を
聞
き
つ
け
た
人
々
の
混
乱
。

(

35
〜
37)

９
(

一
月
二
十
四
日)

新
見
郡
代
、
先
に
出
発
さ
せ
る
妻
子
の
供
を
地
役
人
に
依
頼
す
る
が

拒
絶
さ
れ
る
。

(

37
〜
44)

10

郡
代
の
妻
子
ら
、
江
戸
へ
向
け
出
発
。

(

44
〜
46)

四

郡
中
会
所

11

(

一
月
二
十
五
日)
鎮
撫
使
先
発
隊
の
警
護
と
し
て
郡
上
藩
入
国
の
知
ら
せ
。

(

47
〜
48)

12

郡
中
会
所
と
安
永
年
間
の
大
原
騒
動
に
つ
い
て
。

(

48
〜
52)

13

郡
中
会
所
二
階
で
の
、
村
役
人
の
対
郡
上
藩
対
策
に
つ
い
て
の
寄
り
合
い
。

(

52
〜
58)

14

郡
中
会
所
階
下
で
の
、
百
姓
た
ち
の
郷
蔵
廃
止
願
い
に
つ
い
て
の
寄
り
合
い
。(

58
〜
69)

五

夜
の
落
人

15

百
姓
総
代
、
村
役
人
へ
郷
蔵
廃
止
願
い
を
提
案
し
、
郡
代
へ
の
願
書
提
出
を
決
定
。

(

70
〜
73)

16

郡
上
藩
攻
め
入
る
の
う
わ
さ
で
混
乱
す
る
人
々
。

(

73
〜
77)

17

新
見
郡
代
、
郡
上
藩
入
国
を
聞
き
早
々
江
戸
へ
向
け
出
発
。

(

78
〜
86)

六

牛
を
追
ふ
て

18

牛
方
親
子
、
道
端
の
自
蔵
尊
類
が
消
え
て
い
る
の
を
発
見
。

(

87
〜
92)

19

牛
方
親
子
、
百
姓
た
ち
の
不
動
尊
撤
去
の
現
場
に
遭
遇
。

(

92
〜
95)

20

牛
方
親
子
、
峠
の
茶
屋
に
到
着
。

(

96
〜
97)

21

茶
屋
で
の
、
老
婆
・
牛
方
・
百
姓
の
会
話
。

(

97
〜
102)

22

牛
方
親
子
、
茶
屋
を
去
り
、
途
中
早
飛
脚
に
出
会
う
。

(
103
〜
105)

七

維
新
の
使
者

23

(

一
月
十
日)

竹
沢
寛
三
郎
、
東
山
道
鎮
撫
使
先
発
隊
の
命
を
受
け
京
都
を
出
発
。

(

106
〜
111)

24

郡
上
藩
入
国
し
、
人
々
反
発
を
強
め
る
。

(

111
〜
114)

25

地
役
人
・
郡
中
会
所
の
迎
え
を
受
け
、
竹
沢
飛
�
に
入
る
。

(

114
〜
122)

26

(

二
月
四
日)

郡
上
藩
の
一
部
が
退
去
し
、
竹
沢
多
く
の
人
々
に
迎
え
ら
れ
高
山
に
入
る
。

(

122
〜
127)

八

『

飯
粒
で
鯛』

27

竹
沢
の
到
着
に
人
々
ひ
と
ま
ず
安
堵
。

(

128)

28

(

二
月
五
日)

地
役
人
、
竹
沢
に
こ
れ
ま
で
通
り
の
召
し
抱
え
を
願
い
出
、
了
承
さ
れ
る
。

(

128
〜
130)

29

町
会
所
・
郡
中
会
所
の
総
代
、
郡
上
藩
家
老
鈴
木
兵
左
衛
門
に
呼
ば
れ
出
向
く
。

(

130
〜
136)

30

郡
上
藩
家
老
、
米
三
百
俵
を
提
供
す
る
旨
を
伝
え
る
が
、
辞
退
さ
れ
る
。

(

136
〜
141)

31

総
代
郡
中
会
所
に
戻
り
、
相
談
の
上
再
び
鈴
木
の
元
へ
行
き
辞
退
を
告
げ
る
。(

141
〜
146)

九

た
く
ら
み

32

竹
沢
、
町
年
寄
矢
島
善
左
衛
門
に
郡
上
藩
の
こ
と
を
語
る
。

(

147
〜
149)

33

矢
島
、
帰
り
道
に
川
上
屋
善
右
衛
門
に
出
会
い
、
ま
た
合
羽
屋
の
お
ら
く
と
す
れ
ち
が
う
。

(

149
〜
154)

34

(

二
月
六
日)

町
会
所
・
郡
中
会
所
の
総
代
、
郡
上
藩
の
件
で
竹
沢
へ
嘆
願
。

(

154
〜
158)

35

町
会
所
・
郡
中
会
所
・
地
役
人
、
天
朝
直
支
配
を
総
督
府
へ
嘆
願
す
る
こ
と
を
決
定
。

(

158
〜
159)

十

天
領
百
姓

36

(

二
月
七
日)

竹
沢
、
天
朝
御
領
を
宣
言
し
、
年
貢
半
減
そ
の
他
運
上
等
の
軽
減
を
約
束
。

(

160
〜
163)

37

広
瀬
村
五
郎
作
、
藁
づ
か
い
小
屋
に
寄
り
、
夜
ば
い
話
に
興
じ
る
若
者
に
年
貢
半
減
を
伝

え
る
。

(

163
〜
169)

38

五
郎
作
、
家
に
帰
り
、
女
房
の
お
し
ず
に
年
貢
半
減
の
こ
と
を
伝
え
る
。

(

169
〜
176)

39

五
郎
作
、
夜
ば
い
に
来
た
若
者
と
年
貢
半
減
を
肴
に
酒
を
飲
む
と
こ
ろ
に
、
息
子
が
帰
宅
。

(

176
〜
187)

十
一

睨
み
合
ひ

40

(

二
月
八
日)

郡
上
藩
鈴
木
、
竹
沢
に
不
満
を
述
べ
対
立
。

(

188
〜
194)

41

(

二
月
九
日)

郡
上
藩
排
除
を
期
し
て
竹
沢
総
督
府
本
陣
へ
向
か
う
。

(

194
〜
198)

42

畳
屋
の
佐
吉
、
郡
上
藩
の
侍
に
因
縁
を
つ
け
対
立
。

(

198
〜
207)

十
二

う
ど
ん
屋

43

お
光
姉
妹
の
い
る
う
ど
ん
屋
へ
通
う
郡
上
兵
。

(

208
〜
210)

44

お
光
姉
妹
の
家
に
郡
上
兵
が
い
る
と
の
情
報
を
聞
き
、
踏
み
込
む
火
方
た
ち
。(

210
〜
225)

45

火
事
の
半
鐘
に
戦
と
早
合
点
す
る
郡
上
兵
。

(

225
〜
227)

十
三

総
督
府
本
陣
へ

46

嘆
願
の
た
め
続
々
と
総
督
府
へ
向
か
う
百
姓
た
ち
。

(

228
〜
232)

47

(

二
月
十
三
日)

郡
中
会
所
総
代
、
総
督
府
へ
行
き
、
郡
上
藩
の
件
で
嘆
願
。

(

232
〜
240)

十
四

絶
望
と
歓
喜

48

郡
中
会
所
で
の
百
姓
た
ち
の
お
し
ゃ
べ
り
と
謎
か
け
。

(

241
〜
250)

35
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49

(

二
月
十
六
日)

郡
中
会
所
総
代
、
再
度
の
嘆
願
に
総
督
府
に
行
く
が
、
そ
こ
で
郡
上
藩

お
預
け
を
言
い
渡
さ
れ
る
。

(

250
〜
255)

50

竹
沢
、
急
遽
飛
�
取
締
役
を
仰
せ
つ
か
っ
た
旨
、
総
代
に
報
告
。

(

255
〜
259)

十
五

竹
沢
の
夢

51

(

二
月
十
八
日)

郡
上
藩
退
去
し
、
数
日
後
竹
沢
、
脇
田
頼
三
を
伴
な
い
帰
陣
。(

260
〜
263)

52

竹
沢
の
行
な
っ
た
種
々
の
政
策
。

(

263
〜
267)

53

山
々
に
臨
ん
で
の
竹
沢
の
感
慨
。

(

267
〜
269)

第
二
部
奔
流

一

梅
村
速
水

１

京
都
の
旅
宿
で
郡
中
会
所
総
代
ら
、
郡
上
藩
退
去
・
天
朝
直
支
配
を
喜
び
祝
宴
。

(

３
〜
13)

２

慶
応
二
年
、
桜
井
誠
一
を
名
の
り
飛
�
を
訪
れ
た
と
き
の
梅
村
速
水
。

(

14
〜
21)

３

(

三
月
一
日)

梅
村
飛
�
高
山
に
入
り
、
翌
日
竹
沢
と
会
見
。

(

22
〜
30)

４

梅
村
、
脇
田
よ
り
事
情
を
聞
き
、
竹
沢
、
山
王
祭
を
直
前
に
し
た
飛
�
を
去
る
。

(

30
〜
41)

５

(

三
月
十
四
日)

梅
村
就
任
を
宣
言
し
、
地
役
人
二
十
一
ヶ
条
の
伺
書
を
提
出
し
、
返
答

と
同
時
に
叱
責
を
受
け
る
。

(

41
〜
46)

６

(

三
月
十
七
日)

郡
中
会
所
総
代
、
梅
村
に
願
書
を
提
出
す
る
が
怒
り
を
買
い
蟄
居
を
命

じ
ら
れ
る
。

(
46
〜
51)

７

竹
沢
捕
縛
の
知
ら
せ
に
動
揺
す
る
人
々
。

(
51
〜
55)

二

お
つ
る

８

維
新
が
抱
え
る
様
々
な
困
難
と
梅
村
の
政
策
。

(

56
〜
58)

９

梅
村
、
役
人
た
ち
と
妻
帯
の
こ
と
を
話
し
合
う
。

(

59
〜
65)

10

梅
村
、
笠
松
の
役
所
に
出
張
の
途
中
、
番
所
の
役
人
の
屋
敷
で
お
つ
る
に
出
会
う
。

(

65
〜
74)

11

梅
村
、
お
つ
る
を
陣
屋
に
連
れ
て
帰
り
、
結
婚
を
決
意
。

(

74
〜
80)

三

労
働
と
諦
念

12

石
灰
焼
場
の
親
子
と
通
り
が
か
り
の
ぼ
っ
か
、
世
を
語
り
合
う
。

(

81
〜
94)

13

東
本
願
寺
の
連
枝
霊
樹
院
勝
縁
、
飛
�
来
訪
の
知
ら
せ
。

(

94
〜
100)

14

連
枝
、
飛
�
を
巡
行
。

(

100
〜
104)

四

小
さ
い
一
人

15

捨
て
児
発
見
に
苦
悩
す
る
梅
村
と
お
つ
る
。

(

105
〜
110)

16

狩
り
に
出
た
梅
村
、
雨
宿
り
に
入
っ
た
一
軒
の
百
姓
家
に
一
人
泣
く
赤
ん
坊
を
発
見
。

(

110
〜
116)

17

助
右
ェ
門
の
田
圃
の
田
植
え
。

(

116
〜
123)

18

田
植
え
の
最
中
弥
助
の
嬶
、
梅
村
に
呼
び
出
さ
れ
、
田
植
衆
、
梅
村
の
悪
口
を
い
う
。

(

123
〜
130)

19

田
植
え
の
宴
会
で
ま
た
梅
村
の
悪
口
。

(

130
〜
137)

五

旧
弊
一
新

20

梅
村
、
高
山
県
知
事
に
任
命
さ
れ
、(

七
月
一
日)

布
告
を
発
表
、
そ
の
第
一
。(

138
〜
141)

21

布
告
の
第
二
・
第
三
に
お
い
て
、
人
倫
の
大
道
と
民
衆
の
教
化
を
説
く
。

(

141
〜
145)

22

布
告
の
第
四
に
お
い
て
、
勧
農
を
説
く
。

(

145
〜
146)

23

最
後
の
布
告
第
五
に
お
い
て
、
富
国
を
説
く
。

(

146
〜
147)

24

梅
村
が
行
な
っ
た
そ
の
他
の
政
策
。

(

147
〜
150)

25

梅
村
と
お
つ
る
、
花
売
り
の
少
女
か
ら
花
を
買
い
、
み
ず
か
ら
建
て
た
捨
て
児
の
墓
に
詣

で
る
。

(

150
〜
158)

六

弥
平
と
徳
兵
衛

26

百
姓
七
兵
衛
と
勧
農
方
五
郎
左
衛
門
の
い
い
争
い
に
、
勧
農
方
徳
兵
衛
が
来
て
仲
裁
。

(

159
〜
173)

27

江
馬
弥
平
、
徳
兵
衛
の
家
を
訪
れ
、
み
ず
か
ら
の
印
籠
と
刀
を
自
慢
す
る
。

(

173
〜
180)

28

弥
平
の
生
い
た
ち
。

(

180
〜
186)

29

こ
れ
か
ら
の
飛
�
に
つ
い
て
お
お
い
に
語
る
弥
平
と
徳
兵
衛
。

(

186
〜
199)

七

下
々
の
下
国

30

飛
�
に
特
別
な
年
貢
・
買
請
米
制
度
と
そ
れ
に
対
す
る
梅
村
の
考
え
。

(

200
〜
209)

31

梅
村
の
行
な
っ
た
様
々
な
救
恤
政
策
。

(

209
〜
212)

32

天
保
大
飢
饉
死
者
の
た
め
の
大
法
要
。

(

212
〜
219)

33

法
要
か
ら
帰
る
途
中
の
百
姓
た
ち
。

(

219
〜
222)

八

神
を
�
す
る
も
の

34

(

九
月
八
日)

明
治
改
元
と

(

十
月)

東
京
行
幸
。

(

223)

35

秋
祭
り
準
備
の
な
か
、
梅
村
へ
の
不
満
を
語
る
百
姓
た
ち
。

(

223
〜
229)

36
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36

祭
り
の
準
備
中
、
役
人
が
お
社
の
御
神
体
を
調
べ
に
来
て
没
収
、
祭
り
は
中
止
に
な
る
。

(

229
〜
237)

37

他
の
村
々
で
も
御
神
体
調
べ
が
行
な
わ
れ
、
多
く
の
村
々
で
祭
り
が
中
止
と
な
る
。

(

237
〜
240)

38

郷
兵
の
組
織
に
つ
い
て
。

(

241
〜
244)

39

梅
村
、
不
平
分
子
を
捕
縛
し
、
太
政
官
に
新
た
な
進
言
。

(

244
〜
247)

九

堤
防
工
事

40

梅
村
、
洪
水
対
策
の
た
め
に
堤
防
工
事
に
着
手
。

(

248
〜
252)

41

梅
村
、
堤
防
工
事
の
現
場
を
訪
れ
工
事
の
遅
れ
に
対
処
。

(

252
〜
256)

42

堤
防
が
完
成
し
、
祝
宴
が
催
さ
れ
る
。

(

256
〜
261)

43

祝
宴
に
梅
村
・
お
つ
る
が
参
加
。
(

261
〜
268)

44

梅
村
・
お
つ
る
退
席
後
も
祝
宴
は
続
く
。
(

268
〜
275)

十

合
羽
屋
お
ら
く

45

梅
村
、
密
通
を
厳
し
く
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
遊
女
屋
を
設
置
。

(

276
〜
279)

46

六
人
の
女
を
密
通
の
疑
い
で
取
り
調
べ
る
。

(

279
〜
285)

47

村
上
三
郎
、
お
ら
く
と
吉
住
弘
之
進
を
発
見
し
、
お
ら
く
を
お
ど
す
。

(

286
〜
299)

48

お
ら
く
と
下
女
お
か
ね
を
尋
問
。

(

299
〜
303)

49

お
ら
く
・
お
え
い
と
、
吉
住
弘
之
進
・
礼
助
に
対
す
る
処
罰
の
言
い
渡
し
。

(

303
〜
311)

50

(

十
二
月
二
日)

お
ら
く
、
制
札
場
で
晒
し
の
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。

(

312
〜
316)

51

梅
村
の
お
ら
く
へ
の
意
趣
返
し
を
う
わ
さ
し
、
戦
々
恐
々
と
す
る
ひ
と
び
と
。(

316
〜
319)

52

藤
兵
衛
・
五
郎
作
ら
百
姓
、
居
酒
屋
で
お
ら
く
・
梅
村
に
つ
い
て
語
り
合
う
。(
319
〜
332)

第
三
部

途
上

一

御
門
前

１

門
番
の
辰
蔵
、
役
所
前
の
前
を
ぼ
ん
や
り
通
り
過
ぎ
る
女
を
つ
か
ま
え
い
さ
め
る
。

(

３
〜
８)

２

料
理
屋
の
女
将
・
百
姓
た
ち
の
門
の
出
入
り
。

(

８
〜
12)

３

山
方
の
百
姓
総
代
、
役
所
へ
の
嘆
願
の
帰
り
道
、
馬
上
の
梅
村
を
見
る
。

(

12
〜
15)

二

深
夜
の
客

４

宿
屋
で
山
方
の
百
姓
宇
平
と
利
助
が
嘆
願
の
こ
と
で
相
談
。

(

16
〜
22)

５

飛
�
山
方
の
、
安
石
代
・
山
方
米
に
つ
い
て
の
歴
史
的
経
緯
。

(

22
〜
34)

６

川
上
屋
善
右
衛
門
、
宿
屋
の
宇
平
・
利
助
を
尋
ね
、
上
洛
直
訴
の
計
画
を
打
ち
あ
け
る
。

(

35
〜
53)

三

大
砲
刑

７

真
夜
中
、
町
会
所
の
寄
り
合
い
の
最
中
に
大
砲
の
音
が
と
ど
ろ
く
。

(

54
〜
63)

８

山
方
百
姓
を
は
り
つ
け
に
し
、
お
ど
し
の
空
砲
を
撃
つ
。

(

63
〜
70)

９

百
姓
た
ち
、
白
州
に
連
れ
ら
れ
大
砲
刑
を
い
い
わ
た
さ
れ
る
。

(

70
〜
76)

10

刑
執
行
に
対
し
て
吉
田
文
助
・
村
上
俊
介
・
奥
田
金
馬
太
郎
、
梅
村
に
意
見
。(

76
〜
86)

11

空
砲
を
撃
ち
、
処
刑
と
見
せ
か
け
百
姓
た
ち
を
逃
が
す
。

(

86
〜
91)

四

女
ば
か
り
の
村

12

吉
田
忠
太
郎
、
調
練
隊
を
率
い
山
方
へ
向
か
う
途
中
、
甲
村
孫
助
の
家
で
一
服
。

(

92
〜
98)

13

山
方
の
あ
る
部
落
に
到
着
す
る
が
、
そ
こ
に
男
は
一
人
も
お
ら
ず
、
女
だ
け
で
あ
っ
た
。

(

98
〜
105)

14

他
の
部
落
も
女
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
あ
る
百
姓
家
で
首
を
く
く
っ
た
男
を
発
見
。

(

105
〜
109)

五

ほ
や
を
食
ふ
人
々

15

雪
と
寒
さ
に
難
儀
す
る
調
練
隊
、
あ
る
部
落
で
唖
者
の
男
を
発
見
。

(

110
〜
115)

16

黍
生
谷
の
農
家
に
一
泊
す
る
が
食
べ
物
が
な
く
、
つ
ね
と
は
つ
二
人
が
米
を
調
達
に
出
か

け
る
。

(

115
〜
129)

17

途
中
、
は
つ
が
男
た
ち
の
い
る
山
小
屋
に
事
の
次
第
を
知
ら
せ
に
向
か
う
。

(

129
〜
140)

18

一
方
、
調
練
隊
は
村
中
の
食
べ
物
を
探
索
し
、
酒
を
見
つ
け
る
。

(

140
〜
148)

19

翌
朝
、
つ
ね
が
米
を
持
っ
て
戻
っ
て
く
る
。

(

148
〜
149)

六

逃
散
者

20

猪
の
鼻
村
宇
平
の
家
に
人
々
が
集
ま
っ
て
い
る
所
に
、
調
練
隊
来
る
と
の
知
ら
せ
。

(

150
〜
156)

21

男
た
ち
は
猪
狩
り
へ
、
年
寄
り
と
娘
は
山
小
屋
へ
向
か
う
。

(

156
〜
162)

22

調
練
隊
、
宇
平
の
家
に
や
っ
て
来
て
か
つ
を
縛
り
あ
げ
る
。

(

162
〜
166)

23

大
古
井
村
長
太
郎
、
国
境
を
越
え
逃
げ
る
べ
く
家
を
出
る
が
、
途
中
崖
か
ら
転
落
し
死
亡
。

(

166
〜
174)

24

調
練
隊
、
大
古
井
村
に
到
着
。

(

174
〜
177)

25

国
外
逃
亡
禁
止
の
通
達
。

(

177)

37
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七

明
治
二
年
春

26
(

明
治
二
年
一
月
一
日)

新
年
を
迎
え
、
各
調
練
隊
が
百
姓
を
引
き
連
れ
帰
陣
。(

178
〜
183)

27

教
諭
方
、
梅
村
の
政
策
の
啓
蒙
に
つ
と
め
る
。

(

183
〜
187)

28

(

一
月
二
十
二
日)

梅
村
、
集
議
館
を
創
設
す
る
が
間
も
な
く
廃
止
し
、
京
都
へ
行
く
こ

と
を
決
意
。

(

188
〜
190)

29

京
都
へ
行
く
前
夜
、
梅
村
、
お
つ
る
と
話
す
う
ち
に
癇
癪
を
お
こ
す
。

(

190
〜
203)

30

(

一
月
二
十
六
日)
梅
村
京
都
へ
向
け
出
発
、
そ
れ
は
一
年
前
新
見
郡
代
が
去
っ
た
日
で

あ
っ
た
。

(

203
〜
204)

八

訴
へ

31

(

一
月
八
日)

川
上
屋
善
右
衛
門
、
嘆
願
の
た
め
京
都
へ
向
か
う
。

(

205
〜
208)

32

善
右
衛
門
、
脇
田
頼
三
に
会
い
、
相
談
の
上
願
書
を
提
出
。

(

208
〜
214)

33

善
右
衛
門
、
三
川
屋
市
右
衛
門
に
偶
然
出
会
い
、
願
書
提
出
の
こ
と
を
話
す
。(

214
〜
218)

34

善
右
衛
門
、
留
守
中
の
宿
に
梅
村
の
追
手
が
来
た
こ
と
を
知
り
、
役
所
に
保
護
を
求
め
る
。

(

218
〜
221)

35

危
う
く
追
手
に
つ
か
ま
り
か
け
た
善
右
衛
門
は
再
度
願
書
を
提
出
。

(

221
〜
237)

九

夢
魔

36

関
所
廃
止
の
行
政
官
布
告
に
と
ま
ど
う
役
所
。

(

238)

37

苗
字
帯
刀
許
可
の
変
更
に
よ
り
、
い
っ
そ
う
強
ま
る
梅
村
へ
の
反
発
。

(

239
〜
241)

38

商
法
局
の
主
要
産
業
独
占
に
高
ま
る
不
満
。

(

241
〜
243)

39

探
索
方
、
高
山
に
乗
り
込
み
、
一
方
赤
田
屋
瑛
二
郎
ら
謹
慎
処
分
に
。

(
243
〜
244)

40

各
所
で
の
ぼ
や
騒
ぎ
。

(
244
〜
246)

41

火
方
と
調
練
隊
の
反
目
。

(

246
〜
250)

42

刑
法
官
監
察
司
、
高
山
を
訪
れ
調
査
。

(
250)

43

自
衛
の
た
め
見
張
り
に
立
つ
百
姓
た
ち
。

(

251
〜
254)

44

松
本
村
藤
兵
衛
、
古
川
町
の
消
防
組
の
た
い
ま
つ
を
狐
火
と
見
ま
ち
が
う
。

(

254
〜
257)

45

旧
地
役
人
、
つ
の
る
不
満
か
ら
機
に
乗
じ
て
口
上
書
を
提
出
。

(

257
〜
262)

46

江
馬
弥
平
の
家
、
火
事
に
あ
う
。

(

262
〜
265)

47

旧
地
役
人
の
要
求
に
危
機
を
お
ぼ
え
、
吉
田
文
助

京
都
の
梅
村
の
も
と
へ
向
か
う
。

(

265
〜
268)

十

猪
の
如
く

48

続
々
と
京
都
へ
向
か
う
反
梅
村
派
。

(

269
〜
272)

49

高
山
の
情
勢
逼
迫
を
極
め
る
な
か
、
切
腹
や
逃
亡
を
企
て
る
役
人
た
ち
。

(

272
〜
276)

50

刑
法
官
判
事
か
ら
取
調
べ
を
受
け
た
梅
村
、(

三
月
五
日)

禁
を
お
か
し
て
高
山
へ
向
か

う
。

(

276
〜
281)

51

梅
村
、
い
っ
た
ん
高
山
へ
向
か
う
が
入
国
を
断
念
、(

三
月
十
日)

引
き
返
す
途
中
肩
を

撃
た
れ
負
傷
。

(

281
〜
289)

十
一

梅
村
の
没
落

52

(

三
月
十
三
日)

監
察
司
知
事
宮
原
大
輔
、
高
山
に
入
り
、(

十
四
日)

梅
村
罷
免
さ
れ
る
。

(

290
〜
293)

53

郡
中
会
所
、
宮
原
に
十
二
ヶ
条
の
願
書
を
提
出
。

(

293
〜
298)

54

旧
地
役
人
た
ち
、
事
後
の
た
め
に
様
々
な
画
策
を
め
ぐ
ら
す
。

(

298
〜
303)

55

川
上
屋
善
右
衛
門
、
京
都
で
の
活
動
の
後
、
瀧
原
礼
造
と
と
も
に
帰
国
。

(

303
〜
308)

十
二

新
政
謳
歌

56

(

四
月
二
十
日)

宮
原
大
輔
、
高
山
県
知
事
に
就
任
し
、
旧
地
役
人
た
ち
と
酒
宴
。

(

309
〜
328)

57

梅
村
、
牢
で
煩
悶
の
末

(

明
治
三
年
十
月
二
十
六
日)

死
ぬ
。

(

328
〜
331)

58

梅
村
派
の
人
々
の
そ
の
後
。

(

332
〜
335)

59

善
右
衛
門
、
そ
の
他
京
都
で
活
動
し
て
い
た
人
々
の
そ
の
後
。

(

335
〜
337)

60

広
瀬
村
五
郎
作
、
と
う
ま
る
駕
籠
に
乗
せ
ら
れ
高
山
を
去
る
。

(

337
〜
340)

二

確
認
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
以
上
ま
と
め
た
も
の
は
学
会
版
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
は
初
稿
と
い

う
順
に
な
る
の
だ
が
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
学
会
版
は
圧
倒
的
に
付
け
加
え
ら
れ
た
部
分
が
多

く
、
お
お
か
た
は
初
稿
を
カ
バ
ー
し
て
い
た
と
い
え
る
。
特
に
単
位
レ
ヴ
ェ
ル
で
見
た
と
き
に
は

そ
う
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
初
稿
は
学
会
版
と
対
照
さ
せ
る
形
で
ま
と
め
、
の
ち
に
補
足

を
加
え
る
と
い
う
方
法
を
取
る
。
も
ち
ろ
ん
、
対
照
は
単
位
レ
ヴ
ェ
ル
で
行
な
う
。
初
稿
も
ま
た

学
会
版
と
同
様
な
単
位
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
も
す
で
に
述
べ
た
。
学
会
版
と
同
じ
く
初
稿
も
入
手

し
や
す
い
テ
キ
ス
ト
で
は
な
い
が
、
各
単
位
の
ペ
ー
ジ
だ
け
は
や
は
り
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
た
だ
、
初
稿
は
雑
誌
掲
載
の
た
め
通
し
ペ
ー
ジ
を
記
し
得
な
い
。
仮
の
通
し
ペ
ー
ジ
を
ふ
る

と
い
う
方
法
も
あ
る
が
、
正
確
を
期
す
た
め
に
は
そ
れ
と
各
雑
誌
ペ
ー
ジ
と
の
対
応
表
を
別
に
用

意
す
る
必
要
が
あ
り
、
か
え
っ
て
煩
雑
を
増
す
だ
け
で
利
は
少
な
い
。
や
は
り
、
各
雑
誌
ペ
ー
ジ

を
記
す
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
こ
れ
も
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
章
の

38
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数
と
連
載
の
回
数
が
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
、
し
か
も
連
載
回
数
の
方
が
章
の
数
を
上
ま
わ
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
複
数
の
回

(

雑
誌)

で
構
成
さ
れ
る
章
が
存
在
す
る
こ
と
で
、
そ

の
場
合
は
当
然
章
の
途
中
で
掲
載
誌
の
変
更
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
同
じ
章
に
お
い
て
も
必
ず
し

も
通
し
ペ
ー
ジ
に
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ペ
ー
ジ
の
あ
と
に
は
連
載
の
回
数
を
記

す
。
た
だ
し
、
各
回
最
初
だ
け
に
限
る
。
単
位
に
付
す
番
号
は
学
会
版
と
容
易
に
区
別
で
き
る
よ

う

[
]

付
け
に
す
る
。
な
お
、
各
編
の
タ
イ
ト
ル
は
学
会
版
に
合
わ
せ
る
形
で
書
き
改
め
る
。

第
一
編

飛
�
の
維
新

一

[

１]

42
〜
44

(一)

[

２]

44
〜
47

[

３]

47
〜
53

[

４]

53
〜
61

二

[

５]

46
〜
48

(二)

[

６]

48
〜
52

[

７]

52
〜
59

三

[

８]

46
〜
51

(三)

[

９]

51
〜
59

[

10]

59
〜
64

四

[

11]

48
〜
53

(四)

[

12]

53
〜
61

[

13]

61
〜
62

[

14]

42
〜
46

(五)

[

15]

46
〜
49

[

16]

49
〜
54

[

17]

54
〜
58

五

[

18]

51
〜
53

(六)

[

19]

51
〜
53

[

20]

60
〜
62

[

21]

２

(七)

[

22]

２
〜
６

[

23]

６
〜
７

六

[

24]

７
〜
９

[

25]

９
〜
12

[

26]

12
〜
15

[

27]

15
〜
21

七

[

28]

27
〜
30

(八)

[

29]

30
〜
33

[

30]

33
〜
37

[

31]

37
〜
45

[

32]

45
〜
46

八

[

33]

49
〜
57

(九)

[

34]

57
〜
61

[

35]

33
〜
35

(十)

[

36]

36
〜
40

[

37]

40
〜
42

[

38]

43
〜
45

[

39]

45
〜
46

第
二
編

梅
村
速
水

一

[
１]

２
〜
６

(一)

[
２]

６
〜
８

[

３]
９
〜
13

[

４]
13
〜
18

[

５]

18
〜
20

39
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二

[
６]

30
〜
36

(二)

[
７]

46
〜
49

(三)

[

８]
49
〜
50

[

９]
50

[

10]

50
〜
51

[

11]

51
〜
56

[

12]

56
〜
58

三

[

13]

48
〜
54

(四)

[

14]

54
〜
59

四

[

15]

48
〜
53

(五)

[

16]

54
〜
55

[

17]

55
〜
58

五

[

18]

50
〜
54

(六)

[

19]

54
〜
57

[

20]

50
〜
53

(七)

[

21]

53
〜
55

[

22]

55
〜
56

[

23]

57
〜
58

六

[

24]

46

(八)

[

25]

46
〜
56

[

26]

56
〜
57

[

27]

57

七

[

28]

48
〜
51

(九)

[

29]

51
〜
57

[

30]

57
〜
58

八

[

31]

46
〜
47

(十)

[

32]

48
〜
50

[

33]

50
〜
52

[

34]

52
〜
55

[

35]

55
〜
57

単
独
で
記
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
も
は
や
説
明
は
不
要
だ
が
、
第
一
編
の

[

24]

の
み
、

章
の
は
じ
め
に
も
か
か
わ
ら
ず
回
数
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
あ
る
い
は
説
明
が
必
要
か
も
し

れ
な
い
。
こ
れ
は
前
の
章
の

[

21]

に
(七)
と
あ
る
よ
う
に
、
要
す
る
に
そ
の
続
き
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
こ
こ
だ
け
が
一
回
に
章
の
方
が
複
数
を
含
む
例
外
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
第
二
編

が
掲
載
さ
れ
た
雑
誌
に
は
各
誌
ご
と
の
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
に
、
一
月
号
か
ら
十
二
月
号
ま
で
の
通
し

ペ
ー
ジ
が
併
記
さ
れ
て
い
た
が
、
各
雑
誌
の
ペ
ー
ジ
の
み
を
記
し
た
。

初
稿
の
単
位
分
け
も
確
認
し
終
わ
っ
た
の
で
、
い
よ
い
よ
初
稿
と
学
会
版
と
を
対
照
さ
せ
る
こ

と
に
す
る
。
基
本
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位
同
士
を
対
応
さ
せ
、
全
体
の
構
成
の
変
化
を
明
ら
か

に
し
て
い
く
わ
け
だ
が
、
そ
の
場
合
に
は
い
ず
れ
か
一
方
を
基
準
と
し
、
他
の
一
方
を
い
わ
ば
そ

れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
な
形
で
行
な
う
の
が
よ
り
よ
い
方
法
の
よ
う
に
思
う
。
具
体
的
に
い
え
ば
、

い
ず
れ
か
一
方
の
単
位
の
順
を
そ
の
ま
ま
に
し
、
も
う
一
方
の
単
位
を
そ
れ
に
対
応
さ
せ
て
並
べ

て
い
く
と
い
う
や
り
方
で
あ
る
。
当
然
一
方
の
単
位
の
順
番
が
狂
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
事
実
そ

う
な
る
の
だ
が
、
ど
ち
ら
の
順
も
変
え
ず
に
行
な
う
や
り
方
よ
り
は
よ
り
よ
い
方
法
だ
と
考
え
る
。

と
い
う
の
は
、
ど
ち
ら
の
順
も
変
え
な
い
場
合
に
は
対
応
す
る
単
位
同
士
を
線
か
何
か
で
結
ぶ
し

か
な
く
、
結
果
、
網
目
状
に
線
が
錯
綜
し
た
も
の
が
で
き
あ
が
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
、
そ
れ
で
は
全
体
の
構
成
の
変
化
も
見
え
に
く
い
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
の
順
番

が
狂
う
と
い
う
欠
点
は
あ
る
が
、
や
は
り
こ
ち
ら
の
方
が
複
雑
さ
を
最
小
限
に
お
さ
え
る
こ
と
が

で
き
、
か
つ
全
体
の
構
成
の
変
化
も
見
え
に
く
く
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

で
は
ど
ち
ら
を
そ
の
基
準
と
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
通
常
は
は
じ
め
の
初
稿
を

選
ぶ
の
が
い
わ
ば
正
攻
法
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
学
会
版
を
基
準
に
す
え
た
い
と
思
う
。

の
ち
の
冬
芽
書
房
版
や
理
論
社
版
と
の
対
照
を
も
考
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
の
ち
の

二
つ
の
版
の
基
本
的
な
構
成
は
、
初
稿
よ
り
は
明
ら
か
に
学
会
版
に
近
い
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
初
稿
に
は
な
い
第
三
部
が
存
在
す
る
か
ら
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
を
除
く
部
分
に
お

い
て
も
そ
う
い
え
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
初
稿
と
学
会
版
を
対
照
し
た
も
の
に
、
今
後
冬
芽

書
房
版
や
理
論
社
版
と
の
対
照
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
の
な
ら
ば
、
学
会
版
を
動
か
さ

40
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な
い
方
が
便
利
な
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
以
後
の
対
照
の
際
に
は
そ
の
つ
ど
前
の
版
を
基
準
と

し
て
行
な
う
と
い
う
方
法
も
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
場
合
に
は
改
稿
過
程
全
体
の
流
れ
や
連
続
性
と

い
っ
た
も
の
を
失
い
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。

対
照
は
表
の
形
に
し
た
方
が
よ
り
見
や
す
い
で
あ
ろ
う
。
上
段
が
基
準
と
す
る
学
会
版
、
下
段

が
初
稿
で
あ
る
。
学
会
版
の
第
三
部
は
初
稿
に
は
対
応
す
る
も
の
は
な
い
が
、
学
会
版
の
連
続
上
、

ま
た
初
稿
に
対
応
す
る
も
の
な
し
と
い
う
意
味
を
含
め
て
省
く
こ
と
を
し
な
い
。

八

『

飯
粒
で
鯛』

七

維
新
の
使
者

六

牛
を
追
ふ
て

五

夜
の
落
人

四

郡
中
会
所

三

き
の
ふ
と
け
ふ

二

地
役
人

一

高
山
御
役
所

第
一
部
雪
崩
す
る
国

(
学
会
版)29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

[

19]

[

18]

[

17]
[

16]
[

15]
[

14]
[

13]

[

12]

[

11]
[

10]

[

９
下]

[

７
下]

[

９
上]

[

８
下]

[

７
上]

[

８
上]

[

６]

[

５]

[
４]

[

３]

[

２]
[

１] 第
一
編

飛
�
の
国

(

初
稿)

四 三 二 一

(六) (五) (四) (三) (二) (一)

[

18]

[

14]
[

15]
[

16]
[

17]

[

11]

[

12]

[

13]

[

８]

[

９]

[
10]

[

５]

[

６]

[

７]

[

１]

[

２]

[

３]

[

４]

41

二

お
つ
る

一

梅
村
速
水

第
二
部

奔
流

(

学
会
版)

十
五

竹
沢
の
夢

十
四

絶
望
と
歓
喜

十
三

総
督
府
本
陣
へ

十
二

う
ど
ん
屋

十
一

睨
み
合
ひ

十

天
領
百
姓

九

た
く
ら
み

10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30

[

５]

[

４
上]

[

３
下]

[

４
下]

[

３
上]

[

２]
[

１] 第
二
編

梅
村
速
水

(

初
稿)

[

39]
[

38]
[

37]
[

36]

[

35]

[

33]
[

34]

[

32]

[

31]

[

30]
[

29]
[

28]
[

27]
[

26]
[

25]
[

24]
[

23]

[

22]

[

21]
[

20]

一 八 七 六 五

(

一) (十) (九) (八) (七)

[

１]

[

２]

[

３]

[

４]

[

５]

[

35]
[

36]
[

37]
[

38]
[

39]

[

33]
[

34]

[

28]
[

29]
[

30]
[

31]
[

32]

[

24]
[

25]
[

26]
[

27]

[

21]

[

22]

[

23]

[

19]

[

20]
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42

九

堤
防
工
事

八

神
を
�
す
る
も
の

七

下
々
の
下
国

六

弥
平
と
徳
兵
衛

五

旧
弊
一
新

四

小
さ
い
一
人

三

労
働
と
諦
念

44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11

[

29]

[

28]

[

23]
[

22]
[

27]
[

26]
[

25
下]

[

18
下]

[

20
下]

[

25
上]
[

24]

[

19]

[

21]
[

11
上]

[

18
上]

[

20
上]

[

12]
[

10]
[

９]
[

８]
[

７]
[

６]
[

17]
[

16]

[

15]

[

11
下]

[

14]

[

13]

七 六 五 二 四 三

(九) (八) (七) (六) (三) (二) (五) (四)

[

28]

[

29]

[

30]

[
24]

[

25]

[

26]

[

27]

[

20]
[

21]
[

22]
[

23]

[

18]
[

19]

[

７]
[

８]
[

９]
[

10]
[

11]
[

12]

[

６]

[

15]

[

16]

[

17]

[

13]

[

14]

六

逃
散
者

五

ほ
や
を
食
ふ
人
々

四

女
ば
か
り
の
村

三

大
砲
刑

二

深
夜
の
客

一

御
門
前

第
三
部

途
上

(

学
会
版)

十

合
羽
屋
お
ら
く

25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 52 51 50 49 48 47 46 45

[

31
下]

[

35]
[

34
上]

[

33]
[

34
下]

[

32]

[

31
上]

[

30]

八

(十)

[

31]

[

32]

[

33]

[

34]

[

35]
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こ
の
表
に
は
少
々
難
点
が
あ
る
。
初
稿
の
単
位
の
順
が
狂
っ
て
い
る
こ
と
も
む
ろ
ん
そ
の
ひ
と

つ
だ
が
、
そ
れ
は
承
知
の
上
で
あ
っ
た
。
難
点
は
、
初
稿
に
学
会
版
と
同
様
に
章
を
記
し
た
こ
と

に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
初
稿
の
章
の
並
び
に
も
前
後
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、

そ
れ
だ
け
な
ら
ま
だ
し
も
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
問
題
な
の
は
、
も
と
も
と
の
章
を
構
成
す
る

単
位
と
は
か
な
り
の
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
部
分
が
少
な
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
特
に
第
二

編
に
著
し
い
。
た
と
え
ば
、
第
二
編
の
五
章
は
表
で
見
る
限
り
で
は

[

18
上]

、[

11
上]

、[

21]

、

[

19]

の
構
成
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
先
の
単
位
分
け
で
示
し
た
よ
う
に
、
18
か
ら
23
ま
で

の
六
つ
の
単
位
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
最
下
段
に
記
し
た
の
が
、
も
と
も
と
の
章
を
構

成
す
る
単
位
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
20
や
22
、
23
は
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
学
会
版
の
八

章
と
六
章
に
く
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
初
稿
の
章
と
し
て
記
し
た
も
の
は
、
特
に
第
二

編
に
お
い
て
は
か
な
り
大
雑
把
な
枠
組
み
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
編
は
章
の
並

び
を
変
え
る
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
各
章
も
ほ
ぼ
も
と
も
と
の
章
を
構
成
す
る
も
の
と
一
致
し
て
い

る
こ
と
は
見
て
の
と
お
り
で
あ
る
。

か
な
り
無
理
を
し
て
ま
で
あ
え
て
初
稿
に
章
を
記
し
た
の
は
、
む
ろ
ん
全
体
の
構
成
の
変
化
を

わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
初
稿
に
は
章
の
ほ
か
に
連
載
の
回
数
も
合
わ
せ
て

記
し
て
お
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
章
に
合
わ
せ
て
で
あ
り
、
( )
付
け
で
記
し
た
も
の
が
そ
れ
で
あ

る
。
数
字
の
下
に｢

上｣

ま
た
は｢

下｣

と
記
し
た
単
位
は
、
二
つ
に
分
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
な
か
に
は
、
実
際
は
三
つ
以
上
に
分
断
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
だ
が
、
い
ず
れ
の

場
合
に
も
、
対
応
関
係
と
し
て
は
二
つ
の
分
断
と
し
て
処
理
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
場

合
に
は
、
上
、
下
は
正
確
な
前
後
関
係
を
示
す
も
の
に
は
な
り
得
な
い
。
他
は
す
べ
て
、
上
、
下

は
前
後
に
符
合
す
る
。
空
欄
は
す
べ
て
該
当
部
分
な
し
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

三

対
照
表
を
見
れ
ば
は
っ
き
り
と
わ
か
る
よ
う
に
、
学
会
版
へ
の
改
稿
は
圧
倒
的
に
第
二
部
に
付

け
加
え
ら
れ
た
部
分
が
多
く
、
ま
た
構
成
の
変
更
も
は
な
は
だ
し
い
。
も
ち
ろ
ん
、
初
稿
に
は
な

い
第
三
部
を
除
い
て
で
あ
る
。
第
一
部
は
章
の
並
び
も
基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
と
い
っ
て
よ
く
、

付
け
加
え
ら
れ
た
部
分
も
多
く
は
な
い
。
構
成
の
変
更
も
ご
く
一
部
に
限
ら
れ
て
い
る
。
検
討
は
、

構
成
の
変
更
と
学
会
版
で
新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
が
中
心
に
な
る
が
、
む
ろ
ん
省
か
れ
た
部
分

も
あ
り
、
そ
れ
も
ま
た
検
討
を
要
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

ま
ず
は
学
会
版
の
第
一
部
、
す
な
わ
ち
初
稿
第
一
編
か
ら
の
改
稿
で
あ
る
。
は
じ
め
に
構
成
の

変
更
か
ら
検
討
す
る
。
対
照
表
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
学
会
版
第
一
部
に
お
け
る
構
成
の
変

43

十
二

新
政
謳
歌

十
一

梅
村
の
没
落

十

猪
の
如
く

九

夢
魔

八

訴
へ

七

明
治
二
年
春
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更
は
二
箇
所
あ
る
。
ひ
と
つ
は
や
や
複
雑
な
変
更
で
、
学
会
版
で
は
四
章
か
ら
五
章
に
か
け
て
、

初
稿
で
は
二
章
か
ら
三
章
に
か
け
て
の
部
分
で
あ
る
。
学
会
版
の
単
位
の
番
号
で
い
え
ば
11
か
ら

16
ま
で
の
範
囲
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
単
純
な
変
更
で
、
学
会
版
で
は
十
三
章
か
ら
十
四
章
に

か
け
て
、
初
稿
で
は
八
章
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
初
稿
の

[

33]

と

[

34]

を
入
れ
か
え
た
も
の

で
あ
る
。
ま
ず
は
単
純
な
後
者
か
ら
見
て
い
く
。

[

33]

と[
34]
を
入
れ
か
え
た
学
会
版
の
47
と
48
は
そ
れ
ぞ
れ
、
要
約
に
も
記
し
た
よ
う
に
、

郡
中
会
所
総
代
が
総
督
府
へ
行
き
郡
上
藩
の
件
で
嘆
願
す
る
部
分
と
、
郡
中
会
所
で
百
姓
た
ち
が

お
し
ゃ
べ
り
と
謎
か
け
を
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
初
稿
で
は
そ
れ
が
逆
に
な
っ
て
い
た
わ
け
だ

が
、
入
れ
か
え
た
理
由
は
お
そ
ら
く
、
時
間
的
な
順
序
の
問
題
で
あ
る
。
要
約
に
も
記
し
た
が
、

47
の
で
き
ご
と
は
二
月
十
三
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
冒
頭
、｢

竹
沢
は
十
三
日
に
大
垣
へ
つ
い
た
。｣

と
記
さ
れ
る
。
大
垣
は
総
督
府
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
竹
沢
よ
り
も
ひ
と
足
先
に
大
垣
に
来
て

い
た
郡
中
会
所
の
総
代
は
、
そ
の
知
ら
せ
を
聞
き
た
だ
ち
に
竹
沢
の
い
る
旅
宿
に
お
も
む
く
。
嘆

願
に
つ
い
て
の
相
談
を
済
ま
せ
た
総
代
ら
は
、
そ
の
帰
り
の
足
で
総
督
府
へ
と
向
か
う
の
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
初
稿
も
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
次
の
48
は
い
つ
の
で
き
ご
と
な
の
か
は
っ

き
り
と
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
十
四
日
以
降
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
冒
頭
に

は
、
竹
沢
と
と
も
に
大
垣
へ
向
か
っ
た
組
頭
か
ら
の
手
紙
が
引
用
さ
れ
、
そ
こ
に
十
四
日
の
で
き

ご
と
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
部
分
も
も
ち
ろ
ん
、
初
稿
で
も
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
初
稿
で
は
前
後
し
て
い
た
日
付
を
学
会
版
で
は
改
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

次
の
49
、
総
代
ら
が
再
度
総
督
府
へ
嘆
願
に
行
く
の
が
十
六
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
彼
ら

は
、
当
面
郡
上
藩
御
預
け
と
い
う
最
悪
の
結
果
を
い
い
わ
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

だ
が
、
以
上
の
改
稿
が
是
非
と
も
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
か
ど
う
か
は
疑
問

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
確
か
に
初
稿
で
は
時
間
が
前
後
し
て
い
た
。
し
か
し
、
小
説
は
必
ず
し

も
時
間
的
な
順
序
に
し
た
が
っ
て
記
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
初
稿
の
よ
う
に
、

十
四
日
の
で
き
ご
と
が
記
さ
れ
た
手
紙
を
受
け
取
り
、
郡
中
会
所
で
の
お
し
ゃ
べ
り
と
謎
か
け
に

興
じ
る
百
姓
た
ち
を
描
い
た
あ
と
に
、
十
三
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
大
垣
で
の
で
き
ご
と
を
記
し
て

も
特
に
不
都
合
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
の
ち
に
新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
と
し
て
詳
し
く
述

べ
る
が
、
こ
の
部
分
の
す
ぐ
前
の
46
は
初
稿
に
は
な
か
っ
た
記
述
で
あ
る
。
嘆
願
の
た
め
に
総
督

府
へ
向
か
う
百
姓
た
ち
を
描
い
た
部
分
で
あ
る
。
こ
の
部
分
を
新
た
に
加
え
、
も
し
初
稿
の
順
序

ど
お
り
に
し
て
い
た
な
ら
ば
、
百
姓
た
ち
を
描
い
た
部
分
が
並
ぶ
こ
と
に
な
る
。
一
方
は
郡
中
会

所
で
の
百
姓
、
も
う
一
方
は
大
垣
へ
向
か
う
百
姓
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
に
郡
中
会
所
総
代
の
総

督
府
へ
の
嘆
願
、
再
度
の
嘆
願
と
続
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
な
ら
ば
や
や
平
板
に
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
も
い
え
る
が
、
総
代
ら
の
記
述
を
連
続
的
に
描
く
こ
と
が
で
き
る
と
も
い
え
る
の
で

あ
る
。
い
ず
れ
が
構
成
と
し
て
す
ぐ
れ
て
い
る
か
は
に
わ
か
に
判
断
し
難
い
が
、
こ
こ
で
の
改
稿

が
46
の
新
た
な
追
加
の
た
め
で
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
も
う
ひ
と
つ
の
や
や
複
雑
な
変
更
を
検
討
す
る
。
学
会
版
の
11
か
ら
16
の
部
分
で
あ
る
。

か
な
り
大
き
な
変
更
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
、
永
平
和
雄
も
こ
の
部
分
に
は
注
目
し
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
た
。
少
々
長
く
な
る
が
、
す
べ
て
の
説
明
を
聞
い
て
お
き
た
い
。

初
稿
第
二
章
の
前
段
、
翌
朝
の
町
の
混
乱
か
ら
夜
中
の
郡
代
奥
方
家
族
の
退
去
ま
で
が
、
自

家
版

｢

三
き
の
ふ
と
け
ふ｣

と
し
て
独
立
す
る
。
後
段
は
郡
中
会
所
へ
と
一
転
し
、
二
階
で
は

名
主
た
ち
が
、
階
下
で
は
百
姓
た
ち
が
寄
り
合
っ
て
い
る
。
し
か
し
初
稿
で
は
郡
代
奥
方
の
退

去
に
続
い
て
唐
突
な
舞
台
の
転
換
で
あ
る
し
、
名
主
た
ち
の
動
き
に
は
触
れ
ず
に
、
階
下
の
貧

農
の
会
話
が
、
広
瀬
村
五
郎
衛
門

(

自
家
版
以
降
五
郎
作)

中
心
に
描
か
れ
る
だ
け
で
、
第
三

章
冒
頭
に
は
、
郡
上
藩
の
軍
勢
の
大
原
口
乗
り
込
み
が
知
ら
さ
れ
、
地
役
人
、
町
会
所
の
出
迎

え
、
郡
中
会
所
の
紛
糾
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
に
大
原
騒
動
の
歴
史
が
回
顧
さ
れ
て
、

ま
た
郡
中
会
所
階
上
に
戻
る
と
い
う
、
い
か
に
も
粗
雑
な
展
開
に
な
っ
て
い
た
。

自
家
版
で
は
郡
中
会
所
の
場
面
の
前
に
二
十
五
日
郡
上
勢
の
報
知
を
置
い
て
、
地
役
人
、
町

会
所
と
異
な
る
郡
中
会
所
の
対
応
を
描
こ
う
と
し
、
大
原
騒
動
に
お
け
る
郡
上
藩
の

｢

飛
州
総

百
姓｣

に
対
す
る
虐
殺
を
振
り
返
る
。
初
稿
の
第
二
章
に
あ
っ
た
百
姓
た
ち
の
談
合
は
後
に
廻

し
て
、
ま
ず
階
上
の
名
主
た
ち
の
郡
上
勢
へ
の
反
撥
と
対
策
が
示
さ
れ
、
対
照
的
に
そ
の
夜
の

｢

下
の
台
所｣

｢

圍マ
マ

爐
裏｣

を
取
り
巻
く

｢

百
姓
共｣

の
議
論
が
沸
騰
す
る
こ
と
に
な
る
。
議
論

の
最
後
に
郷
蔵
廃
止
の
要
求
が
纏
ま
り
、
小
前
百
姓
総
代
に
選
ば
れ
た
宮
村
忠
七
が
村
役
人
に

訴
え
る
た
め
二
階
へ
上
が
る
。
そ
こ
で
村
役
人
た
ち
に
よ
る
郷
蔵
廃
止
の
願
書
作
製
、
郡
中
総

代
の
選
出
、
代
官
所
へ
の
嘆
願
と
な
り
、
郡
代
の
立
ち
退
き
ま
で
の

｢

五
夜
の
落
人｣

の
章
へ

連
続
す
る
。

最
初
の
一
文
は
初
稿
の
二
章
前
半
、
学
会
版
の
三
章
に
つ
い
て
の
部
分
で
そ
の
範
囲
外
で
あ
る

が
、
説
明
の
流
れ
を
そ
こ
な
わ
ぬ
よ
う
省
く
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
永
平
は
学
会
版

の
章
を

｢

三
き
の
ふ
と
け
ふ｣

｢

五
夜
の
落
人｣

と
い
う
よ
う
に
記
し
て
い
た
。
確
か
に
、
学
会

版
で
は
章
数
と
章
題
の
あ
い
だ
に
は
余
白
が
な
く
続
け
て
書
か
れ
て
い
た
。
だ
が
、
や
は
り
見
づ

ら
い
こ
と
は
あ
ら
そ
え
ぬ
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
も
記
し
た
よ
う
に
ひ
と
マ
ス
あ
け
て
記
す
。
目
次

に
は
ひ
と
マ
ス
と
は
い
え
な
い
が
や
や
あ
け
て
記
さ
れ
て
お
り
、
各
章
の
表
記
も
数
字
だ
け
は
ゴ

シ
ッ
ク
体
で
、
見
づ
ら
く
は
な
か
っ
た
。
な
お
、
第
二
部
と
第
三
部
は
目
次
も
数
字
は
ゴ
シ
ッ
ク

体
で
書
か
れ
て
い
た
。

44



江馬修 『山の民』 研究序説 [一]

― 45 ―

当
該
部
分
の
変
更
を
、
永
平
は
ほ
ぼ
過
不
足
な
く
説
明
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
だ
が
、
そ

れ
が
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
ま
た
別
の
こ
と
で
あ
る
。
以
前
に
、
永
平
の
論
の

内
容
を
把
握
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
と
述
べ
た
の
は
、
た
と
え
ば
こ
の
よ
う
な
記
述
が
少
な
く

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
、『

山
の
民』

と
い
っ
た
作
品
の
改
稿
過
程
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
は
、
永
平
の
よ
う
な
説
明
よ
り
は
先
に
示
し
た
よ
う
な
表
に
で
も
す
る
方
が
わ
か
り
や

す
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
同
時
に
試
み
た
単
位
分
け
や
要
約
を
合
わ
せ
て
で
あ
る
。

永
平
が
先
に
説
明
し
て
い
た
こ
と
が
ら
は
、
そ
れ
を
合
わ
せ
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
学
会
版
を
基
準
に
す
え
、
そ
ち
ら
の
方
に
要
約
を
付
し
た
の
は
そ
の
た
め
で
も
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
学
会
版
が
お
お
か
た
初
稿
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
学

会
版
の
方
が
よ
り
細
か
な
単
位
に
分
か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

よ
り
細
分
化
し
た
要
約
が
可
能
に
な
り
、
さ
ら
に
は
初
稿
と
の
対
応
も
よ
り
詳
細
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。
単
位
の
数
に
は
、
第
一
部
と
第
一
編
で
は
十
四
、
第
二
部
と
第
二
編
で
は
十

七
の
差
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
要
約
に
あ
た
っ
て
は
、
で
き
る
だ
け
初
稿
と
の
対
応
の
点
に
も
配

慮
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
以
下
検
討
を
要
す
る
の
は
、
構
成
変
更
の
目
的
と
そ
の
結
果
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
構
成
変
更
の
最
大
の
目
的
は
お
そ
ら
く
、
郡
中
会
所
の
二
階
と
階
下
で
行
な
わ
れ
て

い
た
二
つ
の
寄
り
合
い
を
統
一
し
て
描
く
こ
と
に
あ
っ
た
。
二
階
で
の
寄
り
合
い
は
村
役
人
ら
の
、

階
下
で
の
そ
れ
は
百
姓
た
ち
の
で
あ
る
。
初
稿
で
は
、
そ
れ
ら
は
[

７]

と

[

９]

に
分
か
れ
て

い
た
。
だ
が
い
う
ま
で
も
な
く
、
分
か
れ
て
い
る
こ
と
そ
れ
自
体
は
必
ず
し
も
ま
ず
い
こ
と
で
は

な
い
。
問
題
は
、
い
わ
ば
そ
の
分
か
れ
方
に
あ
る
。
作
者
は
お
そ
ら
く
、
そ
の
分
か
れ
方
に
ま
ず

い
点
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
改
め
る
た
め
に
選
ん
だ
方
法
が
、
分
け
ず
に
統
一
す
る
こ

と
、
つ
ま
り
は
連
続
し
て
描
く
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
る
意
味
で
は
最
も
安
易
な
方
法
と
い

え
な
く
も
な
い
の
だ
が
、
し
か
し
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
他
の
部
分
や
そ
れ
ら
と
の
関
係
も
よ
り
よ

く
な
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
へ
ん
の
事
情
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た

め
に
、
学
会
版
を
基
準
と
し
た
先
の
対
照
表
を
一
度
初
稿
を
基
準
と
し
た
も
の
に
書
き
改
め
て
み

た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
当
該
部
分
の
み
で
あ
る
。
新
た
に
分
け
ら
れ
る
学
会
版
に
は
そ
れ
ぞ
れ
要
約

を
付
す
。
基
本
的
に
は
以
前
の
も
の
の
く
り
か
え
し
に
な
る
が
、
一
部
二
つ
に
分
か
れ
る
も
の
が

あ
り
、
ま
た
順
も
変
わ
っ
て
い
る
の
で
流
れ
を
把
握
し
や
す
い
よ
う
加
え
た
。
先
と
は
反
対
に
上

段
が
初
稿
、
下
段
が
学
会
版
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
章
の
記
載
は
省
く
。

12
が
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
は
ほ
ぼ
学
会
版
の
単
位
で
構
成
さ
れ
て
い
た
と
い
っ

て
差
し
つ
か
え
な
い
。
要
約
を
参
考
に
そ
の
流
れ
を
見
る
限
り
、
特
に
ま
ず
い
展
開
と
は
思
わ
れ

な
い
。
永
平
は
そ
れ
を
、｢

い
か
に
も
粗
雑
な
展
開
に
な
っ
て
い
た｣

と
述
べ
て
い
た
が
、
粗
雑

ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
平
板
な
展
開
に
な
ら
ぬ
よ
う
工
夫
さ
れ
た
構
成
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
の
で

あ
る
。
永
平
は
も
う
ひ
と
つ
、
12
上
の
郡
中
会
所
に
つ
い
て
の
記
述
が

｢

唐
突
な
舞
台
の
転
換
で

あ
る｣

と
も
述
べ
て
い
た
。
そ
の
直
前
は
、
学
会
版
で
は
10
に
あ
た
る
、
郡
代
の
妻
子
ら
の
江
戸

へ
向
け
て
の
出
発
の
記
述
で
あ
る
。｢

舞
台
の
転
換｣

が
あ
る
こ
と
は
事
実
だ
が
、
そ
れ
が

｢

唐

突｣

で
あ
る
と
は
一
概
に
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
学
会
版
で
の
直
前
は
11
の
郡
上
藩
入
国
の
知

ら
せ
の
記
述
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
も

｢

舞
台
の
転
換｣

で
あ
る
こ
と
に
は
ち
が
い
な
く
、｢

唐
突｣

で
な
い
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
永
平
は
な
ぜ
そ
う
い
え
る
の
か
の
理
由

を
述
べ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
永
平
は
た
ぶ
ん
、
学
会
版
と
比
べ
て
み
た
と
き
に
そ
う
見

え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
初
稿
よ
り
は
学
会
版
の
方
が
よ
り
よ
い
構
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
だ
が
、
初
稿
が

｢

粗
雑｣

あ
る
い
は

｢

唐
突｣

で
あ
る
と
は
、
少
な
く
と
も
永

平
が
問
題
に
し
た
部
分
が
そ
う
で
あ
る
と
は
決
し
て
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
問
題
は
や
は
り
、
郡

中
会
所
で
の
二
つ
の
寄
り
合
い
の
記
述
の
分
離
に
あ
っ
た
。

初
稿
を
基
準
と
し
て
書
き
改
め
た
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
二
つ
の
寄
り
合
い
は

[

７]

の
一
部

で
あ
る
14
と
、[

９]

の
一
部
で
あ
る
13
に
分
離
し
て
い
る
。
だ
が
重
要
な
の
は
、
同
じ
郡
中
会

所
の
二
階
と
階
下
で
行
な
わ
れ
て
い
た
二
つ
の
寄
り
合
い
は
互
い
に
没
交
渉
で
あ
っ
た
わ
け
で
は

な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
15
の
要
約
に
も
示
し
た
よ
う
に
、
階
下
で
の
百
姓
た
ち
の
話

し
合
い
で
決
定
さ
れ
た
郷
蔵
廃
止
願
い
提
出
の
件
は
、
や
が
て
二
階
の
村
役
人
た
ち
に
提
案
さ
れ
、

首
尾
よ
く
実
行
に
移
さ
れ
る
と
い
う
運
び
に
な
る
の
で
あ
る
。
要
は
そ
の
二
つ
の
交
渉
の
接
続
が
、

あ
ま
り
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。[

７]

の
最
後
、
す
な
わ
ち
14
の

最
後
は
宮
村
忠
七
な
る
人
物
が
百
姓
総
代
と
し
て
選
ば
れ
、
忠
七
は

｢

村
役
人
達
の
評
定
に
提
議

す
る
た
め
に
、
す
ぐ
二
階
へ
上
つ
て
行
つ
た
。｣

と
記
さ
れ
た
あ
と
、
送
り
出
し
た
百
姓
た
ち
の

簡
単
な
会
話
で
終
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
あ
と
に
は

[

８]

、
す
な
わ
ち
11
の
郡
上
藩
入
国
の
知
ら

[

７]

14 12
上

郡
中
会
所
階
下
で
の
、
百
姓
た
ち
の
郷
蔵
廃
止
願
い
に
つ
い
て
の

寄
り
合
い
。

郡
中
会
所
に
つ
い
て
。

[

９]

[

８]

16 15 13 12
下 11

郡
上
藩
攻
め
入
る
の
う
わ
さ
で
混
乱
す
る
人
々
。

百
姓
総
代
、
村
役
人
へ
の
郷
蔵
廃
止
願
い
を
提
案
し
、
郡
代
へ
の

願
書
提
出
を
決
定
。

郡
中
会
所
二
階
で
の
、
村
役
人
の
対
郡
上
藩
対
策
に
つ
い
て
の
寄

り
合
い
。

安
永
年
間
の
大
原
騒
動
に
つ
い
て
。

鎮
撫
使
先
発
隊
の
警
護
と
し
て
郡
上
藩
入
国
の
知
ら
せ
。

45
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せ
と
12
下
の
大
原
騒
動
に
つ
い
て
の
記
述
が
は
さ
ま
り
、[

９]

の
最
初
の
13
で
村
役
人
ら
の
寄

り
合
い
の
記
述
と
な
る
。
村
役
人
ら
は
郡
上
藩
入
国
の
知
ら
せ
を
聞
き
そ
の
対
策
を
話
し
合
っ
て

い
る
最
中
な
の
だ
が
、
そ
こ
に
階
下
か
ら
あ
が
っ
て
来
た
忠
七
が
登
場
す
る
。
展
開
上
は
た
ぶ
ん

そ
う
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
な
ぜ
か
忠
七
は
登
場
せ
ず
、
村
役
人
ら
の
話
し
合
い
の
途

中
に
突
然
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

宮
村
の
百
姓
代
が
、
前
夜
忠
七
か
ら
提
案
さ
れ
て
ゐ
た
郷
蔵

ぐ
わ
う
ぐ
ら
廃
止
の
一
件
を
、
無
雑
作
に
持

出
し
た
。

｢

宮
村
の
百
姓
代｣

と
い
う
の
が
少
々
ま
ぎ
ら
わ
し
い
が
、
こ
れ
は
村
役
人
の
一
人
で
あ
る
。

百
姓
総
代
と
し
て
選
ば
れ
た
忠
七
も

｢
宮
村
忠
七｣

と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
む
ろ
ん
こ
れ
は
宮
村

の
忠
七
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
明
治
維
新
直
前
の
こ
の
時
期
、
百
姓
を
は
じ
め
一
般
の
人
々
に
依

然
苗
字
が
な
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、｢

前
夜｣

と
い

う
一
語
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
初
稿
で
は
村
役
人
ら
の
寄
り
合
い
は
百
姓
た
ち
の
寄
り
合
い
の
翌
日

に
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
い
や
、
翌
日
に
も
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
忠
七
は
確
か
に

｢

二
階
へ
上
が
つ
て
行
つ
た｣

の
で
あ
り
、
こ
こ
で
も

｢

忠
七
か
ら
提
案
さ
れ
て
ゐ
た｣

と
記
さ

れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
百
姓
た
ち
の
寄
り
合
い
は
前
日
に
行
な
わ
れ
、
同
日
行
な
わ
れ
て
い
た
村

役
人
ら
の
寄
り
合
い
に
忠
七
は
顔
を
出
し
郷
蔵
廃
止
の
件
を
提
案
し
た
。
そ
の
こ
と
を
、
翌
日
再

び
開
か
れ
た
村
役
人
ら
の
寄
り
合
い
で
宮
村
の
百
姓
代
が
持
ち
出
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。

だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
展
開
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
村
役
人
ら
の
寄
り
合
い
に
階
下
か
ら
あ
が
っ
て
き
た
忠
七
が
顔
を
出

す
場
面
を
描
き
、
そ
こ
で
忠
七
の
提
案
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
方
が
は
る
か
に
す
っ
き
り
と

す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
事
実
そ
の
提
案
、
す
な
わ
ち
郷
蔵
廃
止
願
い
提
出
の
件
は
満
座
の

支
持
を
得
、
す
ぐ
さ
ま
実
行
へ
の
段
取
り
と
な
る
の
で
あ
る
。
先
の
引
用
に
続
け
て
そ
の
様
子
は

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

郷
蔵
を
廃
止
し
て
、
囲
�
を
村
々
へ
配
当
し
て
貰
ひ
た
い
！

別
に
大
き
な
声
で
も
な
く
、

寧
ろ
周
囲
四
五
人
の
も
の
に
し
か
聞
こ
え
な
い
く
ら
ゐ
小
さ
い
声
で
話
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

問
題
は
忽
ち
一
座
を
捕
へ
た
。
あ
ら
ゆ
る
混
迷
の
中
で
、
こ
の
問
題
は
高
く
掲
げ
ら
れ
た
見
事

な
炬
火
た
い
ま
つ

の
や
う
な
作
用
を
持
つ
た
。
み
ん
な
そ
れ
に
集
中
し
、
熱
中
し
た
。
そ
し
て
即
刻
嘆
願

書
を
作
製
す
る
こ
と
、
そ
し
て
ま
だ
郡
代
の
立
ち
の
か
ぬ
う
ち
に
役
所
へ
提
出
し
て
、
否
応
な

く
承
諾
を
も
ぎ
取
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。

い
さ
さ
か
大
袈
裟
す
ぎ
る
盛
り
あ
が
り
方
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら

ば
な
お
の
こ
と
、
な
ぜ
前
夜
忠
七
が
直
接
に
提
案
し
た
際
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
と

い
う
疑
問
が
わ
く
。
冒
頭
の

｢

郷
蔵
を
廃
止
し
て
、
囲
�
を
村
々
へ
配
当
し
て
貰
ひ
た
い
！｣

と

い
う
の
は
、
前
夜
の
忠
七
の
こ
と
ば
に
そ
っ
た
表
現
、
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
忠
七
の
こ
と
ば
そ

の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
が
、
む
ろ
ん
忠
七
が
こ
の
場
に
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

前
夜
の
提
案
を
こ
こ
で
持
ち
出
す
の
は
、
ま
さ
に
唐
突
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
そ
し
て
、
お
そ
ら

く
作
者
も
そ
の
こ
と
に
は
気
づ
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
は
じ
め
の
引
用
部
分
の
最
後
、｢

無
雑

作
に
持
出
し
た｣

と
い
う
い
い
方
に
そ
れ
は
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
作
者
も
や
は
り｢

無
雑
作｣

で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
あ
え
て
書
き
改
め
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
。

こ
の
作
品
は
、｢

慶
応
四
年
、
正
月
二
十
三
日
、
真
夜
中
。｣

と
い
う
書
き
出
し
で
は
じ
ま
る
。

そ
れ
は
初
稿
も
学
会
版
も
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
夜
、
郡
代
役
所
で
は
大
評
定
の
末
、
役

所
を
鎮
撫
使
先
発
隊
に
あ
け
渡
す
こ
と
を
決
定
す
る
。
明
日
に
も
先
発
隊
が
攻
め
て
来
る
と
い
う

情
勢
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
翌
二
十
四
日
に
は
早
く
も
郡
代
の
妻
子
ら
が
江
戸
へ
向
け
高
山
を
あ

と
に
す
る
。
そ
れ
が
、
先
に
も
触
れ
た
が
10
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
一
転
、
12
上
の
郡
中
会
所
に
つ

い
て
、
14
の
百
姓
た
ち
の
寄
り
合
い
と
な
る
の
だ
が
、
は
っ
き
り
と
記
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
が
そ
の
百
姓
た
ち
の
寄
り
合
い
は
同
二
十
四
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
初
稿
で
は

[

７]

の

部
分
に
な
る
が
、
次
の

[

８]

の
は
じ
め
す
な
わ
ち
11
は
再
び
一
転
し
て
郡
上
藩
入
国
の
知
ら
せ

が
記
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
冒
頭
、｢

二
十
五
日
に
な
る
と｣

と
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
あ
と
に
12

下
の
大
原
騒
動
に
つ
い
て
の
記
述
が
は
さ
ま
り
、[

９]

の
は
じ
め
の
13
で
村
役
人
ら
の
寄
り
合

い
の
記
述
と
な
る
の
で
あ
る
。
当
然
、
村
役
人
ら
の
寄
り
合
い
は
二
十
五
日
の
こ
と
に
な
る
。
そ

も
そ
も
郡
上
藩
入
国
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
村
役
人
た
ち
が
そ
の
対
策
を
話
し
合
う
た
め
に
集
ま
っ

た
の
が
、
こ
の
日
の
寄
り
合
い
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
で
進
め
て
い
く
限
り
は
、

先
の
よ
う
な
展
開
は
さ
け
ら
れ
な
い
。
作
者
は
そ
の
流
れ
を
組
み
な
お
し
て
ま
で
回
避
し
よ
う
と

は
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
行
な
っ
た
の
が
学
会
版
の
改
稿
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
た
の
は
、
百
姓
た
ち
の
寄
り
合
い
が
二
十
四
日
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
れ
を
ま
ず
は
二
十
五
日
に
移
す
こ
と
。
そ
し
て
、
ど
う
せ
移
す
の
な
ら
ば

総
代
の
忠
七
が
二
階
へ
あ
が
っ
て
行
き
、
そ
こ
で
村
役
人
ら
に
提
案
す
る
と
い
う
よ
う
に
連
続
的

に
描
く
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
百
姓
た
ち
の
寄
り
合
い
の
前
に
村
役
人
ら
の
寄
り
合
い
を
持
っ
て

く
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
順
番
を
入
れ
か
え
る
と
、
残
る
の
は
順
に
、
12
上
の
郡
中
会
所
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に
つ
い
て
、
11
の
郡
上
藩
入
国
の
知
ら
せ
、
12
下
の
大
原
騒
動
に
つ
い
て
と
な
る
。
こ
れ
を
そ
の

ま
ま
並
べ
る
な
ら
ば
確
か
に
粗
雑
の
そ
し
り
は
ま
ぬ
か
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
ま
ず
は
11
の

郡
上
藩
入
国
の
知
ら
せ
を
は
じ
め
に
お
き
、
日
付
を
二
十
五
日
と
明
確
に
す
る
。
次
に
12
上
の
郡

中
会
所
に
つ
い
て
の
記
述
を
お
き
、
郡
中
会
所
の
ご
く
簡
単
な
動
き
を
記
し
て
、
12
下
の
安
永
年

間
に
起
っ
た
大
原
騒
動
を
ふ
り
か
え
る
。
郡
上
藩
入
国
の
知
ら
せ
に
な
ぜ
人
々
が
ひ
ど
く
動
揺
す

る
の
か
を
示
す
た
め
で
あ
る
。
以
下
、
村
役
人
ら
の
寄
り
合
い
、
百
姓
た
ち
の
寄
り
合
い
と
続
き

学
会
版
の
形
と
な
る
の
で
あ
る
。

初
稿
第
一
編
か
ら
学
会
版
第
一
部
へ
の
改
稿
に
お
け
る
構
成
の
変
更
は
、
以
上
の
二
箇
所
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
く
ま
で
も
そ
れ
は
単
位
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
変
更
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
い
わ
ゆ
る
単
位
内
に
お
け
る
小
さ
な
変
更
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
部
分
に
つ
い

て
は
の
ち
に
補
足
を
す
る
つ
も
り
だ
が
、
ま
ず
は
全
体
の
基
本
的
な
変
更
を
明
ら
か
に
す
る
の
が

目
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
改
め
て
確
認
す
る
ま
で
も
な
い
。
そ
の
た
め
に
選
ん
だ
方
法
が
、
形
式
的

に
分
節
可
能
な
単
位
の
、
そ
の
単
位
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
比
較
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
作

品
は
、
小
さ
な
点
を
問
題
に
す
れ
ば
ほ
と
ん
ど
一
ペ
ー
ジ
ご
と
、
い
や
一
行
ご
と
と
い
っ
て
も
い

い
す
ぎ
で
は
な
い
ほ
ど
の
改
稿
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
す
べ
て
を
明
ら
か
に
す
る

方
法
は
ま
さ
に
全
文
を
対
照
す
る
以
外
に
は
な
い
。

構
成
の
変
更
の
次
に
検
討
す
る
の
は
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
で
あ
る
。
対
照
表
を
見
れ
ば

明
ら
か
な
よ
う
に
、
学
会
版
第
一
部
で
新
た
に
加
え
ら
れ
た
の
は
32
と
33
、
そ
し
て
46
の
三
つ
で

あ
る
。
順
番
は
ま
た
前
後
す
る
が
、
ま
ず
は
46
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
こ
こ
は
要
約
に
も
記
し
た

よ
う
に
、
嘆
願
の
た
め
に
総
督
府
に
向
か
う
百
姓
た
ち
を
描
い
た
部
分
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
前
、

竹
沢
寛
三
郎
を
は
じ
め
郡
中
会
所
、
町
会
所
、
地
役
人
の
総
代
ら
は
す
で
に
大
垣
の
総
督
府
へ
と

向
か
っ
て
い
た
。
郡
上
藩
退
去
、
天
朝
直
支
配
の
嘆
願
の
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
を
追
っ
て
、
百
姓

た
ち
は
続
々
と
嘆
願
に
向
か
う
の
で
あ
る
。｢

追
槌
願

お
ひ
す
が
り
ね
が
ひ

｣

と
称
さ
れ
る
こ
の
百
姓
た
ち
の
記
述
が

初
稿
に
は
な
か
っ
た
。
永
平
も
、｢

自
家
版
十
三
章

｢

總マ
マ

督
府
本
陣
へ｣

の
冒
頭
の
、
初
稿
に
は

な
か
っ
た
、
阿
多
野
郷
か
ら
の
小
前
ど
も
の
美
濃
路
を
行
き
な
が
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
会
話
が
追
加

さ
れ
た
の
が
目
に
付
く
。｣

と
述
べ
て
い
た
。
永
平
は
そ
の
追
加
の
意
図
を
、｢

小
前
百
姓
の
姿
を

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る｣

こ
と
に
見
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
一
方
の
村
役
人
を
批
判
的
に
描

く
こ
と
と
見
合
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
永
平
は
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
部
分
を
引
用
す
る
。

そ
れ
に
彼
等
は
ま
た
、
村
役
人
の
差
添
な
し
で
は
、
平
百
姓
の
請
願
は
一
切
受
つ
け
て
貰
は

な
い
や
う
に
申
出
て
ゐ
る
仕
末
で
、
維
新
の
精
神
の
一
つ
で
あ
つ
た
庶
民
の
声
を
さ
へ
塞
が
う

と
し
て
ゐ
る
。
御
一
新
、
旧
弊
一
洗
の
号
令
に
も
係
は
ら
ず
、
彼
等
の
気
分
は
昔
な
が
ら
に
封

建
的
で
旧
弊
で
、
保
守
的
だ
つ
た
。

永
平
は
述
べ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
問
題
と
し
て
い
る
十
三
章
で
は
な
く
、
最
後
の
章

｢

十
五

竹
沢
の
夢｣

に
あ
る
一
節
で
あ
る
。
確
か
に
こ
の
よ
う
な
い
い
方
は
初
稿
に
は
な
か
っ

た
。
だ
が
、
村
役
人
を
批
判
的
に
描
く
部
分
が
初
稿
に
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
地
役

人
や
町
会
所
の
人
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
学
会
版
に
お
い
て
村
役
人
を
は
じ
め

役
人
ら
に
対
す
る
批
判
的
な
記
述
が
顕
著
に
な
っ
た
と
は
決
し
て
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
同
じ
よ

う
な
こ
と
は
百
姓
た
ち
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
役
人
ら
に
対
し
て
百
姓
た
ち
が
い
わ
ば
善
意
の
人
々

と
し
て
描
か
れ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
百
姓
た
ち
を
批
判
的
に

描
い
て
い
る
部
分
は
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
学
会
版
に
お
い
て
そ
れ
が
特
に
改
め
ら

れ
た
と
い
う
わ
け
で
も
ま
た
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
。
永
平
は
先
の
引
用
の
あ
と
に
続
け
て
、

｢

初
稿
に
比
べ
て
村
役
人
層
に
対
比
し
て
の
小
前
百
姓
が
重
視
さ
れ
る
と
と
も
に
、
作
者
は
ど
ち

ら
の
側
の
観
点
に
立
つ
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。｣

と
述
べ
て
い
た
。
永
平
が

｢

ど
ち

ら
の
側｣

だ
と
判
断
し
て
い
る
の
か
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
今
述
べ
た
こ
と
か
ら
も
わ

か
る
よ
う
に
、
作
者
が

｢

ど
ち
ら
の
側
に
立｣

っ
て
い
る
の
か
は
決
し
て

｢

明
ら
か｣

と
は
い
え

な
い
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
の
が
、
あ
る
い
は
ど
ち
ら
で
も
な
い
の
が
む
し
ろ
こ
の

作
品
の
特
徴
だ
と
い
う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
は
、『

山
の
民』

と
い
う
作
品
を
評

価
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
立
ち
入

ら
な
い
。

そ
れ
で
は
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
百
姓
た
ち
の
記
述
を
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
見
れ
ば
よ
い
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
部
分
を
、｢

小
前
百
姓
の
姿
を
よ
り
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る｣

記
述
と
す
る

永
平
の
指
摘
そ
れ
自
体
は
あ
や
ま
り
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
こ
だ
け
を
と
ら
え
て

そ
れ
が
学
会
版
に
あ
ま
ね
く
い
え
る
傾
向
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
永
平
は

あ
き
ら
か
に
そ
う
と
ら
え
て
い
た
。
こ
こ
で
学
会
版
に
お
け
る
傾
向
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
す
る

の
な
ら
ば
、
ま
ず
は
そ
の
書
か
れ
方
に
注
目
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
永
平
も

｢

さ
ま
ざ
ま
な
会
話

が
追
加
さ
れ
た
の
が
目
に
付
く｣

と
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
こ
の
部
分
の
ほ
と
ん
ど
は
百
姓
た
ち

の
会
話
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
総
督
府
の
あ
る
大
垣
へ
向
か
う
道
す
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
語
り
合
う
百
姓
た
ち
の
そ
の
会
話
で
主
に
構
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
に
し
て

い
る
新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
も
ま
た
、
単
位
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
追
加
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
追
加
と
い
う
点
で
は
い
わ
ゆ
る
単
位
内
に
お
け
る
、
あ
る
い
は
単
位
レ
ヴ
ェ

ル
を
越
え
な
い
小
さ
な
追
加
は
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
む
ろ
ん
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
が
あ
る
が
、
か
な
り
の
部
分
を
占
め
て
い
た
の
が
会
話
だ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
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そ
の
多
く
は
、
新
た
な
会
話
場
面
の
創
出
と
い
う
よ
り
は
、
も
と
も
と
あ
る
会
話
を
い
わ
ば
ふ
く

ら
ま
せ
る
よ
う
な
形
で
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
単

位
内
に
お
け
る
、
あ
る
い
は
単
位
レ
ヴ
ェ
ル
を
越
え
な
い
追
加
と
い
っ
た
の
は
、
た
と
え
ば
こ
の

よ
う
な
形
で
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

永
平
は
、
こ
の
作
品
の
ひ
と
つ
の
大
き
な
魅
力
と
し
て
く
り
か
え
し
そ
の
自
然
描
写
を
あ
げ
て

い
た
。
そ
し
て
、
初
稿
か
ら
学
会
版
へ
の
過
程
で
大
き
く
付
け
加
え
ら
れ
た
の
も
こ
の
自
然
描
写

で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。
確
か
に
、
学
会
版
で
は
少
な
か
ら
ぬ
自
然
描
写
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

だ
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
の
が
会
話
部
分
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
れ
ば

自
然
描
写
は
む
し
ろ
少
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
な
の
で
あ
る
。
問
題
の
百
姓
た
ち
の
記
述
は

新
た
な
会
話
場
面
の
創
出
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
、
学
会
版
に
お
け
る
圧
倒
的

な
会
話
部
分
の
追
加
と
い
う
傾
向
を
考
え
る
と
き
、
む
ろ
ん
永
平
の
い
う

｢

小
前
百
姓
の
姿
を
よ

り
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る｣

と
い
う
意
味
を
持
ち
つ
つ
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
の
ひ
と
つ
の
あ
ら
わ

れ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
32
と
33
を
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
永
平
は
何
も
述
べ
て
い
な
か
っ
た
。
も
ち

ろ
ん
、
永
平
は
網
羅
的
に
論
じ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
咎
め
る
べ
き
筋
合
い
の
こ
と
で
は
な

い
。
た
だ
、
先
の
46
の
記
述
を
取
り
あ
げ
、
こ
れ
ら
に
触
れ
な
い
こ
と
が
は
た
し
て
正
当
と
い
え

る
か
ど
う
か
は
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
要
約
に
記
し
た
よ
う
に
、
32
は
竹
沢
寛
三
郎
が
町

年
寄
の
矢
島
に
郡
上
藩
の
こ
と
を
語
る
部
分
、
33
は
そ
の
矢
島
が
帰
り
道
に
川
上
屋
善
右
衛
門
に

出
会
い
、
ま
た
合
羽
屋
お
ら
く
と
す
れ
ち
が
う
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
町
年
寄
の
矢
島

が
登
場
し
、
二
つ
は
連
続
し
た
記
述
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

初
稿
と
の
対
比
上
注
意
を
ひ
く
の
は
や
は
り
、
33
に
登
場
す
る
合
羽
屋
お
ら
く
と
川
上
屋
善
右

衛
門
と
い
う
二
人
の
人
物
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
初
稿
の
第
一
編
に
お
ら
く
は
登
場
せ
ず
、
善

右
衛
門
は
そ
も
そ
も
初
稿
に
は
登
場
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
部
分
は
二

人
の
人
物
を
こ
と
さ
ら
登
場
さ
せ
る
た
め
に
新
た
に
加
え
ら
れ
た
と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。
初

稿
で
は
第
二
編
に
お
ら
く
は
登
場
し
、
む
ろ
ん
学
会
版
の
第
二
部
、
そ
し
て
第
三
部
に
も
登
場
す

る
。
善
右
衛
門
の
方
は
、
本
格
的
に
登
場
す
る
の
が
学
会
版
で
は
第
三
部
で
あ
り
、
初
稿
に
登
場

し
な
い
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
と
一
応
は
い
え
る
の
だ
が
、
第
二
部
に
も
一
度
だ
け
だ
が
登
場
し

て
い
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
二
人
の
人
物
は
こ
の
33
で
は
じ
め
て
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
お
ら

く
は
第
二
部
に
な
っ
て
、
善
右
衛
門
は
第
三
部
に
な
っ
て
本
格
的
に
登
場
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

こ
こ
で
の
登
場
は
い
わ
ゆ
る
伏
線
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
初
稿
に
は
な

か
っ
た
伏
線
が
学
会
版
に
お
い
て
加
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
付
け
加
え
て
い
え
ば
、
学

会
版
の
第
二
部
に
も
一
度
だ
け
善
右
衛
門
が
登
場
す
る
の
も
伏
線
、
い
わ
ば
第
二
の
伏
線
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

学
会
版
に
お
い
て
あ
え
て
こ
の
よ
う
な
伏
線
が
加
え
ら
れ
た
の
は
む
ろ
ん
、
二
人
が
重
要
な
人

物
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
い
や
、
重
要
な
人
物
に
な
る
予
定
だ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
べ
き
か
も

し
れ
な
い
。
お
ら
く
は
初
稿
に
も
登
場
し
、
そ
こ
で
も
ま
た
決
し
て
小
さ
く
な
い
役
割
を
持
つ
人

物
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
が
、
学
会
版
で
は
よ
り
大
き
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
ま

ち
が
い
な
い
。
第
二
部
で
は
最
終
章
の
章
題
に
そ
の
名
前
を
付
け
、
合
わ
せ
て
初
稿
に
は
な
か
っ

た
記
述
を
大
幅
に
加
え
た
り
も
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
初
稿
に
は
登
場
し
な
か
っ
た
善
右
衛
門
は

第
三
部
で
、
作
品
展
開
上
か
な
り
大
き
な
役
割
を
担
う
人
物
の
一
人
と
し
て
登
場
し
て
く
る
の
で

あ
る
。
第
二
部
に
、
い
わ
ば
第
二
の
伏
線
と
い
え
る
記
述
を
加
え
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
問
題
は
そ
の
伏
線
が
ま
さ
に
伏
線
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
は
た
し
て
い
た
か
ど
う
か
で

あ
る
。

善
右
衛
門
は
、
町
年
寄
の
矢
島
が
竹
沢
の
も
と
か
ら
の
帰
り
道
に
た
ま
た
ま
出
会
う
人
物
と
し

て
登
場
す
る
。｢

御
苦
労
様
で
ご
ざ
り
ま
す
。｣

と
声
を
か
け
た
善
右
衛
門
は
、
鎮
撫
使
先
発
隊
と

し
て
や
っ
て
き
た
竹
沢
の
評
判
を
語
り
だ
す
。
急
ぐ
帰
り
道
を
呼
び
と
め
ら
れ
た
た
め
か
、
矢
島

は
や
や
不
興
げ
に
受
け
答
え
を
す
る
の
だ
が
、
そ
の
と
き
二
人
の
む
こ
う
か
ら
近
づ
い
て
き
た
の

が
合
羽
屋
の
お
ら
く
で
あ
っ
た
。
伏
目
が
ち
に
歩
い
て
き
た
お
ら
く
は
、
す
れ
ち
が
い
ざ
ま
う
や

う
や
し
く
お
辞
儀
を
し
て
通
り
す
ぎ
る
。
矢
島
は

｢

あ
れ
は
ど
こ
の
娘
か
の
う
。｣

と
善
右
衛
門

に
問
い
、
話
題
は
い
っ
た
ん
お
ら
く
へ
と
転
換
す
る
。
だ
が
、
善
右
衛
門
は
や
が
て

｢

殿
様
も
こ

ん
な
田
舎
で
お
ひ
と
り
で
は
お
寂
し
い
事
で
せ
ず
な
ア
。
お
ら
く
な
ら
ば
竹
沢
様
も
御
意
に
召
す

と
思
ひ
ま
す
が
な
ア
。｣

と
語
り
だ
す
。
矢
島
は
思
わ
ず

｢

こ
れ
、
何
を
申
す
。｣

と
咎
め
る
よ
う

に
い
う
の
だ
が
、
な
る
ほ
ど
と
感
じ
る
気
持
ち
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
察
し
た
の

か
、
善
右
衛
門
は
悪
び
れ
も
せ
ず
さ
ら
に
こ
と
ば
を
続
け
こ
の
33
は
終
わ
る
。

ご
く
短
か
い
記
述
な
が
ら
、
善
右
衛
門
は
そ
れ
な
り
に
よ
く
描
か
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
会
話
だ
け
か
ら
も
そ
の
人
と
な
り
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、
地
の
文
で
も

｢

目
上
の
も
の
に
は
非
当マ
マ

に
腰
が
低
く
、
媚
び
る
ぐ
ら
ゐ
愛
想
が
よ
い
が
、
反
面
非
常
に
烈
し
く
、

険
し
い
、
執
念
深
い
と
こ
ろ
が
あ
つ
て
、
一
般
に
人
に
好
か
れ
な
い
。｣

と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

矢
島
が
不
興
げ
な
受
け
答
え
を
し
て
い
た
の
は
そ
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。
も
っ

と
も
、
そ
の
善
右
衛
門
に
対
し
て
矢
島
は
自
分
の
方
か
ら
お
ら
く
の
こ
と
を
尋
ね
て
い
た
。
い
う

ま
で
も
な
く
、
高
山
小
町
と
い
わ
れ
る
お
ら
く
の
美
し
さ
に
目
を
う
ば
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

善
右
衛
門
は
、
一
般
的
に
言
っ
て
伏
線
と
な
り
得
る
程
度
に
は
よ
く
描
か
れ
て
い
た
と
は
い
え

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
作
品
全
体
か
ら
い
え
ば
伏
線
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
は
た
し
て
い
る

か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
や
は
り
そ
の
記
述
の
量
に
あ
る
。
伏
線
と
し

48
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て
の
機
能
を
十
分
に
は
た
す
に
は
や
は
り
そ
の
記
述
は
あ
ま
り
に
も
短
か
く
、
ま
た
作
品
は
あ
ま

り
に
も
長
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
記
述
の
量
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。

そ
こ
に
も
う
ひ
と
つ
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
が
登
場
人
物
の
数
で
あ
る
。
詳
し
く
は
ま
た

改
め
て
述
べ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
作
品
に
は
相
当
数
の
人
物
が
登
場
す
る
。
ひ
と
つ
の
作
品

に
お
い
て
登
場
人
物
が
多
い
か
少
な
い
か
は
、
作
品
の
長
さ
を
は
じ
め
描
く
対
象
や
作
品
の
基
本

的
な
書
か
れ
方
と
も
関
わ
り
、
一
概
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
だ

が
、
こ
の
作
品
は
決
し
て
少
な
い
方
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
第
一
部
か
ら
第
二
部
へ
と

読
ん
で
い
く
過
程
に
お
い
て
、
善
右
衛
門
は
必
ず
し
も
記
憶
に
残
る
よ
う
な
人
物
で
は
な
い
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
く
ら
い
ま
で
に
登
場
す
る
人
物
は
多
く
、
ま
た
そ
の
記
述
は
短
か
く
、

そ
し
て
作
品
は
長
い
の
で
あ
る
。
述
べ
た
よ
う
に
、
善
右
衛
門
が
本
格
的
に
登
場
す
る
の
は
第
三

部
に
な
っ
て
で
あ
る
。
そ
の
と
き
に
こ
の
記
述
部
分
に
誰
で
も
が
容
易
に
想
到
で
き
る
と
い
う
よ

う
に
は
で
き
て
い
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
第
二
部
に
は
い
わ
ば
第
二
の
伏
線
と

い
え
る
記
述
も
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
部
分
は
前
の
記
述
よ
り
も
ま
た
は
る
か
に
簡
単
な
記
述

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
た
だ
、
そ
こ
に
は
前
の
記
述
を
受
け
る
形
で
、｢

善
右
衛
門
は
か
つ
て
高

山
小
町
と
謳
は
れ
る
お
ら
く
を
人
身
御
供
と
し
て
竹
沢
を
高
山
に
繋
ぎ
止
め
や
う
と
言
ひ
出
し
て

町
年
寄
を
驚
か
し
た
位
で｣

云
々
と
記
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
第
一
の
記
述
に
比
べ
て
こ
の
部

分
の
記
述
が
は
る
か
に
印
象
が
薄
い
こ
と
は
否
定
で
き
ず
、
こ
の
部
分
が
第
一
の
伏
線
へ
の
想
到

を
促
す
よ
う
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
と
は
い
い
難
い
の
で
あ
る
。
反
対
に
い
え
ば
、
そ
れ
く
ら

い
ま
で
に
ま
た
第
一
の
記
述
も
印
象
に
残
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
方
の
お
ら
く
の
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
お
ら
く
に
つ
い
て
の
記
述
は
善
右
衛
門
の
そ
れ
よ

り
も
ま
た
さ
ら
に
短
か
い
も
の
で
あ
っ
た
。
善
右
衛
門
は
、
町
年
寄
に
矢
島
が
た
ま
た
ま
出
会
っ

た
人
物
と
し
て
登
場
し
た
が
、
お
ら
く
は
そ
の
二
人
が
話
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
ま
た
た
ま
た
ま
通

り
が
か
り
、
お
辞
儀
を
し
て
す
ぎ
去
っ
て
い
く
だ
け
の
人
物
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
善
右
衛
門
と

矢
島
は
お
ら
く
の
こ
と
を
話
題
に
し
、
地
の
文
で
も
、｢

く
つ
き
り
し
た
富
士
額
、
細
い
三
ケ
月

形
の
眉
、
形
の
良
い
鼻
に
小
さ
い
可
愛
ら
し
い
口
も
と
、
そ
れ
に
黒
襦
子
の
襟
元
か
ら
浮
き
上
つ

た
顔
と
細
い
首
の
色
の
白
さ
。
澄
み
切
つ
た
高
原
の
空
気
と
清
ら
か
な
真
清
水
の
あ
る
所
に
だ
け

生
れ
る
き、
め、
の
細
か
い
滑
ら
か
な
白
さ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
長
い
も
み
あ
げ
の
下
に
あ
る
小

さ
い
黒
子
ま
で
が
愛
ら
し
く
匂
つ
て
見
え
る
。｣

(

傍
点
は
江
馬)

と
い
っ
た
描
写
が
な
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
記
述
の
中
心
は
あ
く
ま
で
も
矢
島
と
善
右
衛
門
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、

お
ら
く
が
特
に
印
象
深
く
描
か
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
ら

く
の
印
象
は
善
右
衛
門
に
比
べ
て
必
ず
し
も
薄
い
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
高
山
小
町
と
い
わ

れ
る
美
女
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
む
ろ
ん
あ
ろ
う
が
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
は
じ
め

て
の
女
性
の
登
場
だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
女
性
が
ま
っ
た
く
登
場
し

て
い
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
先
に
構
成
の
変
更
の
と
こ
ろ
で
も
触
れ
た
郡
代

の
妻
や
、
21
と
22
に
出
て
く
る
茶
屋
の
老
婆
等
は
い
た
。
だ
が
、
名
を
冠
せ
ら
れ
、
先
の
よ
う
な

や
や
立
ち
入
っ
た
描
写
が
行
な
わ
れ
る
女
性
は
ま
さ
に
お
ら
く
が
は
じ
め
て
な
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
永
平
も
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
こ
の
作
品
に
は
印
象
深
い
女
性
の
登
場
が
極
め
て
少
な
か
っ

た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
女
性
と
し
て
、
永
平
は
第
二
部
以
降
に
登
場
す
る
お
つ
る
を
あ
げ
て

い
た
。
お
つ
る
は
梅
村
速
水
の
侍
女
、
実
質
は
永
平
の
い
う

｢

愛
妾｣

で
あ
る
。
た
だ
、
梅
村
に

は
正
式
な
妻
と
し
て
む
か
え
る
用
意
が
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
お
つ
る
が
そ
の
よ
う
な
人
物
と
し

て
描
か
れ
る
の
は
学
会
版
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
唯
一
の
女
性
以
外
に
あ
げ
る
べ
き

と
永
平
が
考
え
て
い
た
の
が
、
お
ら
く
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

お
ら
く
が
決
し
て
小
さ
く
な
い
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
数
少
な
い
印
象
浅
か

ら
ぬ
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
だ
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
伏
線
と
い
え
る
こ
こ
で

の
記
述
は
や
は
り
少
々
も
の
足
り
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意

味
で
、
お
ら
く
の
記
述
も
ま
た
伏
線
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
は
た
し
て
い
る
と
は
い
い
難
い
の

で
あ
る
。

最
後
に
残
り
の
32
で
あ
る
が
、
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
32
と
今
ま
で
見
て
き
た
33
は
、
い
わ
ば
連

続
し
た
記
述
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
竹
沢
の
話
し
を
聞
い
た
矢
島
が
そ
の

帰
り
道
に
善
右
衛
門
に
出
会
い
、
そ
こ
に
お
ら
く
が
通
り
が
か
る
と
い
う
記
述
と
し
て
で
あ
る
。

そ
し
て
、
結
論
か
ら
い
え
ば
こ
の
32
の
記
述
は
、
い
わ
ば
33
を
導
く
た
め
に
少
々
無
理
を
お
か
し

て
加
え
ら
れ
た
と
い
う
側
面
が
強
い
よ
う
に
思
う
。
と
い
う
の
も
、
32
は
特
に
必
要
な
記
述
と
は

思
わ
れ
な
い
、
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
な
く
も
が
な
の
記
述
と
い
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
部
分
は
、
矢
島
を
前
に
し
て
竹
沢
が
ほ
ぼ
一
方
的
に
語
る
と
い
う
形
で
進
む
。
竹
沢
は
、

鎮
撫
使
先
発
隊
の
警
護
と
し
て
や
っ
て
き
た
郡
上
藩
が
、｢

飛
州
を
郡
上
藩
の
御
預
り
所
に
し
や

う
と
い
ふ
野
心
を
持
つ
て
ゐ
る
の
で
は
無
い
か｣

と
疑
い
、｢

今
の
う
ち
に
何
と
か
し
な
く
て
は

な
る
ま
い
。｣

と
、
矢
島
に
警
戒
を
訴
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
郡
上
藩
退
去
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る

矢
島
は
涙
を
こ
ぼ
し
て
感
激
す
る
の
で
あ
る
。
矢
島
が
善
右
衛
門
に
出
会
っ
た
の
は
、
そ
の
感
激

の
い
ま
だ
さ
め
や
ら
ぬ
と
き
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
竹
沢
の
い
う
郡
上
藩
の

｢

野
心｣

は
何
も
竹

沢
の
卓
見
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
こ
こ
で
は
じ
め
て
知
ら
さ
れ
る
こ
と
が
ら
で
も
な
か
っ

た
。
飛
�
の
人
々
な
ら
ば
お
よ
そ
す
べ
て
の
人
が
抱
く
疑
い
で
あ
り
、
そ
の
事
情
を
含
め
て
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
と
語
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
竹
沢
み
ず
か
ら
が
語
る
と
い

う
こ
と
に
は
ま
た
ち
が
っ
た
意
味
が
あ
り
、
矢
島
が
感
激
し
た
の
も
そ
の
た
め
だ
っ
た
わ
け
だ
が
、
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し
か
し
竹
沢
の
口
か
ら
の
そ
の
発
言
は
や
は
り
軽
率
さ
を
ま
ぬ
か
れ
な
い
。
郡
上
藩
は
鎮
撫
使
先

発
隊
警
護
の
正
式
な
命
を
受
け
て
飛
�
に
や
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
竹
沢
も
そ

の
こ
と
は
承
知
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
矢
島
に
対
し
て
は
あ
ら
か
じ
め
、｢

わ
し
の
立
場
と
し
て

か
う
い
ふ
事
を
云
ふ
の
は
ど
う
か
と
思
ふ
。｣

と
述
べ
、
さ
ら
に
は

｢

ど
ん
な
場
合
に
も
わ
し
が

し
や
べ
つ
た
な
ぞ
と
話
し
て
く
れ
て
は
困
る
ぞ
。｣

と
釘
を
さ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

竹
沢
を
こ
と
さ
ら
軽
薄
に
描
こ
う
と
い
う
意
図
は
考
え
づ
ら
い
で
あ
ろ
う
。
で
あ
る
な
ら
、
こ

の
部
分
は
む
し
ろ
矢
島
の
登
場
の
た
め
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
や
、

最
終
的
に
は
善
右
衛
門
と
お
ら
く
の
登
場
の
た
め
で
あ
る
。
善
右
衛
門
が
登
場
す
る
に
は
必
ず
誰

か
に
出
会
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
だ
が
、
の
ち
の
伏
線
と
し

て
軽
く
登
場
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
た
ま
た
ま
出
会
う
人
物
と
し
た
方
が
描
き
や
す
い
で
あ
ろ
う
。

お
ら
く
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。
お
ら
く
は
、
い
わ
ば
誰
か
に
見
か
け
ら
れ
る
だ
け
で
も
い
い
の
で

あ
る
。
そ
の
た
ま
た
ま
出
会
う
誰
か
、
そ
し
て
見
か
け
る
誰
か
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
町
年
寄
の

矢
島
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
た
矢
島
で
あ
る
必
然
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

た
だ
、
先
に
見
た
よ
う
な
話
し
を
持
ち
か
け
る
に
は
、
あ
る
程
度
竹
沢
に
近
い
人
物
で
あ
る
必
要

が
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
矢
島
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
人
物
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
矢
島
は

む
ろ
ん
以
前
か
ら
登
場
し
て
い
る
。
作
品
は
じ
め
の
大
評
定
に
も
参
加
し
て
い
た
。
だ
が
、
そ
れ

以
後
あ
ま
り
登
場
す
る
機
会
が
な
く
、
こ
こ
が
数
少
な
い
登
場
の
な
か
で
最
も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
た
部
分
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
竹
沢
か
ら
呼
ば
れ
、
む
や
み
に
は
多
言
で
き
な
い
こ
と
が

ら
を
じ
き
じ
き
に
聞
く
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
矢
島
の
登
場
と
い

う
意
味
も
ま
た
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
学
会
版
第
一
部
に
お
け
る
構
成
の
変
更
と
新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
を
検
討
し
た
。
残

る
の
は
省
か
れ
た
部
分
で
あ
る
が
、
対
照
表
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
一
部
で
は
省
か
れ

た
部
分
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
た
単
位
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
省
略
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
新
た
な
追
加
と
同
様
、
い
わ
ゆ
る
単
位
内
に
お
け
る
小
さ
な
省
略
は
少
な
く
な
か
っ
た
。

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
初
稿
第
二
編
か
ら
学
会
版
第
二
部
へ
の
改
稿
を
検
討
し
た
あ
と
に
、
構
成

の
変
更
も
含
め
ま
と
め
て
補
足
す
る
予
定
で
あ
る
。
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Ⅰ. 序

教育が教授者による学習者への, 知識・能力の伝達と

開発の営為である以上, 教育のあらゆる場面において模

倣と創造の問題は重要であるが, とりわけ重要な問題と

して意識されるのは技能の教育の場合であろう｡ 学習者

が伝統を守り模倣したもの, あるいはそれを乗り越えて

独自に創造したものは, 技なり作品なりに明らかに見て

取れるからであるし, 多くの場合, 教授者と学習者との

関係が個人的で濃密であるからである｡

技能の世界にあっては, 技を教えるという場合に, そ

の技は師匠なり先達なりから伝達され伝承したものであ

る場合もあれば, 自らが考案し創造した場合もあるであ

ろう｡ 創造意欲が溢れた者が自らが創造した技や流儀を

教える場合であっても, 教えるという場合には自己の流

儀を模倣させることが中心になろうし, 苦労の末に開発

したものだとすればそれを伝達し守り抜くことが重要に

なり, 教授すべき内容ともなるであろう｡

心理的に厄介な立場に立つのは, 弟子ないしは学習者

が新たな道に踏み出そうとした場合である｡ 教授者によ

る教育の成果としてその段階に至るのであろうが, 教授

者の存在の否定とも意識される｡

模倣・伝達をもっぱらとする立場を堅持するとすれば,

自己の流儀に異を唱える者が出現すれば, あくまでも伝

統の模倣を要求するか, さもなくば已むなく破門という

こともあろう｡ 破門という形で, 創造の道を見い出させ

るという事ではあるが｡

自らが創造的に一派をなした者がその流派を保つもの

として教育する立場に立ち, しかも学習者 (弟子) に自

らを乗り越えさせる, より新たな技を創造させることを

意識している場合はどうであろうか｡ かつて自分がよし

とし, 否定して創造してきた道であるが, 今度は自ら及

び自らの流派が否定されることになる｡

これは普遍的な, 教育という営為が内包する矛盾であ

るが, 技能の教育にあたっての模倣と創造との, この困

難な相互関係の止揚の道は, 教育方法的に考究されて来

なかったわけでは無い｡ 先ず見るべきは, 教育方法の歴

史上, 教育方法を体系づけたコメニウス (J. A.

Comenius, 1592-1670 )１) の, 『大教授学』２) 第21章に

記述されている技能の教育方法である｡

ここで彼は模倣を教育方法とする立場を堅持しながら

も, 学習者の創造的な自立発展を祈願しており, 模倣と

創造の止揚の問題を論理的に探究している｡

これは17世紀の著述ではあるが, 教育の本質である模

倣と創造の関係は常に問われ続けて来たし, 問われ続け

て行くであろう課題であり, 本論では, その一つの論理

的な解決例として, このコメニウスの止揚の仕方を以下

に考究する｡ これを考究することはコメニウスの教授学

の論理構造を明らかにすることにもなると考えられる｡

一方また, 最初から, 学習者が創造的な発展の意欲に

燃えている場合もある｡ それは時には, 教授者のいう事

に対して聞く耳を持たない放埒さであろうから, この場

合には ｢模倣から創造へ｣ ではなく, ｢如何に基本的な

技術を模倣させ身につけさせるか｣ に難しさがあるであ

ろう｡ 即ち, 模倣の必要性を如何に自覚させるかに要点

がある｡ 本論では, コメニウス的な方法の対極にあるも

のとして, 『アイヌの人々の暮らしと木工』３) に記述さ

れた教育方法をも, 考究・紹介することとする｡

Ⅱ. コメニウスの場合

１. 『大教授学』 の第21章, 『技術の教育方法』４)

『大教授学』 の第21章は 『技術の教育方法』 である｡

『技術』 という名称は鈴木秀勇氏の訳語であるが, ここ

でコメニウスが展開している 『技術の教育方法』 とは

― 51 ―

帯大研報 25 (2004)：51～56 51

帯広畜産大学 環境総合科学講座 教育学研究室

技能の教育における模倣と創造の配慮の例

梅津 勝

Die Beispiele der Ber�cksichtigung mit der Imitation
und Sch�pfung in der techinischen Unterricht

Masaru UMEZU
(受理：2004年４月30日)

キーワード：技能の教育､ 模倣と創造､ 教育的配慮



『Artium Methodus』 であるから 『Ars (Artes)』 の

教育方法であることに注意を払いたい｡ 即ち, 工業技術

等に限定される生産技術のみでは無く, 日常の生活技術

を含む, 人間の表出行動一般に亘る概念である｡ しかも

それは知識としての技術に留まるのではなく, 主体に保

持された遂行能力, 即ち技能である｡ 例えば, 彼がこの

著書で言及している 『Ars (Artes)』 を抽出すれば, 鍛

冶仕事, 彫刻, 絵を描くこと, 舞踊, 習字, 会話, 推論,

学校での全作業, 大工, 著作等々である｡

従って, 厳密さを期すならば, 第21章は 『技能の教育

方法』 と訳されて然るべきである｡ 技術にも技能の意味

がないわけではないが, その方が対象が明確である｡ 以

下のコメニウスの著述からの引用文では, 以上の理由か

ら鈴木秀勇氏の訳では技術という用語が用いられている

ところの 『Ars (Artes)』 を技能という用語に置き換え

て用いることとする｡

さて 『大教授学』 の第21章では, これらの技能を教え

るにあたって模倣が効率良く行われるべきことが主張さ

れ, その方法が, 記述されている｡

例えば, 法則11のうちのⅡは次のように述べられてい

る｡

｢作業については常に的確な元型 (certa forma) と

基準とがあってほしい｡ いいかえれば生徒は, この元型

と規準とをよく見ながら, いわばその足あとを懸命に辿

りながらまねて欲しい (imitetur) と思うのです｡ 申す

までもなく, 生徒はまだ自分では何も作ることができま

せん, 何をどんな工合にしなければいけないのか, 分かっ

てはいません｡ ですから手本を見せてやらなければいけ

ないのです｡ あなたの気持ちがわかっていない者に向かっ

て, あなたの気持ちにそうようなことをしろとおしつけ

るのは, それだけで残酷というものです｣｡５)

また, 方法を要約して次のように記している｡

｢ですから, どんな技能の場合でも(in qvalibet Arte),

まず第一にその技能について (ab Arte illa) しなけれ

ばならない事項, するのがふつうの事項, することがで

きる事項, これら全部の事項の原型なり手本を充分に完

全にとり揃え, 更に側面からこれに心得と規則とを付け

加えることを, 私たちは希望します｡ こうした心得や規

則があれば, いままでに作られたもの・これから作られ

るものの手順があらわになりますし, 模倣に努力する場

合の指針が与えられる事になりますし, 過ちを予防したり,

おかした過ちを改めさせることができるわけです｣｡６)

ところで, このように, 模倣を技能教育の根本の方法と

しながらも, 法則の最後の方, Ⅹ番目の法則としてとし

て次のように述べている｡ (因に, 最終法則�は ｢以上

の訓練は, 技能が習い性となるまで (Donec habitum

artis inducant), 続けなくてはならない｣７) である｡)

｢完全な技能訓練 (Artis perfecta disciplina) は総

合 (Synthesis) と分析 (Analysis) とからなる｡ この

場合に総合の方に重点があることは (下線～梅津), 第

18章基礎第五で自然と工作技術との実例をひいて

(Naturae ＆ Mechanicorum exemplis) 明らかにした

通りです｡ 総合訓練 (exercitia Synthetica) が先に来

なくてはならない場合が大部分です｡ そのことは, とり

わけ, 次のところからあきらかです｡ １, いつも分かり

やすい物から始めなければならないということです｡ し

かし, 分かりやすいのは, 他人の仕事よりは自分の仕事

の方です｡ ２, 著作家は, 努めて技術 (artificium) を

隠したがるものですから, 生徒が一見しただけでは, そ

の裏にあるものが殆ど, いや全然見抜けません｡ ところ

が高度のものでなくとも自分で工夫した技能の中である

程度訓練を積んだ者には, これが分かると思います｡ ３,

最初に志したものに最初に着手しなければなりません｡

ところが, 私達が志しておりますのは, 技能を学ぶ者に

(Artium studiosi), 既に出来上がっている工夫をただ

利用する習慣をつけさせることではなく, 新しい工夫に

向かって努力する (novae inventiones venari) 習慣を

つけさせることであります (下線～梅津)｡ (やはり第18

章基礎第五で申し上げた所を御覧ください)｣｡８)

上の文章に続けて, ｢しかしながらどんな場合にでも,

他人の工夫や仕事について綿密な分析を加えることは忘

れてならないのです｡ 申すまでもなく｡ 始終道を往復し,

ここには別れ道が, あそこには十字路が, 枝道が, ある,

といった事を全部知り尽くしている人であってこそ初め

て道をよく知るものと言えるのです｡ そのうえ, 事物の

姿は様々で限りがないともいえるのですから, 何もかも

公式で割り切る事はできませんし, 人間一人の精神に入

りきるものでもありません｡ 人多ければ成果又多しで

す｡｣９) と付け加え, 分析の欠くべからざることも記述

しており, 以上のように, 完全な技能訓練は総合に重点

をおいた分析と総合とからなるとしている所に, コメニ

ウスが 『技能の教育』 の最終目標として, 学習者を創造

への道に至らしめんとしている事が明らかに見てとる事

ができる｡

ところでこの場合に, 何ゆえに総合訓練に重点が置か

れなければならないのか, 総合とはどのような意味を持っ

ているのか, コメニウスが強調しているにも関わらず,

ここでは今一つ明確ではない｡ これを明確にする為には,

我々にはコメニウスの認識論及び, 直接この根拠を述べ

ているという 『第18章基礎五』 についての考察が不可欠

である｡

２. コメニウスの認識論と教育方法

コメニウスは, ｢(感覚は) 人間の外にある物が精神へ

梅津 勝
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の道を見いだしうる唯一の門である｣10) と述べている｡

｢実際どんな物であろうとも, これ以外では入り得な

い｡ それ故 『あらかじめ感覚の中に無かったもので認識

能力の内にある物は何一つない』 という哲学者の言葉は

偉大なる真理である｡｣ 11)

｢私達は, まことに白紙に似た, 生のままの精神を持っ

て生まれ, 物を行う術も話す術も理解する術も何一つ心

得ていないのですし, 何事も皆基礎からやっていく他な

い…｡｣ 12)

これは, 教授者の, 学習者への外からの働きかけ, 模

倣による学習の絶対的必要性を示す根底になる認識であ

る｡

彼は, アリストテレスが人間の魂を白紙になぞらえた

事を挙げて, 技法を弁えた書家ならば, 白紙に書きたい

字を書き, 画家ならば描きたい絵を描きあげる事ができ

るのと同じように, 教授の技法を弁えた人間は, 人間の

精神にあらゆるものを楽々と描くことができると述べて

いる｡13)

ところが一方, 認識には誤謬がつきものである｡ 誤っ

た認識が生ずる理由としてコメニウスは２点をあげてい

るが, その一つは, 感覚の限定的な使用によって生ずる

もの｡ もう一つは, 自分自身の感覚を用いない事によっ

て生ずるものである｡ それ故なすべき事は, ｢なんであ

れ可能な物は我々自身の感覚で全てを観察すべきであ

る｣｡14)

自分のあらゆる感覚を用いて, 全ての事物を自ら観察

すべき事の重視は, 教育方法の視点からいえば, 他の人

間, 例えば教師による積極的な教育的働きかけを (教師

による, あらかじめそのように設定された時間における

生徒の活動を除いて) いわば否定する論理である｡

以上の様にコメニウスの認識論においては, 教育方法

の視点から見ると, 伝統を白紙に刻み込もうとする教師

側と, 自らの独自性を作り上げようとする学習者側とが

(本論に即していえば, 模倣と創造とが) 対立した形で

主張しあっているのであるが教授学者としてのコメニウ

スはこの両者の止揚を 『第18章基礎五』 において次の３

点に求める｡

｢１. 全ての学識を事物という不動の根源からとってく

る事｡

２. 何一つ単なる権威で教えない事, あらゆる物を感

覚と理性とに訴える方法を使って教えること｡

３. 何一つ分析的方法だけで教えない事, あらゆる物

をむしろ総合的方法で教える事 (Nihil methodo

Analytica sola, Synthetica potius omnia.)｣｡15)

ここでも総合的方法の重要性が提起されているが, し

かし, 我々には, ｢総合的方法｣ がいったい何を意味し

ているのか, 何ゆえに ｢むしろ総合的方法で教える｣ べ

きかが, 現段階ではまだ不明である｡

３. 認識の方法と発展の方法

総合的方法の意味する所を明らかにするためには, 認

識についての考え方をより詳しく吟味する必要があろう｡

『Didactica Magna』 には, 詳述されていないので, 一

旦 『Didactica Magna』 からは離れて, 『分析的教授学』

中の記述を考察の対象とすることにする｡ この 『分析的

教授学』 は, 『言語の最新の方法』 の第10章のことで, 1

874年に Zoubek,F.J.が 『分析的教授学』 の名で訳出し

て以来, そう呼ばれるようになった著作である｡10)

それによれば, 認識の方法には, 分析的方法 (Metodus

analitica), 総合的方法 (Metodus sinthetica), 比較

的方法 (Metodus syncritica) がある｡ これらが意味

するものは以下の通りである｡

｢分析は, 混成している全体から始まり, 最も小さな,

最も単純な小部分で終わる｡ というのは, 殆ど全ての事

物は混成しており, 部分から構成されているからである｡

これに対して総合は, 最も小さな, もっとも単純なも

のから始まり, 最も混成したもの, 即ち, 一つの事物の

全体構造で終わる｡

比較は, しかしながら, 全体を全体と, 部分を部分と

に, パラレルに比較する事である｣｡16)

以上から明らかになったが, 分析によって, 混成して

いる事物の全体構造から, 最も小さい, もっとも単純な

ものが抽出される｡ 逆に総合では, この最も小さい, 最

も単純なものから, 最も混成した事物の全体構造が構成

される｡

これらは認識の方法であるが, 別の箇所で彼は, ｢何

であれ発展するものは総合的方法により発展する｣17) と

明確に記述しており, 本論にとって重要なのは, この総

合的方法を, 単に認識の方法のみに留まらず自然界の事

物の形成の方法でもあるとコメニウスが把握している点

である｡

この場合, 総合的方法によって発展していく元になる

小部分とは, 中身のない抽象的な存在ではあり得ず, 例

えば ｢細胞｣ や ｢種子｣ のようなものでなければならな

い｡ それは最初はまだ ｢全般的｣ なもの, ｢見取り図｣

にすぎないものではあろうが, 全てはここから発展し,

自立していく根源である｡ そこから事物はだんだんと形

成されていくのである｡

『第18章基礎五』 にはこれらの具体例が次の様に述べ

られている｡

｢実例によれば, 卵から鳥を作る時の自然は, 最初か

ら頭とか目とか羽毛とか爪などを作ったりその形をこし

らえたりはしません｡ 卵質全体を温め, この熱からおこ

る運動によって卵全体に血管をはり巡らすのです｡ する
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とやがて小鳥全体の・小さな見取り図 (つまり, どれが

頭に, どれが翼に, どれが足に等々に分かれていこうと

しているのか) が出来て, 最後に一つ一つのものがだん

だん仕上がり, ついに完成するわけです｣｡18)

すなわち, 自然の形成の営みは, 最初は最も小さく単

純なものであるが, 全体の見取り図が仕組まれた全般的

なもの (即ち, コメニウスの用語でいえば原型) が作ら

れ, そこから一つ一つのものが ｢だんだんに｣ 仕上がっ

ていき, ついには, その鳥そのものとして完成する｡

工作技術者達の事物形成の営みも, この自然の営みを

意識的に模倣して行われる｡

｢建築職人はこれを真似て (Hoc Architectus

imitans) まず建物全体の, 全般的な原型を頭の中に描

くとか (Primum totius AEdificii generalem sive

mente ideam concipit), あるいは図面にその投射図を

描くとか, ないしは木製のその模型を作るのです｡ そし

てこれの通りに土台を据え, 次に壁石を積み, 最後に屋

根を葺き, その後で家屋を仕上げる細かな部分, つまり

扉, 窓, 階段などに取りかかり, 最後に装飾, 絵画, 彫

刻, 窓掛け, 絨毯などを取り付けるのです｣｡19)

かくしてその建物は, 自分自身の土台の上に立ち, 外

からの支えなどなくても (sine externis fulcris) 自分

の柱で立派に立っている事ができる｡20)

人間形成の場合も同様である｡

｢いつも先ず最初に言語なり技能なりの全体像

(Idea) を (これは, 言語とか技能の集約 (Epitome)

を, 全般的に, しかし部分を残らずつくして描き出した

見取り図に他なりません) 学習者の魂に刻み込み, その

後で言語や技能の個々の部分の取扱いに進むようにして

ほしいと思います｡｣

以上が, 総合的方法による自然界の事物形成の姿であ

り, 人間形成においても則るべき方法である｡

ところで, これらの事物の構成の教育は分解しながら

行うべきであろうか｡ いや決してそうであってはならな

い｡

｢大工職人は, 建築の技能 (aedificandi artem) を

弟子に教えるのに家をバラバラにし , 壊して

(distruendo) 見せるでしょうか｡ いや逆に家を建てな

がら (construendo) 材木の選び方, 使う場所に合わせ

ての一つ一つの物指しの当て方, 切り方, 削り方, 立て

方, 据え方, 組み方等々を教えていくわけです｡ なぜな

ら家を組み立てる方法に通じた者にしてみれば家を解体

する事など技能のうちに入らないからです (ei

destruere nulla ars est)｡｣ 22)

現実には, 分析的方法, 分解によって学べる技能はあ

るはずである｡ 認識の場では前述したように, これを否

定しているのではないし, 完全な技能訓練は総合と分析

とからなるとしているのであるが, むしろ総合的方法で

教えるべきだとすることを堅持するコメニウスの心中に

は, これが事物発展についての自然界のメカニズムに則っ

ているのだとの揺るぎない確信があったはずである｡

｢実際, 創造者である神は先ず最初に映像 (imagines),

原像 (formas), 原型 (Ideas) を心に抱き, 然る後に

それを事物に刻印したのである｣23) と, コメニウスは世

界創造の原理を述べているが, これは総合的方法そのも

のである｡ そしてこの方法は, 以上の例の様に発展する

ものには何であれ貫かれているのだとコメニウスは把握

していた｡ ｢なんであれ, 発展するものは総合的方法に

より発展する｣ のである｡ それ故に 『技能の教育』 にお

いても, 学習者の創造的な発展が望まれる以上, 分析と

総合からなる完全な訓練は, 総合に重点が置かれなけれ

ばならないのである｡

Ⅲ. ｢アイヌの人々の暮らしと木工｣ における
教育方法

｢アイヌの人々の暮らしと木工｣ は, ｢アイヌの紋様｣

中に掲載されている藤村久和氏の論文である｡3) この論

文中の一部に, 父や祖父などの家族が子供に刃物の取扱

いを教える場面が記述されている｡24) Ⅱで論じたコメン

スキーの方法は理論的な設定であり, 教授者の立場から

論じた方法であったが, ｢アイヌの人々の暮らしと木工｣

に叙述されているのは, 教授者と学習者との個人的な相

互関係である｡

｢子供が七, 八歳くらいになり, 物事の分別が理解で

きるようになると, 母親は女の子を, 父親は男の子をつ

れて, 集落から離れた所へも遠出をするようになる｡ そ

こでは子供が, より専門的で多様な実践を親の指導のも

とに一つ一つ積み重ねていくが, ほほえましい親子の姿

というよりは, 厳しい修練に励む師弟であり, 時には良

き協力者を得ての共同作業であるという事ができる｡｣

この社会においては, 刃物を使いこなす事ができるこ

とは, 一人前の証である｡ あるいは子供は, 早く親に追

い付き, 追いこしたいと思うかも知れない｡

学習者には, 達成動機が強烈に存在している状況であ

る｡ 学習者には模倣の意識は少なく, 直ちに一人立ちし

たい, 創造の世界に飛び出していきたいという意欲の溢

れた状況である｡ しかし, 一歩間違えば, 大怪我をしか

ねない｡ 刃物を損ねかねない危険がある状況である｡ 親

はそれが充分かっているが子供は分かっていない｡

したがって, 如何に手綱をかけ, 如何にしっかりと基

礎的な技術を教え込むかに, 重点が絞られなければなら

ないだろう｡ その機会が, 周到に用意されなければなら

ない｡ 創造の意欲は充分ある｡ 欲しいのは, 技術をしっ

かりと模倣し, 身につける事である｡
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｢教わる技術は日増しに高度なものへと移行していく

が, 特に男の子の場合, いかなる労作にも決まって鋭利

な刃物を使う機会が多い事から, 刃物が使いこなせる事

が必修であった｡ しかし刃物の性格を十分に知らないう

ちは決して子供に刃物を持たせないので, しばらくの間

は父の手さばきを見, そのしぐさを覚えねばならない｡

一通りの見聞がすめば, 必ず男が山に向う時, 腰に下げ

る山刀を時折貸し与えてくれるようになり, その手つき

を父は熟視しつつ刃物を使う機会を多くするようにな

る｡｣26)

大事な物を使わせてもらえる喜びは, 慎重さから徐々

に慢心に変わっていく｡ 慢心が引き起こす事故が生ずる

であろう事は, 予め計算済みである｡

｢鋭利な山刀を慎重に使っているうちは何事もないが,

少し馴れた頃には, 刃をこぼしたり, 怪我をするように

なる｡ 父はその気をのがさず子をこっぴどく叱りつけ,

刃物の大切さと恐ろしさを説き, 怪我などの療治に当た

るが, こうした印象の強い時に聞かされた基本的な話は

二度と忘れる事がない｡ ……

(略) …父は刃こぼれを起こすとしばらくの間, 怪我を

した時には完全に回復しても, 山刀を子供に持たせよう

とはしない｡｣ 27)

このときに, 基本的な技能がしっかりと初歩から学習

されなければならないし, 学習され得る機会である｡ 学

習者は刃物から今は遠ざかりたいだろうが, ここで刃物

から遠ざかられては困る｡ 基礎技能をしっかりと初歩か

ら模倣させ, 心構えを身につけさせるために作り出され

た絶好の機会である｡

｢子供が謙虚に反省し, 山刀の尊さや恐ろしさが会得

され, 再度やる気を起こす兆しが見えると, 父は多少じ

らしながら山刀を貸し与える｡ 刃ものの砥ぎ方, 樹種の

性質とその見方, 刃物の打ち下ろす角度, 力の入れ方な

ど初歩から復習させ, 山刀を使いこなすように導き, 一

定の力量を持ち備えると父は山刀の共用を, 九～十一歳

くらいまでに許可し, 合わせて常時腰に下げる鞘付きの

小刀をも与えてくれる｡｣28)

かくして基礎技能は習得されるものの, 逆にこうした

劇的なショックで, 創作への意欲は萎えてしまう｡ 従っ

て次に必要になるのは, 意図的に創作意欲を回復させ,

喚起する手立てである｡

｢山刀の使用が自由になると, 小物で日常生活に役立

ちそうなものを考え, 樹種を選定して創作を試みはじめ

る｡ 作品の良し悪しに関わらず, その行為は家族にとっ

て, 確実に子供が成長した証拠として喜び, 父や祖父が

作品を修正し, 物によっては模様を入れてくれる事があ

る｡ そうなると父親や祖父は, その子の能力に応じて刃

物を目につきやすい所に置き, 刃物を使わせ, より慣れ

る様にし向ける｡ 子供は始め, 大切な刃物であるから手

出しもしないが, 創作の進行につれて, ついつい使う事

になる｡ それを陰で見たり, 刃物を動かした形跡が認め

られると, もう一人前に刃物が使えるようになったと親

達は内心で思い, 刃物で手足を切れば, ｢更に上達する

前兆だ｣ といって激励する｡ また, できあがった作品が

良くないものでも親たちは, ｢良い物ができた｡ 少しま

ずい所もあるが, 次に物を作る時, 必ず神がお前の熱心

さに心をうたれて手助けしてくれる｡ 早く次の作品が見

たいものだなあ｣ と催促もする｣｡29)

以上の教育方法のうち前半は, 学習者の創造性を, 真

に創造力ある物にするために, 教授者によって周到に,

模倣の機会が得られる様仕組まれていた｡ この仕組みは

教育者にとっては, 賭けである｡ 重大な事故が生じうる

可能性を孕んでいるからであるが, 二度と立ち直れない

事故であっては元も子もないからである｡ ショック療法

として効果が得られる限りの限界が置かれる様, 周到な

目配りが必要な方法であろう｡

後半は, 学習者のプロジェクトを積極的に行わせ創造

性の回復が計られるが, 創造性の喚起には周囲の励まし

が欠かす事ができない｡ できあがった作品が良くない物

でも, 親たちに ｢良い物ができた｡ 少しまずい所もある

が, 次に物を作る時, 必ず神がお前の熱心さに心をうた

れて手助けしてくれる｡ 早く次の作品が見たいものだな

あ｣ と催促もされれば, 創作意欲も湧くというものでる｡

Ⅳ. 本論のまとめ

以上本論では, 模倣と創造との関係を技能の教育方法

における配慮の視点から２点考察した｡

今日の我々には, 模倣は ｢恥ずかしいもの, してはい

けないもの｣ の感覚がある｡ しかし, 創造を目標としな

がらも, 両者とも, 練習の過程では, 技能の獲得には不

可欠とされている (ただし, 優れた作品・知恵に限る)｡

しかし, 両者には相違がある｡ コメニウスの場合, は

模倣を重点とした立場で模倣の合理性と創造性が志され,

その為の方法の反省が理論的になされた例であり, それ

ゆえ, 教授者と学習者がせめぎあう動的な相互関係は存

在しないし, また彼の認識論では, プロジェクト法のよ

うな学習者の能動性をもっぱら期待する方法は考えられ

ない｡ 後半の 『アイヌの人々の暮しと木工』 に描かれて

いたのは, 創造の意欲溢れる学習者に, 基礎的な伝承的

な知恵を模倣させる機会を生み出して教育し, それによっ

て逆に生じてしまう萎縮から脱出せしめ, 再び創造の世

界に戻し前進させることに意が払われた, 個と個の間で

なされる動的な教育の道筋の例であった｡ 一歩間違えば

教育そのものを消滅させかねない緊張を孕んだ方法であ

る｡ これを行う根拠の認識論的な吟味は描かれていない
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が, 実践的な必要性から生み出された方法であろう｡

いずれも, 過去に考えられ, あるいは存在したとされ

る教育の方法であり, 今日のごとく多様なメディアが使

用可能となり, かつ, 生活における諸技能の意義が変化

した状況でそのまま適用される方法ではない｡ また, そ

れぞれに限界も指摘されうる｡ しかしまた多様なメディ

アの進歩にもかかわらず, 技能の教育は, しばしば, ご

く個人的に設備などない場所でなされる事がよくあり,

また, 文化の継承・伝達と発展, 模倣と創造は, 人間の

普遍的な教育課題であるが故に, それぞれの状況でそれ

らを周到に配慮した例として, 含蓄するものの多い教育

方法である｡
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平成15年度 帯広畜産大学研究業績
☆原著論文
分 野 題 目 著 者 名 誌 名 発行年月

獣 医 学 Increase of Th1 type cytokine mRNA

expression in peripheral blood lym-

phocytes of calves experimentally in-

fected with Cryptosporidium parvum

K. TAKEDA Veterinary Parasitology 2003年４月

Y. OMATA 113(２)： 327-331

T. KOYAMA

M.OHTANI

Y. KOBAYASHI

H. FURUOKA

T. MATSUI

R. MAEDA

A. SAITO

獣 医 学 Eimeria stiedai merozoite 49-kDa

soluble antigen induces protection

against infection

S. HANADA Journal of Parasitology 2003年６月

Y. UMEMOTO 89(３)： 613-617

Y. OMATA

T. KOYAMA

K. NISHIYAMA

Y. KOBAYASHI

H. FURUOKA

T. MATSUI

R. MAEDA

A. SAITO

獣 医 学 Immunohistochemical evaluation of

the muscularis mucosae in the ru-

minant forestomach

N. KITAMURA Anat. Histol. Embryol. 2003年６月

A. YOSHIKI 32： 175-178

M. SASAKI

E. T. BALTAZAR

E. HONDO

Y. YAMAMOTO

S. AGUNGPRIYONO

J. YAMADA

獣 医 学 Immunohistochemical distribution of

S-100 protein and subunits (S100-α

and S100-β ) in the swamp-type

water buffalo (Bubalus bubalis)

M. B. C. CRUZANA ANDOROGIA 2003年６月

T. BUDIPITOJO 35： 142-145

G. DE. OCAMPO

M. SASAKI

N. KITAMURA

J. YAMADA

獣 医 学 Comparative morphology of the

muscles of mastication in the giant

panda and the Asiatic black bear

H. ENDO Ann. Anat. 2003年６月

H. TARU 185： 87-292

M. YAMAMOTO

K. ARISHIMA

M. SASAKI

獣 医 学 Macroscopic study of Forearm

Muscles in the Giant Panda

(Ailuropoda melanoleuca)

H. ENDO J. Vet. Med. Sci. 2003年８月

M. SASAKI 65(８)： 839-843

E. NARUSHIMA

T. KOMIYA
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A. HAYASHIDA

Y. HAYASHI

B. J. STAFFORD

獣 医 学 Molecular Cloning of cDNA Encoding

Gastrin-Releasing Peptide(GRP) Pre-

cursor from the Bovine Endometrium

T. BUDIPITOJO Biom. Res. 2003年８月

M. SASAKI 24(４)： 181-186

S. MATSUZAKI

M. B. C. CRUZANA

N. KITAMURA

J. YAMADA

獣 医 学 Morphological study of the mam-

mary gland of lactation stage in

chimpanzee

H. ENDO Jpn. J. Zoo Wildl. Med 2003年９月

Y. HAYASHI ８(２)： 139-141

A. HAYASHIDA

M. SASAKI

獣 医 学 Expression of gastrin-releasing pep-

tide (GRP) in the bovine uterus

during the estrous cycle

T. BUDIPITOJO Arch. Histol. Cytol. 2003年10月

M. SASAKI 66(４)： 374-356

S. MATSUZAKI

M. B. C. CRUZANA

T. IWANAGA

N. KITAMURA

J. YAMADA

獣 医 学 マメジカにおける大動脈弓の分枝と脳

への動脈分布

福田 勝洋 草食実験動物 2003年10月

大類 健史 27： 35-44

佐々木基樹

木村 順平

遠藤 秀紀

D. B. ISMAIL

工藤 博

獣 医 学 Geographical variation and its func-

tional significances of skull mor-

phology in the red-cheeked squirrel

H. ENDO J. Vet. Med. Sci. 2003年11月

J. KIMURA 65(11)： 1179-1183

T. OSHIDA

B. J. STAFFORD

W. RERKAMUAYCHOK

T. NISHIDA

M. SASAKI

A. HAYASHIDA

Y. HAYASHI

獣 医 学 Localization and expression of gas-

trin-releasing peptide (GRP) in the

bovine cervix

T. BUDIPITOJO J. Reprod. Dev. 2004年１月

M. SASAKI 50(１)： 119-129

S. MATSUZAKI

M. B. C. CRUZANA

T. IWANAGA

N. KITAMURA

J. YAMADA

58
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獣 医 学 Geographical and Functional-Mor-

phological Variations of the Skull in

the Gray-Bellied Squirrel

H. ENDO J. Vet. Med. Sci. 2004年３月

J. KIMURA 66(３)： 277-282

T. OSHIDA

B. J. STAFFORD

W. RERKAMUAYCHOK

T. NISHIDA

M. SASAKI

A. HAYASHIDA

Y. HAYASHI

獣 医 学 Ligament of head of femur in the

acetabulum of the Asian elephant

H. ENDO Jpn. J. Zoo Wildl. Med 2004年３月

E. NARUSHIMA ９(１)： 45-49

T. KOMIYA

M. SASAKI

獣 医 学 Immunohistochemical localization of

steroidogenic enzymes in corpus

luteum of wild sika deer during

early mating season

Y. MATSUURA Jpn. J. Vet. Res. 2004年３月

M. SUZUKI ５(３-４)： 167-172

D. HAYAKAWA

M. ASANO

M. SASAKI

N. KITAMURA

J. YAMADA

T. TSUBOTA

N. OHTAISHI

獣 医 学 Effects of extracellular Ca２+ on

phagocytosis and intracellular Ca２

+ concentrations in polymorphonu-

clear leukocytes of postpartum dairy

cows

R. J. T. DUCUSIN Res. Sci. 2003年３月

Y. UZUKA 75： 27-32

E. SATOH

M. OTANI

M. NISHIMURA

S. TANABE

T. SARASHINA

獣 医 学 Palytoxin-induced increase in cytoso-

lic-free Ca２+ in mouse spleen cells

E. SATOH Eur. J. Pharmacol. 2003年１月

T. ISHII 465： ９-13

M. NISHIMURA

獣 医 学 Inactivation of integrin-linked kinase in-

duces aberrant tau phosphorylation via

sustained activation of glycogen syn-

thase kinase ３ in NIE-115 cells

T. ISHII J. Biol. Chem. 2003年10月

H. FURUOKA 278： 26970-26975

Y. MUROI

M. NISHIMURA

獣 医 学 Calcineurin contributes to the enhancing

effect of adenosine on nerve growth factor-

induced neurite outgrowth via the de-

creased duration of p38 mitogen-activated

protein kinase phosphorylation

Y. MUROI Pharmacol. Sci. 2004年３月

T. ISHII 95： 124-13

K. TERAMOTO

M. HORI

M. NISHIMURA

獣 医 学 Propylene glycol increases cytosolic

free calcium in rat cerebrocortical

synaptosomes. Intern

E. SATOH J. Neuroscience 2004年９月

K. MURAKAMI 114： 587-596

M. NISHIMURA
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獣 医 学 Inactivation of integrin-linked kinase in-

duces aberrant tau phosphorylation via sus-

tained activation of glycogen synthase

kinase ３β in N１E-115 neuroblastoma cells

T. ISHII J. Biol. Chem. 2003年４月

H. FURUOKA 278(29)： 26970-26975

Y. MUROI

M. NISHIMURA

獣 医 学 Channel induction by palytoxin in

yeast cells expressing Na＋ , K＋ -

ATPase or its chimera with sarco/

endoplasmic reticulum Ca２+-ATPase.

K. ITOU FEBS Lett. 2003年４月

I. TOYODA 543： 108-112

M. HIGASHIYAMA

D. UEMURA

M. H. SATO

S. H. YOSHIMURA

T. ISHII

K. TAKEYASU

獣 医 学 Calcineurin contributes to the enhancing

effect of adenosine on nerve growth fac-

tor-induced neurite outgrowth via the

decreased duration of p38 mitogen-

activated protein kinase phosphorylation

Y. MUROI J. Pharmacol. Sci. 2004年３月

T. ISHII 95： 124-131

K. TERAMOTO

M.HORI

M.NISHIMURA

獣 医 学 T cell subpopulations mediating in-

hibition of feline immunodeficiency

virus replication in mucosally in-

fected cats

M.SHIMOJIMA Microbes Infect 2003年３月

Y.NISHIMURA ６(３)： 265-71

T.MIYAZAWA

Y. TOHYA

H. AKASHI

獣 医 学 High genetic diversity of TM１ and

TM２strains of subtype B feline

immunodeficiency virus

Y. IKEDA J. Vet Med Sci 2003年３月

T. MIYAZAWA 66(３): 287-９

Y. NISHIMURA

K. NAKAMURA

Y. TOHYA

T. MIKAMI

獣 医 学 Use of CD134 as a primary receptor

by the feline immunodeficiency virus

M. SHIMOJIMA* Science 2003年２月

T. MIYAZAWA* 303(5661)： 1192-1195

Y. IKEDA

E. L. MCNIBAGLE

H. HAINING

H. AKASHI

Y. TAKEUCHI

M. J. HOSIE

B. J. WILLETT

獣 医 学 乳牛の病傷事故評価に関する研究：乳

生産と病傷発生との関係

佐藤 基佳 家畜診療 2003年６月

園部 隆久 50(６)： 423-428

本間 朗

柳谷 源悦

獣 医 学 乳牛と新生子牛の血中ビタミンB1, B2,

B６, B12濃度

佐藤 基佳 動物臨床医学 2003年９月

佐々木雄介 12(２)： 93-98

望月 均
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上野 博史

山田 一孝

大谷 昌之

獣 医 学 Spontaneous repair of the atrophic

contralateral ovary without ovariec-

tomy in the case of a granulosa

theca cell tumor (GTCT) affected

mare

MD SHAFIQUL HOQUE J. VET. MED. SCI. 2003年

R. I. DERAR 65(６)： 749-751

T. OSAWA

K. TAYA

G. WATANABE

Y-I. MIYAKE

獣 医 学 Localization of inhibin αー､ βA-

and βB-subunits and aromatase in

ovarian follicles with granulosa

theca cell tumor (GTXT) in ６ maes

MD SHAFIQUL HOQUE J. VET. MED. SCI. 2003年

R. I. DERAR 65(６)： 713-717

H. SENBA

T. OSAWA

K. KANO

K. TAYA

Y-I. MIYAKE

獣 医 学 Effect of active immunization of

pony mares against on ovarian fol-

licular development and plasma ster-

oids and gonadotropins

R. I. DERAR J. VET. MED. SCI. 2004年

Y. MANEDA 66(１)： 31-35

M. S. HOQUE

T. OSAWA

G. WATANABE

K. TAYA

Y-I. MIYAKE

獣 医 学 Application of timed artificial in-

semination protocols to grazing

Japanese black cattlewith long open

peiod

T. OSAWA J. VET. MED. SCI. 2003年

D. MORISHIGE 65(４)： 459-464

D. OHTA

Y. KIMURA

Y-I. MIYAKE

獣 医 学 Origin of plasma insulin-like growth

facter-１ (IGF-１) during estrus in

goats

S. NONAKA J. Reprod. Dev 2003年

T. HASHIZUME 49(３)： 253-258

M. HORIUCHI

U. MIKAMI

T. OSAWA

Y-I. MIYAKE

S. HARA

獣 医 学 Comparison of the effectiveness of

ovulation synchronization protocol

in anestrous and cycling beef cows

T. OSAWA J. Reprod. Dev 2003年

D. MORISHIGE 49(６)： 513-521

D. OHTA

Y. KIMURA

T-I. HIRATA

Y-I. MIYAKE

獣 医 学 Endocrinological changes before and after

removal of the granulosa theca cell tumor

(GTCT) affected ovary in ６ mares

MD SHAFIQUL HOQUE J. VET. MED. SCI. 2003年

H. SENBA 65(８)： 887-891

N. TSUNODA
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R. I. DERAR

G. ATANABE

K. TAYA

T. OSAWA

Y-I. MIYAKE

獣 医 学 低受胎牛群における天然型プロジェ S テロ

ン放出膣内留置型製剤とエストラジオール

製剤を用いた発情同期化および受胎効果

照井 友美 家畜臨床誌 2003年

三宅 陽一 26(１)： 15-20

高橋 正弘

獣 医 学 Spinal cord effects from lumbar

myelographic injection technique in

the dog

M. KISHIMOTO J. VET. MED. SCI. 2004年１月

K. YAMADA 66(１)： 67-69

H. UENO

Y. KOBAYASHI

ER. WISNER

獣 医 学 Lumbosacral myelography in dogs-

a safer technique

T. ISERI J. VET. MED. SCI. 2004年１月

K. YAMADA 66 (１)： 71-72

H. UENO

獣 医 学 Application of non-destructive in-

spection of endangered animals

using soft X-ray radiography, com-

puted tomography and magnetic

resonance imaging: case study of a

northern smooth-tailed tree shrew

(Dendrogale muria)

K. YAMADA Jpn. J. Zoo Wilde. Med. 2004年２月

J. YAMADA ９(１)： 51-55

M. SASAKI

H. ENDO

J. KIMURA

W. RERKAMNUAYCHOKE

H. UENO

E. R. WISENR

獣 医 学 Medicinal treatment to equine. gas-

trointestinal dysfunctions

N. SASAKI Journal of Equine Science 2003年８月

S. HARA 14(２)： 37-49

H. YAMADA

獣 医 学 Comparison of xylazine, lidocaine

and combination for modified

dorsolumbar epidural anaesthesia in

cattle

I. LEE The Veterinary Record 2003年８月

N. YAMAGISH

K. OBOSHI

Y. AYUKAWA

N. SASAKI

H. YAMADA

獣 医 学 Analgesic Effect of Caudal Epidural

Ketamine in Cattle

I. LEE Journal of Veterinary 2003年12月

T. YOSHIUCHI Science４(３)： 261-264

N. YAMAGISHI

K. OBOSHI

Y. AYUKAWA

N. SASAK

H. YAMADA

獣 医 学 Parp１-deficiency induces differentia-

tion of ES cells into trophoblast de-

rivatives

M. HEMBERGER Dev. Biol. 2003年５月

T. NOZAKI 257： 371-381

E. WINTERHAGER
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H. YAMAMOTO

H. NAKAGAWA

N. KAMADA

H. SUZUKI

T. OHTA

M. OHKI

M. MASUTANI

J. C. CROSS

獣 医 学 High level expression and purifica-

tion of a truncated merozoite antig

en-２ Babesia equi in Escherichia coli

and its potential for immunodiagnosis

X. HUANG J. Clin. Microbiol. 2003年３月

X. XUAN 41(３)： 1147-1151

N. YOKOYAMA

L. XU

H. SUZUKI

C. SUGIMOTO

H. NAGASAWA

K. FUJISAKI

I. IGARASHI

獣 医 学 Roles of maltese cross form in the

development of parasitemia and pro-

tection against Babesia microti in-

fection in mice

N. YOKOYAMA Infect. Immun. 2003年１月

S. BORK 71(１)： 411-417

M. NISHISAKA

H. HIRATA

T. MATSUO

N. INOUE

X. XUAN

H. SUZUKI

C. SUGIMOTO

I. IGARASHI

獣 医 学 Molecular characterization of mitomycin

C-induced large deletions and tandem-

base substitutions in the bone marrow

of gpt delta transgenic mice

A. TAKEIRI Chem. Res. Toxicol. 2003年１月

M. MISHIMA 16(２)： 171-179

K. TANAKA

A. SHIODA

O. UEDA

H. SUZUKI

N. INOUE

K. MASUMURA

T. NOHOMI

獣 医 学 High-level expression of truncated

surface antigen P50 of Babesia

gibsoni in insect cells by baculovirus

and evaluation of its immunogeni-

sity and antigenisity

S. FUKUMOTO Clin. Diagn. Lab. 2003年７月

X. XUAN Immunol.

K. KADOTA 10(４)： 596-601

I. IGARASHI

C. SUGIMOTO

K. FUJISAKI

H. NAGASAWA

T. MIKAMI

H. SUZUKI
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獣 医 学 Possible expansion of“window of

implantation ” in pseudopregnant

mice : Time of implantation of em-

bryos at different stages of develop-

ment transferred into the same

recipient.

O. UEDA Biol Reprod. 2003年５月

K. YOROZU 69： 1085-1090

N. KAMADA

K. JISHAGE

Y. TOYODA

H. SUZUKI.

獣 医 学 Improvement of the Spi- assay for

mutagenesis in gpt delta mice by in-

cluding magnesium ions during

plaque formation

A. SHIBATA Environ. Mol. 2003年６月

M. MASUTANI Mutagen.

T. NOXZAKI 41： 370-372

N. KAMADA

H. FUJIHARA

K. MASUMURA

H. NAKAGAMA

T. SUGIMURA

S. KOBAYASHI

H. SUZUKI

T. NOHMI

獣 医 学 Effect of Atm disruption on sponta-

neously arising and radiation-

induced deletion mutations in mouse

liver

I. FURUNO-FUKUSHI Rediat. Res. 2003年７月

K. MASUMURA 160： 549-558

T. FURUSE

Y. NODA

M. TAKAHAGI

Y. SAITO

H. SUZUKI

A. WYNSHAW-BORIS

T. NOHMI

K. TATUMI

獣 医 学 Molecular characterization of a gene

encoding a 29-kDa cytoplasmic pro-

tein of Babesia gibsoni evaluation of

its diagnostic potentiality

S. FUKUMOTO Mol. Biochem. 2003年８月

X. XUAN Parasitol.

N. INOUE 131： 129-136

I. IGARASHI

C. SUGIMOTO

K. FUJISAKI

H. NAGASAWA

T. MIKAMI

H. SUZUKI

獣 医 学 Loop-mediated isothermal amplifica-

tion for detection of African try-

panosomes

N. KUBOKI J. Clin. Microbiol. 2003年12月

N. INOUE 41(12)： 5517-5524

T. SAKURAI

F. DI CELLO

D. J. GRAB

H. SUZUKI

C. SUGIMOTO

I. IGARASHI
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獣 医 学 Comparison of fertility between intracyto-

plasmic sperm injection and in vitro fertili-

zation with a partial zona pellucida

incision by using a Piezo-micromanipulator

in cryopreserved inbred mouse spermatozoa

Y. KAWASE Contemp. Topics Lab. 2004年１月

Y. AOKI Anim. Sci.

N. KAMADA 43(１)： 21-25

K. JISHAGE

H. SUZUKI

獣 医 学 Inhibitory effect of antiserum to sur-

face antigen p50 of Babesia gibsoni

on growth of parasites in severe

combined immunodeficiency mice

given canine red blood cells

S. FUKUMOTO Infect. Immun. 2004年３月

X. XUAN 72(３)： 1795-1798

N. TAKABATAKE

I. IGARASHI

C. SUGIMOTO

K. FUJISAK

H. NAGASAWA

T. MIKAMI

H. SUZUKI

獣 医 学 Palytoxin-induced increase in cytosolic-

free Ca＋２ in mouse spleen cells

E. SATOH European Journal of 2003年３月

T. ISHII Pharmacology

M. NISHIMURA 465(１-２)：９-13

獣 医 学 Changes in Salmonella enterica serovar

Oranienburg viability caused by NaCl-induced

osmotic stress is related to DNA relaxation

by the H-NS protein during host infection

H. ASAKURA MICROB. PATHOG 2004年３月

K. KAWAMOTO 36(３)： 147-51

T. SHIRAHATA

S. MAKINO

獣 医 学 Rapid and effective detection of an-

thrax spores in soil by PCR

HL. CHEUN J. APPL. MICROBIOL. 2003年10月

S. MAKINO 95(４)： 728-33

M. WATARAI

J. ERDENEBAATAR

医 学 Parp-1 deficiency implicated in colon

and liver tumorigenesis induced by

Azoxymethane

T. NOZAKI Cancer Sci. 2003年６月

H. FUJIHARA 94(６)： 497-500

M. WATANABE

M. TSUTSUMI

K. NAKAMOTO

O. KUSUOKA

N. KAMADA

H. SUZUKI

H. NAGASAWA

T. SUGIMURO

M. MASUTANI

医 学 Cellular prion protein promotes

Brucella infection into macrophages

M. WATARAI J. Exp. Med. 2003年７月

S. KIM 198(１)： ５-17

J. ERDENEBAATAR

S. MAKINO

M. HORIUCHI

T. SHIRAHATA

S. SAKAGUCHI

S. KATAMINE
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医 学 Isolation and characterization of mini-

Tn ５ Km２ insertion mutants of

Brucella abortus deficient in inter-

nalization and intracellular growth

in HeLa cells

S. KIM Infect. Immun. 2003年６月

M. WATARAI 71(６)： 3020-3027

Y. KONDO

S. MAKINO

T. SHIRAHATA

畜 産 学 生乳中の酵母検出率と酵母数の季節変

動

仙田 晶嗣 日本畜産学会報 2003年11月

中村 正 74(４)： 517-523

浦島 匡

荒井 威吉

畜 産 学 Color and its stability in venison from

Cervus nippon yesoensis (Japanese

Yeso Deer)

M. SEKIKAWA Korean J. Food Sci. Ani. 2003年８月

K. H. HAN Resour.

K. SHIMADA 23(４)： 309-314

M. FUKUSHIMA

T. ISHIKAWA

C. H. LEE

M.MIKAMI

畜 産 学 A comparative study for induction

of estrus and ovulation by three dif-

ferent intravaginal devices in ewes

during the non-breeding season

K. IIDA J. Reprod. Dev. 2004年２月

N. KOBAYASHI 50(１)： 63-69

H. KOHNO

A. MIYAMOTO

Y. FUKUI

畜 産 学 Oxygen tension and medium supple-

ments for in vitro maturation of bo-

vine oocytes cultured individually in

a chimacally defined medium

Y. OYAMADA J. Reprod. Dev. 2004年２月

Y. FUKUI 50(１)： 107-117

畜 産 学 Validation of the sperm quality ana-

lyzer and the hypo-osmotic swelling

test for frozen-thawed ram and minke

whale (Balaeopetra bonaerensis) sper-

matozoa

Y. FUKUI J. Reprod. Dev. 2004年２月

M. TOGAWA 50(１)： 147-154

N. ABE

Y. TAKANO

M. ASADA

A. OKADA

K. IIDA

H. ISHIKAWA

S. OHSUMI

畜 産 学 Voluntary intake and grazing be-

havior of Hokkaido native horses

and Thoroughbred on improved pas-

ture

M. KAWAI PROC. 37th 2003年６月

Y. MASUDA INTERNATION. CONG.

N. YABU ISAE

S. KUZUOKA 54： 172

C. YAYOTA

K. DEGUCHI

S. MATSUOKA

畜 産 学 The role of incisors in selective

grazing by cattle and horses

A. HONGO Journal of Agricultural 2003年

M. AKIMOTO Science, Cambridge

140： 469-477
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畜 産 学 Effects of applied nitrogen and leaf density

of orchardgrass (Dactylis glomerata) on

the grazing behaviour of sheep.

J. ZHANG Grassland Science 2004年

M. AKIMOTO 49(６)： 563-570

A. HONGO

畜 産 学 A preliminary study on blood pro-

tein variations of wild and domestic

camelids in Peru

Y. KAWAMOTO Rep. Soc. Res. Native. 2004年

A. HONGO Livestock

Y. TOKURA 21： 297-304

T. INAMURA

N. YAMAMOTO

Y. SENDAI

E. TORII

畜 産 学 Plastic casts and confocal laser scan-

ning microscopy applied to the ob-

servation of enamel tubules in the

red Kangaroo (Macropus rufus)

M. SUZUKI Anatomical Sci. Int. 2003年12月

N. USHIJIMA 78(１)： 53-61

A. KOHNO

Y. SAWA

S. YOSHIDA

M. SEKIKAWA

N. OHTAISHI

畜 産 学 Color and its stability in venison from

Cervus nippon yesoensis (Japanese

Yeso deer)

M. SEKIKAWA Korean J. Food Sci. 2003年12月

K. H. HAN of Animal Resources

K. SHIMADA 23(４)： 309-314

M. FUKUSHIMA

T. ISHIKAWA

C. H. LEE

M. MIKAMI

畜 産 学 食品における栄養成分の分析 関川 三男 北海道農業教育研究 2004年３月

福島 道広 52(１)： 19-31

畜 産 学 枝肉形質および画像解析形質が牛枝肉

価格に与える影響

岡本 圭介 日本畜産学会報 2003年11月

口田 圭吾 74(４)： 475-482

加藤 貴之

鈴木 三義

三好 俊三

畜 産 学 黒毛和種枝肉横断面の画像解析形質な

らびに枝肉形質に関する遺伝的パラメー

タの推定

大澤 剛史 日本畜産学会報 2004年２月

口田 圭吾 75(１)： 11-16

加藤 貴之

鈴木 三義

三好 俊三

畜 産 学 脂肪交雑粒子のあらさおよび胸最長筋

の形状に関する画像解析値を用いた

BMSナンバーの推定

長谷川未央 日本畜産学会報 2004年２月

口田 圭吾 75(１)： 53-60

佃 秀雄

加藤 浩二

鈴木 三義

三好 俊三
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畜 産 学 肉用牛のQTL解析用リソ－スファミリ－

の作出－F２産子の肥育状況と枝肉調査

状況 (最終報告) (奥羽牧場における状

況 (３)) －

小西 一之 畜産の研究 2004年３月

齋藤 邦彦 58(３)： 355-360

熊谷周一郎

菅原 靖史

橋谷田 豊

平原さつき

奥村 寿章

撫 年浩

口田 圭吾

畜 産 学 Effect of twice daily administration

of GH-releasing peptide-2 for 10

days on growth performance,

plasma GH responses and Insulin-

like Growth Factor-1 concentrations

in swine

V. NOU Asian-Aust. J. Anim. 2003年８月

H. INOUE Sci.

H. G. LEE 16： 1193-1198

N. MATSUNAGA

H. KUWAYAMA

H. HIDARI

畜 産 学 Effect of exogenous porcine GH ad-

ministration on GH responses to GH-

releasing peptide-2 and GH-releasing

hormone in swine

V. NOU Asian-Aust. J. Anim. 2003年８月

K. TOMOSHI Sci.

H. INOUE 16： 1188-1192

N. MATSUNAGA

H. KUWAYAMA

H. HIDARI

畜 産 学 The relationships of plasma leptin,

backfat thickness and TDN intake

across finishing stage of Holstein

steers

R. A. VEGA Asian-Aust. J. Anim. 2004年３月

H. HIDARI Sci.

H. KUWAYAMA 17： 330-336

M. SUZUKI

D. D. MANALO

農 学 北海道におけるマメ類とコムギ品種の

普及速度と寿命

佐藤 久泰 日作紀 2003年12月

沢田 壮兵 72(４)： 418-423

伊藤 繁

農 学 アズキ種皮色のXYZ表色系による表示 長岡 泰良 日作紀 2003年12月

沢田 壮兵 72(４)： 471-474

農 学 Betura utilis. Jacquemontii の組織培

養による大量増殖

前川健二郎 日本林学会北海道支部 2004年２月

錦織 正智 論文集

松村 幹了 52： 48-50

堀川 洋

農 学 べた掛け法を用いた培養植物の順化 東 暁史 日本林学会北海道 2004年２月

錦織 正智 支部論文集

松村 幹了 52： 51-53

堀川 洋

農 学 知られざるアンデス高地の雑穀 藤倉 雄司 農耕の技術と文化 2003年

本江 昭夫 26： 25-52

山本 紀夫
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農 学 K溶出による牧草の耐塩性検定法 海野 洋揮 日本草地学会誌 2003年12月

山本 紳朗 49(５)： 486-489

農 学 Mapping QTL for seed dormancy

and the Vp１homologue on chromo-

some ３A

M. OSA Theor. Appl. Genet. 2003年12年

K. KATO 106(８)： 1491-1496

M. MORI

C. SHINDO

A. TORADA

H. MIURA

農 学 Gene dosage effect of the wheat Wx

alleles and their interaction on

amylose synthesis in the endosperm

H. A. M. WICKRAMASINGHE Euphytica 2003年

H. MIURA 132(３)： 303-310

農 学 Mechanical properties of white salted

noodles from near-isogenic wheat

lines with different Wx protein-

deficiency

N. ISHIDA Starch 2003年

H. MIURA 55(２)： 390-396

T. NODA

H. YAMAUCHI

農 学 Properties of starch from near-

isogenic wheat lines with different

Wx protein deficiency

H. A. M. WICKRAMASINGHE Cereal Chemistry 2003年

H. MIURA 80(６)： 662-666

H. YAMAUCHI

T. NODA

農 学 Avoidance of ladybird trails by an

aphid parasitoid Aphidius ervi: ac-

tive period and effects of prior

oviposition experience

Y. NAKASHIMA Entomol. Exp. Appl. 2003年11月

N. SENOO 109(２)： 163-166

農 学 Cage evaluation of augmentative

biological control of Thrips palmiwith

Wollastoniella rotunda(Heteroptera:

Anthocoridae) in winter greenhouses

Y. NAKASHIMA Entomol. Exp. Appl. 2004年１月

M. UEFUUNE 110(１)： 73-78

E. TAGASHIRA

M. MAEDA

K. SHIMA

K. NAGAI

Y. HIROSE

M. TAKAGI

生 殖 科 学 Local changes in blood flow within

the preovulatory follicle wall and

early corpus luteum in the cows

T. J. ACOSTA Reproduction 2003年５月

K. G. HAYASHI 125(５)： 759-767

M. OHTANI

D. SCHAMS

A. MIYAMOTO

生 殖 科 学 Expression of 11β -hydroxysteroid

dehydrogenases in bovine follicle and

corpus luteum

M. TETSUKA J. Endocrinol. 2003年６月

S. YAMAMOTO 177(３)： 445-452

N. HAYASHIDA

K. G. HAYASHI

M. HAYASHI

T. J. ACOSTA

A. MIYAMOTO
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生 殖 科 学 Changes in prostaglandin secretion

by the regressing bovine corpus

luteum

K. HAYASHI PGs & Other Lipid Med. 2003年７月

T. J. ACOSTA 70(3-4)： 339-349

B. BERISHA

S. KOBAYASHI

M. OHTANI

D. SCHAMS

A. MIYAMOTO

生 殖 科 学 Tumor necrosis factorαin the bo-

vine oviduct during the estrous cycle :

messenger RNA espression and ef-

fect on secretion of prostaglandins,

endothelin-1, and angiotensinⅡ1

M. P. B. Biol. Reprod. 2003年10月

WIJAYAGUNAWARDANE 69(３)： 1341-1346

C. GABLER

G. KILLIAN

A. MIYAMOTO

生 殖 科 学 Involvement of angiopoietin-Tie sys-

tem in bovine follicular development

and atresia:mRNA expression in

thca interna and effect on steroid

secretion

K. G. HAYASHI Biol. Reprod. 2003年12月

T. J. ACOSTA 69(６)： 2078-2084

M. TETSUKA

B. BERISHA

M. MATSUI

D. SCHAMS

M. OHTANI

A. MIYAMOTO

生 殖 科 学 Local interaction of prostaglandin

F2α with endothelin-1 and tumor

necrosis factor-α on the release of

progesterone and oxytocin in ovine

corpora lutea in vivo:a possible im-

plication for a luteolytic cascade

M.OHTANI Reproduction 2004年１月

S. TAKASE 127(１)： 117-124

M. P. B.

WIJAYAGUNAWARDANE

M.TETSUKA

A. MIYAMOTO

生 殖 科 学 A comparative study of induction of

estrus and ovulation by three differ-

ent intravaginal devices in ewes dur-

ing the non-breeding season

K. IIDA J. Reprod. Dev. 2004年２月

N. KOBAYASHI 50(１)： 63-69

H. KOHNO

A. MIYAMOTO

Y. FUKUI

農 芸 化 学 Differences of Rhizopus oryzae

strains in organic acid synthesis and

fatty acid composition.

Y. ODA Food Microbiol. 2003年

Y. YAJIMA 20： 371－375

M. KINOSHITA

M. OHNISHI

農 芸 化 学 Fatty acid compositions of various tissue

lipids in the marine bivalves, Megan-

gulus venulosus and Megangulus

zyonoensis, from coastal

H. KAWASHIMA J. Oleo Sci. 2003年６月

M. OHNISHI 52(６)： 309－315

農 芸 化 学 Digestion of maize sphingolipids in

rats and uptake of sphingadienine

by Caco-２ cells

T. SUGAWARA, J. Nutr. 2003年

M. KINOSHITA, 133： 2777－2782

M. OHNISHI

J. NAGATA

M. SAITO
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農 芸 化 学 Effects of growth temperature on

cerebroside content and chemical

composition in Kluyveromyces lactis

M. TANJI, J. Oleo Sci. 2004年３月

M. KINOSHITA, 53(３)： 127－133

H. YADA,

M. YAMANE,

Y. KAKUTA,

H. MOTOSHIMA,

Y. ODA,

M. OHNISHI

農 芸 化 学 貯蔵ジャガイモの糖含量と糖化酵素に

関する研究 (第１報) 低温貯蔵ジャガ

イモの還元糖増加におよぼすインベル

ターゼ活性の影響

弘中 和憲 農機北支報 2004年３月

石橋 憲一 44： 75-78

梅崎 一喜

松田 清明

佐藤 禎稔

森 元幸

津田 昌吾

高田 明子

農 芸 化 学 貯蔵ジャガイモの糖含量と糖化酵素に

関する研究 (第２報) 低温増糖感受性

の異なるジャガイモのインベルターゼ,

スクロース－６－リン酸合成酵素およ

びUDP－グルコースピロホスホリラー

ゼ活性の差異

弘中 和憲 農機北支報 2004年３月

石橋 憲一 44： 79-82

小林 祥則

松田 清明

佐藤 禎稔

森 元幸

津田 昌吾

高田 明子

農 芸 化 学 貯蔵ジャガイモの糖含量と糖化酵素に

関する研究 (第３報) ジャガイモのイ

ンベルターゼ, スクロース－６－リン

酸合成酵素およびUDP－グルコースピ

ロホスホリラーゼ活性におよぼす貯蔵

温度の影響

弘中 和憲 農機北支報 2004年３月

石橋 憲一 44： 83-86

宮下 裕幸

松田 清明

佐藤 禎稔

森 元幸

津田 昌吾

高田 明子

農 芸 化 学 長期有機物連用圃場における黒ボク土

の荷電特性

八木 哲生 土肥誌 2003年12月

谷 昌幸 74(６)： 743-748

農 芸 化 学 Atomic force microscopy of syn-

thetic imogolite

M. TANI Geoderma 2004年２月

C. LIU 118(２)： 209-220

P. M. HUANG

生 化 学 Isolation and characterization of

gangliosides from trypanosoma

brucei

A. UEMURA J. Parasitol 2004年１月

S. WATARAI 90(１)： 123-127

Y. KUSHI

T. KASAMA

Y. OHNISHI

H. KODAMA

71
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生 化 学 Cell-based screening of activesite

specific chaperone for the treatment

of Fabry disease

J. Q. FAN Methods Enzymol. 2003年12月

S. ISHII 363： 412-420

栄 養 化 学 Resistant starches of beans reduce the

serum cholesterol concentration in

rats

K. H. HAN J. Nutr. Sci. Vitaminol. 2003年８月

M. FUKUSHIMA 49(４)： 281-286

K. SHIMIZU

M. KOJIMA

K. OHBA

A. TANAKA

K. SHIMADA

M. SEKIKAWA

M. NAKANO

栄 養 化 学 Enzyme-resistant fractions of beans

lowered serum cholesterol and in-

creased sterol excretions and hepatic

mRNA levels in rats

K. H. HAN Lipids 2003年９月

M. FUKUSHIMA 38(９)： 919-924

T. KATO

M. KOJIMA

K. OHBA

K. SHIMADA

M. SEKIKAWA

M. NAKANO

栄 養 化 学 Cholesterol metabolism in rat is af-

fected by protocatechuic acid

A. TAMURA J. Nutr. Sci. Vitaminol. 2004年１月

M. FUKUSHIMA 50(１)： 13-18

K. SHIMADA

K. H. HAN

M. SEKIKAWA

S. WATANABE

M. NAKANO

M. MATSUMOTO

H. CHIJI

栄 養 化 学 Effect of dietary fiber of some beans

on serum cholesterol concentration

in rats

K. H. HAN Food Sci. Biotechnol. 2004年３月

T. OHASHI 13(２)： 147-150

M. KOJIMA

M. FUKUSHIMA

生物有機科学 Effevtive synthesis of a carbon-

linked diazirinyl fatty acid deriva-

tive via reduction of carbonyl group

to methylene with triethylsilane and

trifluoroacetic acid.

M. HASHIMOTO Heterocycles 2003年１月

Y. HATANAKA 59： 395-398

K. NABETA

生物有機科学 Efficient synthesis of (３-trifluoromethy

l)-phenyldiazirinyl oleic acid derivatives

and their biological activity for protein

kinase C;"M. HASHIMOTO

M. HASHIMOTO Bioorg. Med. Chem. 2003年５月

K. NABETA Lett.

K. MURAKAMI 13： 1531-1533

72
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生物有機科学 Identification of mammalian Vps24p

as an effector of phosphatidy-

linositol 3,5 bis-phosphate dependent

endosome compartmentalization.

P. WHITLEY J. Biol. Chem. 2003年10月

J. REAVES B 278： 38786-38795

M. HASHIMOTO

M. RILEY A.

V. L.. POTTER B

D. HOLMAN G

農 業 工 学 粒状物散布機のマップベース可変制御

システム

帖佐 直 農機誌 2003年５月

柴田 洋一 65(３)： 128-135

小林 恭

大嶺 政朗

佐々木良治

農 業 工 学 Image mapping system for site-

specific management

Y. SHIBATA J. Korean Society 2003年４月

of Precision Agriculture

２： 69-72

農 業 工 学 Development of a Site-Specific

Nitorogen Management for Paddy

Rice

K. TORIYAMA JARQ 2003年10月

R. SASAKI 37(４)： 213-218

Y. SHIBATA

M. SUGIMOTO

T. CHOSA

M. OMINE

J. SAITO

農 業 工 学 自脱コンバイン用収量計測システムに

関する研究 (第２報) －刈り取り位置

と穀粒量計測位置とのずれの解析－

帖佐 直 農機誌65(６) 2003年12月

柴田 洋一 65(６)： 192-199

小林 恭

大嶺 政朗

大黒 正道

農 業 工 学 自脱コンバイン用収量計測システムに

関する研究 (第３報) －情報収集, 解

析, マップ作成の体系化－

帖佐 直 農機誌 2004年３月

柴田 洋一 66(２)： 137-144

大嶺 政朗

鳥山 和伸

荒木 幹

農 業 工 学 三次元視覚センサによる作物列検出シ

ステムへの応用

佐藤 禎稔 農業機械学会北海道 2004年３月

松田 清明 支部会報

佐藤 栄基

申 宝明

T. SATOW

K. MATSUDA

H. SATO

B. M. SHENG

農業経済学 Indo-Sri Lanka Bilateral Trade

Relationship: With Special Reference

to Sri Lankan Agriculture

K. K. KARUNAGODA Journal of Agricultural 2003年12月

H. KONO Development Studies

S. ITO 14(２)： 44-54

73
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農業経済学 北海道におけるマメ類と小麦品種の普

及速度と寿命

佐藤 久泰 日本作物学会紀事 2003年12月

沢田 壮兵 72 (４)： 418-423

伊藤 繁

農業経済学 酪農畜産排せつ物処理費用の牛乳消費

者への転嫁可能性に関するCV分析

蔡 鎔宇 農業市場研究 2003年12月

佐々木市夫 12(２)： 48-60

金山 紀久

農業経済学 Modern Agricultural Crisis and

Transformation in Japan

I. SASAKI Japanese Journal of 2004年３月

Farm Management

41(４)： 49-56

環 境 科 学 Natural and semi-natural grasslands

in Japan with special reference to

Sasa dwarf bamboo grasslands

Y. KONNO Dairy Japan Co. Ltd. 2003年８月

Tokyo

環 境 科 学 大雪山国立公園におけるエゾアカガエ

ルに対する交通事故防止策の効果

柳川 久 ひがし大雪博物館研究報告 2003年３月

野呂美紗子 (25)： 57-60

谷崎美由記

西村 千穂

室瀬 秋宏

環 境 科 学 北海道日高西部域におけるコウモリ類

の捕獲記録

河原 淳 森林野生動物研究会誌 2003年10月

森下 徹 29： 12-18

柳川 久

環 境 科 学 北海道芽室町北伏古地区における翼手

目の捕獲記録. 第２報

柳川 久 森林野生動物研究会誌 2003年10月

前田 敦子 29： 19-24

谷崎美由記

赤坂 卓美

環 境 科 学 北海道におけるコウモリ類による各種

カルバートの利用

柳川 久 第３回 ｢野生生物と交通｣ 2004年２月

野呂美紗子 研究発表会講演論文集

岡部 佳容 ３： ７-12

谷崎美由記

前田 敦子

環 境 科 学 北海道帯広市のモモンガ用道路横断構

造物とそのモニタリング

柳川 久 第３回 ｢野生生物と交通｣ 2004年２月

浅利 裕伸 研究発表会講演論文集

岸田久美子 ３： 13-18

木村 誠一

北清 竜也

環 境 科 学 北海道十勝・日高地方の翼手類相. 1.

トマム, 新得地区における記録

柳川 久 ひがし大雪博物館研究報告 2004年３月

瀧本 育克 (26)： 47-50

赤坂 卓美

佐々木尚子

環 境 科 学 泥炭土における土壌溶液採取方法の検

討

谷 昌幸 土肥誌 2003年12月

佐藤 貴之 74(６)： 787-792

近藤 錬三
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保 存 科 学 史跡・志波城跡築地塀の凍結劣化に関

する研究

石崎 武志 文化財保存修復 2003年７月

武田 一夫 学会誌

登尾 浩助 47： 36-49

統 計 学 Semiparametric estimation based on

parametric modeling of the cause-specific

hazard ratios in competiting risks

S. SUZUKAWA Journal of 2003年６月

N. TANEICHI Multivariate Analysis

87： 80-100

統 計 学 Improvements of goodness-of-fit sta-

tistics for sparse multinomials based

on normalizing transformations

N. TANEICHI Annals of the 2003年12月

Y. SEKIYA Institute of Statistical

H. IMAI Mathematica

55(４)： 831-848
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平成15年度 帯広畜産大学研究業績
■ 総 説
分 野 題 目 著 者 名 誌 名 発行年月

獣 医 学 大動物臨床におけるレーザー治療 山田 明夫 家畜診療 2003年９月

50(９)： 589-600

獣 医 学 雌馬の繁殖障害の最近の知見と治療法 三宅 陽一 家畜診療 2003年８月

50(８)： 537-549

獣 医 学 反芻動物の上部消化管における神経制

御機構－組織学的側面

北村 延夫 獣医畜産新報 2003年４月

56(４)： 313-315

医 学 Interaction between Brucella abortus

and cellular prion protein in lipid

raft microdomains

M. WATARAI Microbes and 2004年３月

Infection

111(１-２)： 109-21

医 学 ポイツイエガー症候群の原因遺伝子

LKB1の生理的機能

寺社下浩一 細胞 2003年４月

鈴木 宏志 35(１)： 22-25

医 学 スカベンジャーレセプターと病原体認

識

鈴木 宏志 医学のあゆみ 2003年４月

205(１)： 17-21

医 学 Nerve growth factor and wound

healing

K. KAWAMOTO PROG. BRAIN RES. 2004年１月

H. MATSUDA 146： 369-84

医 学 Ultrasonically induced cell damage

and active oxygen generation by

ATX-S10 on the mechanism of

sonodynamic activation

N. UMITA Biochimica et 2003年４月

I. SAKATA Biophisica Acta

S. NAKAJIMA 1620： 179-184

S. UMEMURA

医 学 Necrotic and apoptotic cell death of human

malignant melanoma cells following

photodyamic therapy using an amphiphilic

photosensitizer, ATX-S10 (Na)

S. NAGATA Lasers in Surgery 2003年６月

A. OBANA and Medicine

Y. GOHT 33： 64-70

S. NAKAJIMA

医 学 Activation of two caspase cascades,

caspase 8/3/6 and caspase 9/3/6 dur-

ing photodynamic therapy using a

novel photosensitizer, ATX-S10 (Na),

in normal human keratinocytes

H. TAKAHASHI Arch Dermatol 2003年９月

Y. ITO Res.

Y. MIYAUCHI 295： 242-248

S. NAKAJIMA

I. SAKATA

A. ISHIDA

H. IIZUKA

畜 産 学 デジタル画像による牛肉質判定技術について 口田 圭吾 食肉の科学 2003年６月

44(１)： 19-27

農 学 バンコク郊外に野生イネを求めて 秋本 正博 アジア遊学 2003年９月

55： 87-97
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農 芸 化 学 農畜産加工副産物から糖脂質セレブロシ

ドの発酵生産

高桑 直也 農業と園芸 2004年１月

小田 有二 79(１)： ３-９

大西 正男

環 境 科 学 北海道帯広市で樹洞を作る動物, それを

使う動物

柳川 久 森林保護 2004年１月

村木 尚子 (293)： ２-４

生 殖 科 学 Vasoactive peptides in bovine ovula-

tory follicles. (Eds:Sato, E.,Miyamoto,

H., Manabe, N.)

T. J. ACOSTA Animal frontier 2003年

A. MIYAMOTO sciences/Life science

update in animal

science 103-108

生 殖 科 学 Tumor necrosis factorαsystem in

the bovine oviduct:A possible mecha-

nism for embryo transport

M. P. B. J. Reprod. Dev. 2004年１月

WIJAYAGUNAWARDANE 50(１)： 57-62

A. MIYAMOTO

生 殖 科 学 ウシ黄体の形成と退行

－古くて新しい血管と黄体機能の関係－

宮本 明夫 日本胚移植学雑誌 2004年１月

26(１)： 34-39

地 盤 工 学 ８. 遺跡・歴史的建造物の凍結劣化と

対策

武田 一夫 地盤工学会誌 2003年10月

石崎 武志 ｢土と基礎｣

51(10)： 47-52

雪 氷 学 土の凍結過程とその測定 武田 一夫 日本雪氷学会誌 2004年３月

｢雪氷｣

66(２)： 269-272

文 学 書評 山崎一穎著 『森�外・歴史文学

研究』

柴口 順一 日本近代文学 第68集 2003年.5月

247-250

文 学 愚直な人 齋藤 一 英語青年 2004年１月

77
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平成15年度 帯広畜産大学研究業績
■ 著 書
分 野 題 目 著 者 名 誌 名 発行年月

獣 医 学 犬の解剖カラーリングアトラス (訳) 山田 純三 学窓社 2003年10月

北村 延夫 図版52-55

佐々木基樹

医 学 Spontaneous mouse model of atopic

dermatitis in NC/Nga mice. Animal

Models of Human Inflammatory

Skin Diseases

K. KAWAMOTO CRC PRESS 2003年９月

H. MATSUDA Chicago, US

371-386

農 学 草地科学実験・調査法

第５章 環境ストレスに関する調査法

４. 塩ストレス

山本 紳朗 全国農村教育協会 2004年３月

東京

136-139

農 学 野生イネは生き続けられるか ｢野生イ

ネの自然史｣ 森島啓子編

秋本 正博 北海道大学図書 2003年10月

刊行会 札幌

175-191

農 学 Rehabilitation of overgrazed shrub-steppe

vegetation by exclosure:A case study in The

Loess Plateau, China. in ""Global persective in

range rehibilitaiton and prevention of

desertification"" J. Takahashi (ed.)

M. AKIMOTO Dairy Japan 2003年12月

A. HONGO Tokyo

Japan

85-90

(編著)

農業経済学 農業経営支援の課題と展望 石田 正昭 養賢堂 2003年５月

小池 恒男

佐々木市夫

辻井 博

環 境 科 学 Features and properties of soils in

the Eurasian steppe. Global perspec-

tive in range rehabilitation and pre-

vention of desertification. pp. 69-75

(Eds. J. Takahashi et al.)

M. TANI Dairy Japan Co. Ltd., 2003年10月

Tokyo, Japan

(ISBN ４-924506-21-４)

雪 氷 学 南極・北極の百科事典

｢永久凍土｣

武田一夫 (分担執筆) 丸善 2004年３月

60-63

文 学 〈翻訳〉の圏域

(担当箇所：｢済州島のロビンソン)

齋藤 一 筑波大学文化批評研究会 2004年２月

英 文 学 未来へのヴィジョン －英米文学の視点

から－

ISBN ４-268-00379-７

時岡裕純 他19 英潮社 2003年10月

東京

237-248
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平成15年度
帯広畜産大学大学院畜産学研究科

修士学位論文題目

畜産管理学専攻

１.牛をフィードステーションへ誘導することによる排泄場所
の制御に関する研究
(図亜日楽, 共生家畜システム学)

２.ウシおよびブタ卵子を用いた細胞質内注入法による体細胞
核移植に関する研究
(生見早智子, 家畜育種増殖学)

３.完全限定培地を用いたブタ卵子の体外成熟培養と顕微授精
後の胚発生に関する研究
(岸田理英, 家畜育種増殖学)

４.変量回帰モデルを用いた大ヨークシャー種の体重形質に関
する遺伝的パラメータの分析
(竹内淳平, 家畜育種増殖学)

５.乳牛における黄体形成期初期のhCG投与による黄体形成促
進効果および受胎率への影響
(田中 純, 家畜育種増殖学)

６.ウシ卵胞発育と黄体形成－カラードップラー超音波画像診
断装置による解析－
(林 憲悟, 家畜育種増殖学)

７.顆粒層細胞と血管内皮細胞の培養系を用いたウシ黄体退行
カスケードの開始因子の解析 －NOの発現と効果－
(林 美里, 家畜育種増殖学)

８.乳用牛における変量回帰検定日モデルを用いた残差分散の
非一様性の検討
(藤井千恵, 家畜育種増殖学)

９.体細胞スコアを活用した乳牛の遺伝的改良に関する研究
(三浦伸也, 家畜育種増殖学)

10.ナイシン､ β１-４ガラクトオリゴ糖及びL-システインが硝
酸塩を投与しためん羊のメタン産生及びメトヘモグロビン
濃度に及ぼす影響
(小林竹雄, 家畜生産機能学)

11.泌乳牛に対するルーメンバイパス加工デンプン給与が血漿
成長ホルモン濃度および乳量に及ぼす影響
(西篠由紀, 家畜生産機能学)

The 2003 Academic Year
Index of Master's Theses for
the Graduate School of Obihiro
University of Agriculture and
Veterinary Medicine

Master's Course of Animal Production
and Agricultural Economics

１.STUDY ON CONTROL OF EXCRETION PLACE BY
INDUCING CATTLE TO AUTOMATICALLY MOVE
TO FEEDING STATION
(Tuyarile, Animal Husbandry and Sustainable Eco-
nomic Systems)

２.Studies on Somatic Cell Nuclear Transfer by
Intracytoplasmic Injection using Bovine and Porcine Oocytes
(Sachiko IKUMI, Animal Genetics and Reproduction)

３.Studies on In Vitro Maturation of Porcine Oocytes
Using a Defined Medium and Developmental Capacity
after Intracytoplasmic Sperm Injection
(Rie KISHIDA, Animal Genetics and Reproduction)

４.Genetic parameters of random regression models for
weight data of Large White pigs
(Junpei TAKEUCHI, Animal Genetics and Reproduction)

６.Follicle Development and Corpus Luteum Formation in
the Cow
－ A local blood flow using color Doppler ultrasonography －
(Kengo HAYASHI, Animal Genetics and Reproduction)

７.Analysis of factor starting the cascade for Luteolysis
Using Cultured Bovine Granulosa Cells and Endothelial
Cells in vitro -Nitric Oxide expression and the effect
on progesterone secretion-
(Misato HAYASHI, Animal Genetics and Reproduction)

８.Comparison of Homogeneity and Heterogeneity of Re-
sidual Variance in Random Regression Test-Day Mod-
els for Japanese Holsteins
(Chie FUJII, Animal Genetics and Reproduction)

９.THE STUDY FOR GENETIC IMPROVEMENT ON
DAIRY CATTLE USING THESOMATIC CELL SCORE
(Shinya MIURA, Animal Genetics and Reproduction)

10.Effect of nisin,β1-4galacto- oligosaccharide and
L-cysteine on ruminal nitrate reduction and methane
production
(Takeo KOBAYASHI, Animal Metabolism and Physiology)

11.Effects of rumen-bypass starch on plasma GH concen-
tration and milk yield in lactating cows
(Yuki NISHIIZO, Animal Metabolism and Physiology)
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12.経産肥育牛に対する組み換えウシレプチンの投与が採食量､
血漿中成長ホルモン(GH)および代謝産物濃度に与える影響
(錦貫政志, 家畜生産機能学)

13.ジャガイモ皮主体サイレージの肉用牛肥育用飼料として
の評価に関する研究
(ペン ブントウン, 家畜生産機能学))

14.φ-divergence統計量の選択基準と特性に関する研究
(松原慶尚, 畜産経営管理学)

15.ごみ発生抑制行動の形成要因の探索
－芽室町ごみ有料化のケース－
(川尻智之, 畜産資源経済学)

16.ベトナムにおける豚の流通に関する研究
－屠畜段階を中心として－
(グエン ホワ テイミン, 畜産資源経済学)

畜産環境科学専攻

１.アオダモ (Fraxinus Ianuginosa Koidz.) における組織培
養系の確立および ｢べた掛け法｣ によるチシマザクラ
(Prunusnipponica var. kurilensis WIL.) 培養苗の順化
(東 暁史, 作物科学)

２.スペルトコムギ, Triticum spelta の育種ポテンシャルと
二倍体コムギ, T.monococcum における順化形質群の
QTR マッピング
(大西郁実, 作物科学)

３.Verticillium dahliaeのβチューブリン遺伝子におけるVC
GS(栄養体親和性群)との関係
(高野公裕, 作物科学)

４.トカチスグリ (Ribes triste Pallas) 個体群の生態調査と
組織培養を用いた大量増殖技術の開発
(宮木宗久, 作物科学)

５.コムギの種子休眠性に関与する QTL のマッピング
(森 正彦, 作物科学)

６.反芻家畜におけるポテトパルプサイレージの飼料価値査定
に関する研究
(池端敬太, 草地学)

７.サイレージ化および微生物接種によるポテトパルプの貯蔵
品質の向上
(オカイン アブドウルザック アディ, 草地学 )

８.反芻家畜における水産加工残渣物の給与が飼料の消化性お
よび長鎖脂肪酸の供給に及ぼす影響に関する研究
(申 仁先, 草地学)

９.北海道十勝地方中部の小河川における小型翼手目の環境選択
(赤坂卓美, 生態系保護学)

12.Effect of intravenous injection of recombinant bovine
leptin on feed intake, plasma concentrations of GH,
and metabolites in fattening Holstein cull cows
(Masashi WATANUKI, Animal Metabolism and Physiology)

13.Studies on Evaluation the of Potato By-Products
Based Silage as Feed for Beef Cattle
(Pen Bunthoeun, Animal Metabolism and Physiology)

14.On the Selection Criterion and characteristics of φ-di
vergence Statistics
(Yoshihisa MATSUBARA, Farm Management)

15.Identifying the Factor of Waste-Restrain-Behavior-
Charged Local Government Case-
(Tomoyuki KAWAJIRI, Agricultural Policy and Re-
source Economics)

16.ＳLAUGHTER HOUSEHOLDS IN PIG DISTRIBU-
TION CHANNELS IN VIETNAM
(NGUYEN HOA THI MINH, Agricultural Policy and
Resource Economics)

Master's Course of Agro-Environmental Science

１.In vitro shoot proliferation of Fraxinus lanuginosa

Koidz. And Acclimatization of Prunus nipponica var.

kurilensis WIL. Using Covering Materials
(Akifumi AZUMA, Crop Science)

２.Breeding Potential of Spelt Wheat, Triticum spelta

and Mapping QTLs for Domestication Traits In Dip-
loid Wheat, T.monococcum

(Ikumi ONISHI, Crop Science)

３.Genetic relationships among vegetative compatibility
groups using the β-tubulin gene of Verticillium dahliae

(Kimihiro TAKANO, Crop Science)

４ .Ecological investigation of the Ribes triste Pallas
population and developing micropropagation method
(Munehisa MIYAKI, Crop Science)

５.Mapping QTLs Responsible for Grain Dormancy in Wheat
(Masahiko MORI, Crop Science)

６.A STUDY ON THE EVALUATION OF FEEDING
VALUE OF POTATO PULP SILAGE FOR RUMINANTS
(Keita IKEHATA, Grassland Science)

７.IMPROVING THE PRESERVATION QUALITY OF POTATO
PULP BY ENSILING AND ADDITION OF INOCULANTS
(Okine Abdulrazak Addy, Grassland Science)

８.THE STUDY ON THE EFFECT OF FISH WASTE TREATED
WITH BACILLI ON DIGESTION OF FEED AND SUPPLY OF
LONG CHAIN FATTY ACIDS IN RUMINANTS
(SHIN Insun , Grassland Science)

９.Habitat selection by bats (Chiroptera : Vespertilionidae)
along streams in central Hokkaido,Japan
(Takumi AKASAKA, Preservation and Management of Ecosystems)
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10.キタキツネ (Vulpes vulpes schrencki) が市街地に営巣す
る際に必要とする環境条件
(池田貴子, 生態系保護学)

11.湿地林優占樹種の林冠と幼木における種間関係と更新について
(大坂哲也, 生態系保護学)

12.ダイズとソバの根系共生菌類の定着様式と宿主生長への影響
(加茂幸恵, 生態系保護学)

13.森林の分断がエゾモモンガの移動に与える影響
(岸田久美子, 生態系保護学)

14.樹木の繁殖に影響する光強度の生育型間における違い
(佐藤佳世子, 生態系保護学)

15.ユーグレナ (Euglena gracilis) の概日的UV耐性リズムと
抗酸化作用
(敖恩宝力格, 生態系保護学)

16.カシワ二次林の発達と更新動態
(連 峰, 生態系保護学)

17.微生物資材による牛舎内環境改善および堆肥化促進に関す
る研究
(鏡 徹, 土地資源利用学)

18.とかちゼオライトの施用が施肥養分の挙動および作物の生
育・収量に及ぼす影響
(武井 誠, 土地資源利用学)

19.土壌タイプを異にする畑土壌における重金属の実態と空間
変動解析に関する研究
(藍 玉, 土地資源利用学)

20.乳牛の乗駕行動を利用した発情監視システムの基礎的研究
(山本俊介, 生物生産システム工学)

21.十勝におけるふん尿排出・還元量の収支およびバイオガス
プラントを用いた環境保全に関する研究
(渡邉恭央, 生物生産システム工学)

22.乳牛糞尿メタン発酵の高温ならびに中温におけるバ－ティ
シリュ－ムとフザリュ－ム菌の生存率に関する研究
(ンジアイ・マム・ファバラ, 生物生産システム工学)

10.Requirements for Denning under the Suburban Environment
by the Red Fox in Hokkaido (��������������	
����)
(Takako IKEDA, Preservation and Management of Ecosystems)

11.Regeneration pattern depending on intra-and inter-
specific relationships between canopy trees and juve-
niles among dominant species in a swamp forest
(Tetsuya OSAKA, Preservation and Management of Ecosystems)

12.Colonization patterns and effects on host plant growth of
root-symbiotic fungi isolated from soybean and buckwheat
(Sachie KAMO, Preservation and Management of Ecosystems)

13.The effect of forest fragmentation on movements of
the flying squirrel
(Kumiko KISHIDA, Preservation and Management of
Ecosystems)

14.Sensitivity of woody plants to light for maturity
:a comparison among growth forms
(Kayoko SATOH, Preservation and Management of
Ecosystems)

15.Circadian Rhythm of Resistivity to UV Radiation and
Antioxidant Capacity in �������

(Aoen Bolige, Preservation and Management of Ecosystems)

16.Development and regeneration of remnant secondary
forests of ���
����������

(LIAN FENG, Preservation and Management of Ecosystems)

17.Study on improvement of cow-houses environments
and stimulation composting by microbial materials
(Toru SAKAI, Land Resourse Science and Engineering)

18.Effect of application Tokachi zeolite on the behavior of
fertilizer nutrients and growth and yield of crops
(Makoto TAKEI, Land Resourse Science and Engineering)

19.Study on the Actual Status Spatial Variability
Analysis of Heavy Metals in Different Field Soils
(Yu Lan, Land Resource Science and Engineering)

20.Fundamental Studies on a heat monitoring system
using the mounting of dairy cows
(Shunsuke YAMAMOTO, Engineering in Agricultural
and Biological Systems)

21.RESEARCH ON CONSTRUCTION OF THE ENVIRON-
MENTAL PRESERVATION TYPE CIRCULATION AGRI-
CULTURAL SYSTEM BY THE BIOGAS PLANT
(Yukio WATANABE,
Engineering in Agricultural and Biological Systems)

22.Fungi survival during mesophilic and thermophilic
anaerobic digestion: Influence of Temperature on an-
aerobic growth of Verticillium dahliae and Fusarium
oxysporum in digestion of dairy cattle slurry
(NDIAYE Mame Faballa,
Engineering in Agricultural and Biological Systems)
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生物資源化学専攻

１.乳酸生成糸状菌 Rhizopus oryzaeの乳酸デヒドロゲナーゼ
遺伝子に関する研究
(今井朱峰, 応用生命科学)

２.Rhizopus oryzae における乳酸発酵と乳酸耐性に関係する
脂質に関する研究
(矢島祐輝, 応用生命科学)

３.アズキに含まれる機能性成分の生理・生化学的解析に関す
る研究
(山下慎司, 応用生命科学)

４.十勝産農産物を原料とした発酵物に含まれる脂溶性成分に
関する研究
(ムサレナグリ, 応用生命科学)

５.Bacillus subtilis のジャガイモそうか病菌に対する抗菌化
合物に関する研究
(杉本尚美, 応用分子生物学)

６.ニンジン体細胞胚の形態形成における24-Dの影響について
(中阪聡亮, 応用分子生物学)

７.低温性通性雪腐菌核病菌 Sclerotinia trifoliorum の産生する細
胞壁分解酵素ポリガラクツロナーゼに関する生化学的研究
(渡辺剛志, 応用分子生物学)

８.ニンジン体細胞において24-Dにより発現が変化する遺伝子
の検索と解析
(藪上春香, 応用分子生物学)

９.貯蔵寒玉キャベツの耐凍性および呼吸測定による漬物加工
特性の評価
(高林 透, 生物資源利用学)

Master's Course of Bioresource Chemistry

１.Genetic studies of Lactate Dehydrogenase Genes from
Rhizopus oryzae

(Akane IMAI, Applied Life Science)

２.Studies on lipids in Rhizopus oryzae in relation to lactic
acid fermentation and lactic acid tolerance
(Yuuki YAJIMA, Applied Life Science)

３.Physiology and Biochemical Analysis of the Functional
Ingredient Contained in Adzuki
(Shinji YAMASHITA, Applied Life Science)

４.Studies on Lipophilic Compounds in Fermented Products
Made from Foodstuffs Harvested in Tokachi District
(Musa Renaguli, Applied Life Science)

５.Antimicrobial Compound from Bacillus subtilis for the
Suppression of Potato Scab Disease
(Naomi SUGIMOTO, Applied Molecular Biology)

６.Effect of 2,4-D on Morphogenesis in Carrot Somatic
Embryogenesis
(Toshiaki NAKASAKA, Applied Molecular Biology)

７.Biochemical Studies of Cell Wall Degrading Enzyme, the
Polygaracturonase Produced by the Psychrotrophic Facul-
tative Snow Mold Sclerotinia trifoliorum

(Tsuyoshi WATANABE, Applied Molecular Biology)

８.Screening of Genes Affected by Treatment with2,4-D in
Carrot Somatic Cell
(Haruka YABUKAMI, Applied Molecular Biology)

９.Evaluation of characteristics of hyposalt pickle of stored
cabbage by freezing tolerance and respiration measurements
(Toru TAKABAYASHI, Food Science and Technology)
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平成15年度岐阜大学大学院連合獣医学研究科

博士学位論文題目

１.A Study no Evaluation of Stress in Dogs by Using Non-invasive 小 山 津 弥
Methods

２.Development of Immunodagostic Tests for Protozoan Infections 黄 暁 紅

３.Lectin-histochemical and Immunohistochemical Studies on CRUZANA, Maria
Glycoconjugates, Cytoskeletal Proteins, Regulatory Factors, Bella Chavez
Steroidogenic Enzymes and Steroid Receptors in the Testis

of the Swamp-type Water Buffalo (Bubalus bubalis)

４.Studies on Gastrin-Releasing Peptide (GRP) in Bovine Uterus and BUDIPITOJO, Teguh
Placenta

５.Studies on Development of Specific Molecular Detection BATTSETSEG, Badgar
Methods for Equine Babesia Parasites in Vector Ticks

６.Development of Serodiagnostic Methods for Bovine babesiosis BOONCHIT Suthisak

７.Development of the Diagnostic Methods and Vaccine against 福 本 晋 也
Canine Babesia gibsoni Infection

８.イヌの低体温症の発症機構に関する研究 大 橋 英 二

平成15年度岩手大学大学院連合農学研究科

博士学位論文題目

１.PHYSICOCHEMICAL PROPERTIES OF CHEMICALLY MODIFIED POTATO STARCH : 米 谷 敏 之
INFLUENCE OF CROSS-LINKING TREATED WITH PHOSPHORUS OXYCHLORIDE

２.キクイモカルス由来レクチン (HTA) の生化学的・分子生物学的解析および 中 川 良 二
清酒酵母分離への応用に関する研究

３.北海道におけるアズキ品種の普及に関する研究 佐 藤 久 泰

４.Genetic studies of amylose synthesis and starch properties in WICKRAMASINGHE,
common wheat, Triticum aestivum L Hetti Arachchige

Mangalika

５.STUDIES ON THE MANIPULATION OF NITROGEN AND Budi Santoso
ENERGY METABOLISM IN RUMINANTS

６.Trade and Macroeconomic Policy Influence on Sri Lanka's Domestic Kamal Sri
Agricultural Sector Performances Karunagoda
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７.牛乳消費者におけるリスク回避と自己負担に関する経済分析 蔡 鎔 宇

８.コケ培養細胞中のイソプレノイド生合成におけるメバロン酸経路と 伊 藤 大 輔

デオキシキシルロース5－リン酸経路のCross Talk
－外部投与ゲラニオールからのイソプレノイド鎖長延長－

９.中性ならびに酸性ヒトミルクオリゴ糖の泌乳期における変動の解析 住 吉 渉

10.原料牛乳中の酵母の動態に関する研究 仙 田 晶 嗣

11.乳および乳製品中の機能性脂質の化学的組成およびその応用に関する 丹 治 幹 男
研究

12.草類の耐塩性におけるフルクタンの理化学的役割に関する研究 海 野 洋 揮

13.石英および有機物を含む凍結土と未凍結土の熱伝導率推定モデルの検証 山 崎 祐 樹

14.Biological functions of some beans with special reference to 韓 圭 鎬
lipid metabolism and-antioxidation

15.Taxonomic Studies of Japanese Male Ants (Hymenoptera: Formicidae) 吉 村 正 志
and Practical Use of Their Morphological Information

16.Effect of Physical Strength of Fforage Ggrasses on Grazing 張 継 敏
Behavior of Sheep

17.イネの浮遊葯培養における培養効率の改善に関する研究 岡 本 吉 弘

18.アズキの種皮色に関する生態生理学的研究 長 岡 泰 良

19.エゾナキウサギの保全生態学的研究 小 島 望
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